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序文

財団法人千葉県文化財センターは，埋蔵文化財の調査研究，文化

財保護思想のj函養と普及などを主な目的として昭和49年に設立さ

れ，以来，数多くの遺跡の発掘調査を実施し，その成果として多数

の発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび，千葉県文化財センター調査報告第466集として，都市

基盤整備公団の千葉東南部地区土地区画整理事業に伴って実施した

千葉市今台遺跡の発掘調査報告書を刊行する運びとなりました。

この調査では，旧石器時代の石器が出土したほか，古墳時代から

平安時代にかけての集落跡が発見されるなど，この地域の歴史を知

る上で貴重な成果が得られております。

刊行にあたり，この報告書が学術資料として，また埋蔵文化財の

保護に対する理解を深めるための資料として広く活用されることを

願っております。

終わりに，調査に際し御指導，御協力をいただきました地元の方々

を初めとする関係の皆様や関係機関，また，発掘から整理まで御苦

労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成16年3月

財団法人千葉県文化財センタ一

理事長清水新次



例

本書は，都市基盤整備公団千葉地域支社による千葉東南部地区土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財の

発掘調査報告書である。
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本書に収録した遺跡は，千葉市緑区おゆみ野南 3丁目24番地他(旧千葉市緑区椎名崎町686他)に所

在する今台遺跡(遺跡コード 201-043， 201 -118)である。

発掘調査から報告書作成に至る業務は，都市基盤整備公団千葉地域支社の委託を受け，財団法人千葉
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県文化財センターが実施した。

発掘調査及び整理作業の組織，担当者及び実施期間は，第 1章に記載した。

本書の編集は，第 2章を島立桂，第4章第 7節を西野雅人，それ以外を関口達彦が担当した。

発掘調査から報告書の刊行に至るまで，千葉県教育庁教育振興部文化財課，都市基盤整備公団千葉地

域支社，千葉市教育委員会ほか多くの方々から御指導，御協力を得た。

本書で使用した周辺航空写真は，京葉測量株式会社が昭和47年に撮影したものを使用した。

本書で使用した図面の方位は，すべて座標北である。座標系は，日本測地系を使用した。

本書の遺構及び遺物の縮尺は，以下を基準とするが，作図の都合で統一されなかったものもある。
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本書の挿図の用例は，次のとおりである。住居跡の基本的な柱穴等の符号は以下のとおりであるが，

これ以外の配列については挿図中に示した。
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図版16 025号・ 026号・ 027号住居跡



図版17 028号・ 031号・ 034号・ 037号住居跡 図版33 第2ブロック出土石器(2)

図版18 037号・ 038号・ 039号住居跡 図版34 第2ブロック出土石器(3)

図版19 040号・ 042号・ 044号住居跡 第 1・第 3・第 4ブロック出土石器

図版20 044号・ 047号・ 048号・ 049号住居跡 図版35 縄文土器(1)

図版21 049号・ 051号・ 055号・ 057号・ 060号・ 図版36 縄文土器(2)，石器，挟状耳飾

062号住居跡 図版37 古墳時代出土土器(1)

図版22 064号住居跡 図版38 古墳時代出土土器(2)

図版23 064号・ 066号・ 068号住居跡 図版39 古墳時代出土土器(3)

図版24 068号・ 069号・ 070号・ 072号住居跡 図版40 古墳時代出土土器(4)

図版25 073号・ 110号・ 111号・ 112号住居跡 図版41 奈良・平安時代出土土器(1)

図版26 112号・ 117号・ 118号・ 119号・ 122号・ 図版42 奈良・平安時代出土土器(2)

123号住居跡 図版43 奈良・平安時代出土土器(3)

図版27 122号・ 123号・ 125号・ 128号・ 129号・ 図版44 奈良・平安時代出土土器(4)

131号住居跡 図版45 奈良・平安時代出土土器(5)

図版28 H -01 . H -02 . H -03 . H -04 . H- 図版46 奈良・平安時代出土土器(6)

09・H-lO・ H-13， 013号・ 014号土坑 図版47 奈良・平安時代出土土器(7)

図版29 015号・ 018号・ 033号・ 052号・ 053号・ 図版48 奈良・平安時代出土土器(8)

056号・ 061号・ 067号土坑 図版49 掘立柱建物跡・土坑・溝・遺構外出土土器

図版30 071号・ 074号土坑， 001号・ 003号・ 004 図版50 金属製品(1)

号・ 005号・ 006号・ 011号溝 図版51 金属製品(2)

図版31 塚(調査前)， (調査後) 図版52 瓦，堵，瓦転用品

図版32 第2ブロック出土石器(1) 図版53 玉類，羽口，砥石，銭貨



第 1章は じ め に

第 l節調査に至る経緯

住宅・都市整備公団(現都市基盤整備公団)は，首都圏の人口増加に対応するため，千葉東南部地区土

地区画整理事業として大規模な宅地造成を計画した。このため，千葉県教育委員会では昭和46年に実施し

た事業地内の遺跡分布調査の結果に基づき，所在する埋蔵文化財の取扱いについて関係諸機関と協議を重

ねてきた。その結果，可能な限り公園や緑地として現状保存をはかる一方，やむを得ず現状保存が困難な

遺跡については記録保存の措置を講ずることとなり，財団法人千葉県文化財センターが住宅・都市整備公

団から委託を受け，発掘調査を実施することとなった。

今回報告する今台遺跡は，記録保存の措置を講ずることで協議が整い， 22，200rriを対象に当文化財セン

ターが平成 3・8・9年度の 3次にわたって発掘調査を実施した遺跡である。調査の結果，旧石器時代の

石器集中地点 2か所，縄文時代の陥穴13基・炉穴 2基，古墳時代後期の竪穴住居跡17軒，奈良・平安時代

の竪穴住居跡49軒・掘立柱建物跡 7棟・小鍛治遺構 1基，溝状遺構 8条，塚 1基などの遺構を検出した。

なかでも，台地全体に展開する古墳時代後期から平安時代の集落の様相を明らかにすることができたこと

は，大きな成果といえよう。

平成10年度からは本格的な整理作業が開始され，平成15年度をもって報告書刊行の運びとなった。発掘

調査及び整理作業の各年度の実施期間，組織及び作業内容は下記のとおりである。

発掘調査

平成 3年度

期間

組織

内容

平成 8年度

期間

組織

内容

平成 9年度

期間

組織

内容

整理作業

平成10年度

期 間

組織

平成 3年 4月 1日から平成 4年 3月6日

班長三浦和信

担当職員 班長代理雨宮龍太郎 技師四柳隆

確認調査上層1，740rri 下層640rri，本調査上層11，850 rri 下層 0ぱ

平成 9年 2月3日から平成 9年 3月26日

中央調査事務所長藤崎芳樹

担当職員 主任技師福田誠

確認調査上層一ぱ下層16rri，本調査上層500rri 下層 Orri

平成 9年 4月3日から平成 9年 5月30日

中央調査事務所長藤崎芳樹

担当職員 技師吉野健一

確認調査上層一ぱ下層156rri，本調査上層3，350rri 下層170rri

平成11年 1月4日から平成11年 2月25日

中央調査事務所長石田贋美
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担当職員 研究員鈴木良征

内 容 分類選別，復元の一部

(重点遺跡整理促進事業)

期 間

組織

平成11年2月1日から平成11年3月31日

整理課長佐久間豊

担当職員 主任技師渡遁修一 整理技術員木島桂子

内容 実測・トレース・写真撮影の一部

平成11年度

(重点遺跡整理促進事業)

期 間 平成11年 5月1日から平成11年 5月15日

組 織 整理課長古内茂

担当職員 研究員渡遁修一 整理技術員 木島桂子

内 d甘T・ 実測・トレースの一部

平成12年度

期 間 平成12年10月1日~平成12年11月30日

組 織 中央調査事務所長 三浦和信

担当職員 研究員黒沢崇

内 容 挿図の一部

平成15年度

期 間 平成15年 6月1日から平成15年 9月30日

組 織 中央調査事務所長谷句

担当職員 上席研究員 関口達彦

内 容 挿図・図版作成の一部から報告書刊行

(重点遺跡整理促進事業)

期 間 平成15年5月 1日から平成15年5月31日

組 織 整理課長深津克友

担当職員 上席研究員渡遁修一 整理技術員大久保奈奈

内 容 実測・トレースの一部

第 2節遺跡の位置と周辺の遺跡

1 遺跡の位置(第 1図)

今台遺跡は，千葉市緑区おゆみ野南 3丁目24番地他に所在する。

緑区は千葉市の東南部に位置し，南は村田川を境として市原市と接し， J R外房線や千葉東金道路，千

葉外房有料道路などが通っている。本遺跡の所在する千葉東南部地区は， J R外房線鎌取駅の南側に広が

り，現在も「おゆみ野」として新しい街づくりが展開している地域である。

千葉市は千葉県の北東部に位置し，東京湾を西に臨み，内陸には房総半島の北部一帯を占める広大な下

総台地が展開している。この台地は無数の小支谷によって開析され，東京湾岸には海岸平野，三角州など
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第1図 千葉東南部地区事業範囲位置図(1/80，000)

の沖積低地が形成されている。千葉東南部地区は，千葉市と市原市の境を流れ東京湾に流入する村田川の

下流域右岸に位置し，台地はこの村田川に注ぎ込む支谷によって樹枝状に複雑に開析されている。

今台遺跡は，このような支谷の一つである通称泉谷支谷から分岐した小支谷に南面する台地上に位置し

ている。台地は東西150m，南北120mの広さをもち，南西部が舌状に張り出した形状である。台地上の標

高は32m~34m，谷部との高低差は約15mで、ある。遺跡の西側の細尾根には，古墳時代前期と奈良・平安

時代の竪穴住居跡を検出した椎名神社南遺跡が連なっている。さらに，谷津を挟んだ南側の台地上には後

期の円墳を中心とした大規模な椎名崎古墳群C支群が展開している。

2 周辺の遺跡(第 2図)

千葉東南部地区内の遺跡の多くは，旧石器時代から中・近世までの遺構・遺物を複合的に伴っており，

特定の時期に限られた単純遺跡はきわめて少ない。なかでも，縄文時代の大型員塚や古墳時代後期の集落

跡や古墳群，奈良・平安時代の集落跡などが密集しているのが特徴的である。
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1 4-マム口 15 木戸作 29 上赤塚古墳群*

2 大膳野南貝塚 16 狐塚古墳群 30 有吉

⑨ 3 大膳野北 17 椎名崎古墳群B支群 31 有吉城跡
4 太田法師 18 神明社裏 32 有吉南

5 白鳥台 19 富岡古墳群B支群 33 高沢
6 六通神社南 20 富岡古墳群A支群 34 高沢古境群
7 六通金山 21 春日作 35 南二重堀

8 六通貝塚 22 椎名崎古墳群C支群 36 生浜古績群

9 ムコアラク* 23 パクチ穴* 37 鎌取場台

10 六通 24 椎名神社 38 有吉北貝塚
11 小金沢古墳群* 25 伯父名台 39 有吉南貝塚

12 御塚台 26 椎名崎 40 馬ノ口

13 小金沢貝塚 27 城ノ台

取 / E? 14 椎名崎古墳群A支群 28 上赤塚貝塚 42 古城・小弓

太字は既報告、*は一部が既報告 r--.. 

U r C 
O 

第 2図 千葉東南部地区遺跡分布図 。(1 /15，000 ) 5OOm 



旧石器時代の遺物は，地区内で調査されたほとんどの遺跡から出土している。規模が比較的大きなもの

としては，有吉城跡，太田法師遺跡，椎名崎古墳群B支群，神明杜裏遺跡などがあげられる。なかでも神

明社裏遺跡からは，ナイフ形石器・掻器・石核・尖頭器・剥片などが多量に出土している。

縄文時代には中期から晩期の大型員塚の他にも，各時期にわたって各種の遺構や遺物が数多く検出され

ている。早期の炉穴は御塚台遺跡など，多数の遺跡から検出されている。前期では地区内の北西に位置す

る南二重堀遺跡，鎌取遺跡，有吉城跡で竪穴住居跡が若干検出されている。中期にはほとんどの遺跡に遺

物の散布がみられ，特に上赤塚貝塚，有吉北貝塚，有吉南員塚など大規模な貝塚が集中しており，多数の

竪穴住居跡や土坑群を伴う大集落が形成されている。後期には木戸作貝塚，小金沢貝塚，六通貝塚等，引

き続き大規模貝塚が形成されているが，中期ほどの彪大な遺構を伴う大集落は形成きれなくなる。晩期に

は遺跡数は激減するが，六通貝塚などで良好な遺物包含層等が検出されている。また，高沢遺跡では遺構

は確認されなかったが，晩期終末の荒海式土器がまとまって検出されており注目される。

弥生時代には地区内の遺跡が極端に少なくなる。有吉遺跡やパクチ穴遺跡などで遺構が検出されている

にすぎず，遺物の出土も極めて少ない。草刈遺跡などの大規模集落群に，周辺地域の小集落が集約される

こともその原因のーっと考えられる。また，村田川下流域の海岸平野の低地一帯に集落が展開している可

能性も考慮される。

古墳時代に入ると新たな集落跡が展開する。前期から中期の遺跡は，地区北西側に集中していることが

特徴的である。なかでも南二重堀遺跡，城ノ台遺跡，鎌取遺跡，馬ノ口遺跡などで竪穴住居跡が検出され

ている。後期では有吉遺跡，高沢遺跡，有吉北貝塚，城ノ台遺跡で多くの竪穴住居跡が検出されるなど，

大規模集落が展開するようになる。古墳は地区内において約290基が確認されている。前・中期の古墳で

は石枕などが出土した上赤塚 1号墳や，馬ノ口遺跡の方墳と椎名崎古墳群C支群の円墳などが検出されて

いる。後期になると上赤塚古墳群及び有吉遺跡，生浜古墳群，南二重堀遺跡などでは，有吉遺跡と高沢遺

跡の大集落と重複せずに，明らかな墓域として大規模古墳群が営まれる。さらに，椎名崎古墳群のように

人形塚古墳をはじめとする，地区内で最も大規模な古墳群が造営されるようになる。

奈良・平安時代の遺跡は，古墳時代後期から連続する大規模な集落が多い。特に地区北西部に位置する

有吉遺跡，高沢遺跡，椎名崎遺跡では，古墳時代より集落の規模は大きくなる。鉄製品の保有率も高く，

それぞれの遺跡に特徴的な墨書土器なども出土している。また，大金沢支谷の太田法師遺跡では，砂鉄な

どの原料に恵まれた立地条件のため，鍛冶関連遺構が多数検出されている。今台遺跡の周辺では，有吉城

跡，伯父名台遺跡など，小鍛冶遺構を伴う遺跡もわずかながら存在している。

中世以降では有吉城や城ノ台遺跡，有吉北貝塚，伯父名台遺跡などから，台地整形区画・土坑墓・火葬

墓・地下式坑などが検出されている。周辺には小弓城などもあり，中世では軍事，交通の上で要衝の地域

であったことが窺える。

第3節調査の方法と経過(第3図)

発掘調査に先行して，公共座標(第医系)を基準に調査対象範囲全域に40mx40mの方眼網を設定し，基

準点測量を行った。これを大グリッドとし，北西に起点を置いて，東西のX軸は西から順にA，B， . 

F，南北のY軸は北から順に 1，2， 3， 4と付した。さらに，この大グリッドを 4mx4mの小グリッ

ド100区画に分割し，北西隅を起点に00，01と順に付し南東隅を99とした。従って小グリッドの呼称は，
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調査区及び周辺地形図第 3図

Eヨ平成3年度調査

仁ゴ平成8・9年度調査



例えばC2 -25などとなる。

平成 3年度は16，000rriを対象に，上層の確認調査を平成 3年4月 1日から 6月14日まで、行った。対象面

積の約10%について，幅 2mの確認トレンチを設定し重機による表土除去を行った後，遺構・遺物の検出

状況を確認した。その結果，調査区中央部を中心に，古墳時代後期から平安時代の竪穴住居跡や溝状遺構，

塚などが確認された。本調査は遺構の検出されなかった北側と南側の斜面を除く 11，850 rriを対象に引き続

き実施し，平成 4年 3月6日に終了した。下層の確認調査は平成 4年 1月7日から 3月 6日まで行った。

対象面積の 4%について，調査区域全域に 2mx2mのグリッドを設定し，立川ローム層下部まで人力で

掘削し，石器等の有無を確認した。その結果，遺物の出土はなかった。

平成 8年度は台地西側6，200rriのうち2，850ぱを対象に，平成 9年 2月3日から 3月26日まで発掘調査を

実施した。上層については平成 3年度の本調査成果から，遺構がこの範囲まで広がることが確実で、あった

ため，そのまま本調査に移行した。下層は調査区南側の500rriを対象に確認調査を行ったが，遺物は検出

されなかった。なお，調査区北側については，平成 9年度に確認調査から行うことになった。

平成 9年度は台地西側6，200ぱのうち3，350rriを対象に，平成 9年4月3日から 5月30日まで発掘調査を

実施した。上層は斜面部1，100ぱを対象に調査を行ったが，遺構は検出されなかった。下層については，

斜面を除く範囲と調査区北側を対象に確認調査を行った。その結果， 4か所で石器の出土が確認されたた

め，周辺を十分に拡張して石器の広がりを明らかにし，本調査の範囲を確定した。本調査は170rriを対象

に行い，このうち 1か所は大きな集中地点となり，計239点の石器が出土した。

遺構番号は掘立柱建物跡を除いて，基本的には遺構の内容にかかわらず通し番号を使用しているが，整

理作業の際に欠番にした遺構もある。調査時の遺構番号を極力使用することにしたが，調査年次が多年度

にわたるため，平成 8 ・9年度調査時の遺構は新たな遺構番号を付した。
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(財)千葉県文化財センター f千葉東南部ニュータウン17一高沢遺跡-.11990 

(財)千葉県文化財センター f千葉東南部ニュータウン18一鎌取遺跡 j 1993 
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(財)千葉県文化財センター 『千葉東南部ニュータウン23 千葉市太田法師遺跡 2-J 2001 
(財)千葉県文化財センター 『千葉東南部ニュータウン24一千葉市富岡古墳群・富岡古墳群B支群 J 2002 
(財)千葉県文化財センター 『千葉東南部ニュータウン25一千葉市有吉城 I一J2002 

(財)千葉県文化財センター 『千葉東南部ニュータウン26 千葉市椎名神社遺跡・古城小弓遺跡・六通神社南遺跡・御塚台遺跡-.12003 
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第 2章旧石器時代

第 1節調査の概要

下層調査は平成 3・8・9年度に実施した。各年度ごとの調査概要は以下のとおりである。

平成 3年度は遺跡の大半を占める16.000rriを対象として640rriの確認調査を実施し，調査を終了した。

平成 8年度は遺跡西南隅の500mを対象として16mの確認調査を実施し，調査を終了した。

平成 9年度は遺跡西側の3.450mを対象として156mの確認調査を実施し，引き続き 170mの本調査を行

った。調査の結果，旧石器時代のブロックを 4か所確認した。

4か所のブロックは，いずれも遺跡西側に向かつて閉口する谷頭に面した台地縁辺部に分布し，出土層

準はすべて立川ローム層の四層から羽層にかけてである。

第1・3・4ブロックは小規模なブロックで資料が少なく，石器群の特徴がはっきりしない。いっぽう，

第2プロックは239点の石器群で構成される大型のプロックで資料も充実しており，房総半島における当

該期石器群の様相をよく示している。

第2プロックは黒曜石によるナイフ形石器，剥片，砕片を中心とし，これに珪質頁岩による各種石器群

が加わって構成されている。

主体をなす黒曜石は，黒色不透明で爽雑物を多く含んでおり，栃木県高原山産と推定される。分割喋等

を持ち込み，小規模ながらも素材の生産からナイフ形石器の製作まで行っている。ナイフ形石器は不定型

な剥片を用い，表裏両面からの調整加工によって製作されている。

珪質頁岩は暗褐色~灰褐色で硬質轍密なものが多く，東北南部あるいは北関東に由来すると考えられる

石材である。小型の石核から小規模な剥片生産を行う母岩と，搬入品の石刃およびその再加工に関連した

母岩の二者で構成される。

房総半島における四層からM層にかけての石器群は，①信州産黒曜石による中・小型の石刃を用いた 2

側縁調整のナイフ形石器を特徴とする一群(八千代市権現後遺跡第4文化層)と，②東北産珪質頁岩による

大・中型石刃を特徴とする一群(香取郡多古町香山新田中横堀遺跡)，③房総半島南部産の各種石材による

一群(市原市草刈遺跡)などがある。本ブロックの石器群と共通点のある②は，千葉市馬ノ口遺跡，同荒久

遺跡，市原市草刈遺跡，同下鈴野遺跡などで，高原山産黒曜石によるす詰まりの縦長剥片あるいは不定型

剥片を用いた石器群が一定量伴っており，黒曜石と珪質頁岩とが別々の形態で搬入されたあり方が当該期

に一般的であることがわかる。

第2節基本土層

本遺跡の立川ローム層は，層相，層厚ともに東南部地区で一般的なものである。また，下総台地で広く

観察される基本土層と共通する(第 7図，図版5)。

E層 黄褐色の軟質ローム層で，厚さは10cm-20cmである。

町・ V層 にぶい黄褐色の硬質ローム層で，その大半が下総台地における立111ローム層第 1黒色帯に相当

すると考えられる。厚さは20cm-30cmである。

なお，本地域では軟質ローム層下部から硬質ローム層上部にかけてスコリアを多く含む赤褐色の土

層が観察されることが多く，これを町層として区分するが，本遺跡でははっきりしなかった。

一 10一
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VI層 明黄褐色の硬質ローム層で，黒色粒と火山

ガラスを豊富に含むAT(姶良丹沢火山灰)ブ

ロックがまとまっている。厚さは20cm-30cm

である。

四層 黄褐色の硬質ローム層で，立川ローム層第

2黒色帯上部に相当する。ATが拡散してお

り， v層と同様，あまり暗い色調ではない。

厚さは30cm-40cmで、ある。

医層 褐色の硬質ローム層で，立川ローム層第 2

黒色帯下部に相当する。厚さは20cm-30cmで、

ある。

なお，本地域では医層中の間層(医 b層)を

識別することは困難で、あるが，赤みを帯びた

褐色のIXa層と暗褐色でスコリアが顕著な医

c層には区分できることが多い。ただし，本

遺跡では医層の細分は行えなかった。

X層 黄褐色の硬質ローム層であるが， IX層に比

べて軟質である。スコリアは見られない。立川ローム層最下層にあたり，下底部は波状となっている。

32日)()m一一一

m出

33.5∞m-一ー一 w.v 

VI 

IX 

X 

第7図基本土層図

厚さは20cmほどである。

第 3節石器群の分布と出土遺物

1.第 1ブロック(第 8図，第10・11図，第 1・2表，図版5・6・34)

1 )概要

第1ブロックは遺跡西側の谷頭に面した台地縁辺部に位置しており，台地縁辺からの距離は20mで、ある。

石器群は， C2-85・95グリッドに分布する。

ブロックの規模と形状は，直径 3mほどの範囲に12点の石器群が散漫に分布する。出土層位は四層を中

心とするが，その一部は羽層にもおよんでいる。

石器組成は剥片11点，砕片 1点，石材構成は砂岩 5点，ホルンフェルス 7点である。上総正陵砂喋層で

採取したと想定される石材を持ち込み，小規模な剥片生産によって形成されたブロックである。

2 )母岩別資料

・砂岩 1 黒灰色で粒子の細かい砂岩である。剥片 4点，砕片 1点で構成される。剥片はいずれも小型不

定型のものである。残された資料から，ブロック内で小規模な剥片生産が行われたと推定されるが，石核

は残されていない。剥片剥離作業半ばの工程に関連する資料と考えられる。接合資料はない0

・ホルンフェルス 1 黄灰色に風化したホルンフェルスで，剥片 7点で構成される。概ね小型の剥片，砕

片であるが，厚手の分割片が 1点含まれている。砂岩 1と同様，ブロック内で小規模な剥片生産を行った

と考えられる。

-12-



3)出土遺物(第8図)

剥片(第 8図 1) 1は砂岩 1による不定型の剥片である。自然面を打面とし，表面は，主要剥離面と

は反対の方向からの剥離面で覆われている。剥離時に打点で二つに割れている。

九2-ぉ →と2-筋

④ 

• 

• 
• 

。1 C2-85 

20 

• • (2/3) 

Eニニニヨ
5cm 

セ2-95

. 
1 セ2-96

• 

-剥片 ・砕片

。 (1/80) 4m 

第8図 第1ブロック石器別分布図・出土遺物実測図

第1表第 1プロック出土遺物属性表
挿図

遺物番号 器種 母岩番号
最大長 最大幅 最大厚 重量

打面
打角

背面構成
末端

調整角
使用痕

折れ 欠損
番号 mm mm 皿m g 剥離角 形状 被熱痕

C2-85-17 剥片 砂岩 l 10.20 10.00 1.70 0.15 L I+m F 
l 20 剥片 砂岩 1 36.お 16.22 10.88 4.63 C 80 E 

21 砕片 砂岩 l 5鈎 且64 4.48 0.18 C 94 E H 

22A 剥片 ホルンフェルス l 12ω 7.43 4.閃 O.ω 

22B 剥片 ホルンフェルス I 15.74 8.20 3.85 0.63 

22C 剥片 ホルン7ェルス 1 12.55 4.55 3.47 0.24 

22D 剥片 ホルンフェルス 1 12.73 6.59 4.56 。目51

23 剥片 砂岩 1 7.49 23.86 4.69 0.67 L I+V H 

24A 剥片 ホルンフェルス 1 21.37 19.15 15.22 8.64 
24B 剥片 ホルンフェルス 1 17.52 14.10 13.27 3.28 
24C 剥片 ホルンフェルス 1 15.36 11.20 10.42 1.50 

25 剥片 砂岩 1 7.77 12.50 2.05 0.19 I s B 

引
知
一
計
一
榔

重量比

27.43% 

72.57% 

1∞.∞% 

-13-



2. 第 2ブロック(第 9~15図，第 3 ・ 4 表，図版 5 ・ 6 ・ 32~34)

1 )概要

第2ブロックは遺跡西側の谷頭に面した台地縁辺部に位置しており，台地縁辺からの距離は15mである。

石器群は，C2-84 ・ 85 ・ 93~95， C3 -04・05グリッドに分布する。

ブロックの規模と形状は，長軸 9m，短軸 5mの楕円形の範囲に239点の石器・喋が分布する。ただし，

分布状況を細かく見ると，直径 2m~3mほどの小規模なまとまりが南北に 4 か所連なっており，それぞ

れが石器製作作業を中心とする諸活動の単位を反映した可能性がある。出土層位はVI層を中心とし， 50cm 

ほどの高低差をもって包含されている。

石器組成はナイフ形石器12点，削器 3点，模形石器 2点，二次加工剥片20点，剥片108点，砕片89点，

石核 1点，喋 4点で，石器石材は黒曜石188点，安山岩 8点，凝灰岩 1点，珪質頁岩33点，砂岩 3点，チ

ャート 2点，喋石材は睦質頁岩 1点，チャート 1点，不明 2点である。

黒曜石はいずれも黒色不透明で爽雑物を多く含んでおり，肉眼観察では栃木県高原山産と推定される。

ナイフ形石器の未製品とその調整剥片(プランテイングチップ)を含むこと，小型不定型の剥片類が多い

ことから，分割磯または作業途中の石核を持ち込み，剥片生産からナイフ形石器の調整加工に至るまでの

諸工程を行ったと考えられる。

珪質頁岩は暗褐色から灰褐色で硬質轍密なものが主体を占める。作業途中の石核を持ち込み，不定型な

剥片の生産を行ったものと，大型の石刃を持ち込み，これを再加工したものの二者がある。なお，珪質頁

岩では調整加工を施した定型的な石器は見られない。

石材ごとの分布について，黒曜石はブロックの全域にわたって分布するが，珪質頁岩はブロック南半部

に偏在する。

2 )母岩別資料

本ブロックでは出土した石器・喋を24の母岩に分類した。内訳は黒曜石 5母岩，安山岩 2母岩，凝灰岩

1母岩，珪質頁岩 9母岩(うち喋 1母岩)，砂岩 2母岩，チャート 3母岩(うち蝶 1母岩)，石材不明 2母岩

(うち喋 2母岩)である。このほか，母岩分類できなかった黒曜石の一群(便宜的に黒曜石 6)がある。

黒曜石 総数188点で，石器群全体の約80%を占める。このうち，微細な砕片を除く 172点を 5母岩に分

類した。

-黒曜石 1 表面は平滑な角喋面をもち，内部は漆黒色不透明で光沢に富む黒曜石である o <t 0.5mm~ 2 

阻ほどの不整形の爽雑物を多く含む。同一母岩は，ナイフ形石器 3点，同未製品 4点(接合して 3個体)， 

二次加工剥片 7点，剥片27点，砕片29点で，最も充実した内容の母岩である。

接合資料はナイフ形石器未製品 2点が接合して 1個体となるもの，ナイフ形石器の製作過程で切断した

剥片がナイフ形石器の未製品に接合するものがある。

ナイフ形石器以外の資料は 2cm角程度の剥片類数点と 1cm角以下の砕片で，砕片の中にはナイフ形石器

の調整剥片(プランテイングチップ)がある。とくに，本遺跡のナイフ形石器は，表裏両方向からの調整加

工が特徴的であるが，これと対応して，表面に上下両方向からの剥離面をもっプランテイングチップが一

定量含まれている。また，ナイフ形石器の調整加工とは異なる要因で生じたと考えられる小型の剥片，砕

片も多く， したがって，小規模な剥片生産からナイフ形石器の調整加工に至る諸工程をブロック内で行っ

た母岩と考えられる。

14-



黒曜石 1に類似するが，本母岩の方がやや透明観がある。同一母岩は削器 1点，剥片16点，-黒曜石 2

砕片12点である。削器 1点を除くと細かな資料が主体をなすが，プランティングチップは見られない。

灰色みを帯びた黒色不透明で，ftO.5凹 -2mmの爽雑物を含む黒曜石である。同一母岩はナ

三次加工剥片 5点，剥片17点，砕片31点である。

-黒曜石 3

イフ形石器4点，
、，
、ー接合資料はナイフ形石器の製作過程で切断した剥片がナイフ形石器の未製品に接合するものがあり，

れは黒曜石 1と共通する手法である。
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1 cm-2 cm角の小型不定型な剥片と砕片を中心とした母岩で，

欝F旬、¥

ナイフ形石器以外では，

• 

信l

4m (1/80) 
。

-剥片

・砕片

・石核

ロ磯

aナイ 7型石器

@削器

。二次加工剥片

・模形石器
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プランテイングチップもわずかながら含まれている。

黒灰色不透明で、φO.5mm~ 1 mmの爽雑物を含む黒曜石である。同一母岩はナイフ形石器 1点，

模形石器 1点，二次加工剥片 3点，剥片 9点である。なお，本母岩は搬入した削器の再加工に関連する資

一般的な剥片生産の工程は見られない。珪質頁岩に顕著な「下総型石刃再生技法Jと共通する手法

片生産を行った形跡がある。また，

-黒曜石 4

料で，

である。

黒色不透明で大小の爽雑物を多く含む黒曜石である。剥片 2点で構成される。-黒曜石 5

このうち 1点(珪質頁岩 8)は喋片である。珪質頁岩 1は小9母岩に分類した。総数33点で，珪質頁岩

あるいは剥片の搬入品とその再加それ以外は石刃，型の石核から不定型の剥片を生産した母岩であるが，

工の過程で生じた資料で， i下総型石刃再生技法」に関連したものである。

内部は暗褐色で硬質轍密な東北産ないしは北関東産の珪質頁岩である。自然面は樫褐色，-珪質頁岩 1

このうち剥片 4点と石核自然面は滑らかで光沢のある円喋面である。同一母岩は剥片 5点と石核 1点で，

⑧ 
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1点が接合する。接合資料から，作業途中の石核(拳の半分ほど)を持ち込んで不定型な剥片の生産を再開

し，そのまま本母岩を使い切ったことがわかる。

・珪質頁岩 2 自然面および自然面に近い部分は黄灰褐色，内部は灰色を帯びた暗褐色で硬質綴密な東北

産ないしは北関東産の珪質頁岩である。同一母岩は，削器 1点， 二次加工剥片 4点，剥片13点(有樋石刃

から剥離された小石刃 3点含む)，砕片 1点である。搬入された大型の石刃ないしは剥片の再加工に由来

する資料と考えられるが，もともとの搬入品は 1個体でない可能性がある。

・珪質頁岩 3~5 ・ 9 淡褐色から暗褐色で硬質綴密な石材で，珪質頁岩 3は大型の石刃の頭部片と再生

に関連した小石刃，珪質頁岩 4は小型不定型の剥片 2点，珪質頁岩 5は石刃素材の削器 1点の単独資料，

珪質頁岩 9は石刃 1点の単独資料である。単独で、搬入された製品(珪質頁岩 5・9)と再加工に関連したも

の(珪質頁岩 3・4)と考えられる。概ね，東北産ないしは北関東産であろう。

・珪質頁岩 6・7 珪質頁岩 6は暗灰緑色で硬質轍密な石質で，剥片 1点の単独資料，珪質頁岩 7は黄灰

色で珪化度は高いがあまり均質で、はない石質で，剥片 1点の単独資料である。

安山岩 総数8点で， 2母岩に分類した。安山岩 1は房総半島における剥片石器通有の灰褐色に風化し

た安山岩で，小型不定型の剥片 6点で構成される。安山岩2は赤紫色で多孔質の安山岩である。剥片 2点
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で構成される。

凝灰岩 凝灰岩 1は淡黄灰色で比較的硬質轍密な凝灰岩である。二次加工剥片 1点の単独資料である。

砂岩 砂岩も総数3点で， 2母岩に分類した。砂岩 1は剥片 2点，砂岩 2は剥片 1点で，いずれも小型

不定型の剥片である。なお，砂岩 1は第 1ブロックに 5点分布する。

チャート 3点出土し，これを 3母岩に分類した。チャート 1は模形石器 1点，チャート 2は剥片 1点，

チャート 3は喋片 1点である。

3 )出土遺物

ナイフ形石器(第12図 1-11) 1 -3は完成品， 4-11は未製品と考えられる。それぞれの帰属する

母岩は， 1-5・11が黒曜石1， 6 -8・10が黒曜石 3，9が黒曜石4である。

1は1側縁調整のナイフ形石器である。厚手の不定型な剥片を横位に用い，左側縁(素材剥片の末端部)

全体を表裏両面から細かく調整している。右側縁下部には素材時の打面が残る。 2は薄手の縦長剥片を縦

位に用い，基部右側と先端部左側を裏面から細かく調整している。 3も薄手の縦長剥片を縦位に用いたナ

イフ形石器である。左側縁に裏面からの調整加工が見られる。下半部は欠損する。

4はナイフ形石器の基部破片と判断した。左側縁にはナイフ形石器通有の調整加工が見られるが，右側

縁及び上半部は大きく欠損しており，製作途上で廃棄されたと考えられる。 5は2側縁調整のナイフ形石

器である。厚手の不定型な剥片を用い，右側縁は表裏両面から，左側面は裏面から調整している。全体に

作りが粗く，形状が整っていないことから，未製品と判断した。 6も2側縁調整のナイフ形石器である。

両側面とも表面の平滑な自然面から調整加工を行っている。本例も調整加工が粗いことから，未製品と考

えられる。 7は横長剥片を用いた 2側縁調整のナイフ形石器の基部破片である。 8. 9は縦長剥片の 1側

縁に急角度の調整加工を行ったものである。特に， 9は第14図34で示した中型の削器を再加工する過程で

生じた小石刃を素材に用いており， I下総型石刃再生技法」に関連するものである。なお， 7 -9もナイ

フ形石器の未製品と判断した。

10はナイフ形石器の未製品(lOa)とその製作過程で折り取った末端部片(10b)とが接合した資料である。

10aは幅広不定型の剥片を横位に用い，左側面(素材剥片の打面部)全体を表裏両面から，右側面(素材剥片

の末端部)の基部寄りを裏面から調整加工したナイフ形石器である。全体に調整が粗いことから，未製品

と考えられる。なお，接合資料から，右側縁の調整加工に先立つて，素材剥片の末端部(lOb)を折り取っ

ていることがわかる。ただし，本石器は，ナイフ形石器通有のブランテイングによって調整加工されては

いるものの，素材剥片の一次面がまったく残されていないことから，角錐状石器など別種の石器と見るべ

きかも知れない。

11も10と同種の接合資料で，ナイフ形石器の未製品(l1a)とその過程で折り取った末端部片(l1b)による

接合資料である。表面に平滑な自然面を広く残す不定型の剥片を用い，左側面(素材剥片の打面側)全体を

表裏から細かく調整している。右側面は， 11bを切断した後，裏面から調整している。

本ブロックからは製品と未製品を合わせて12点(11個体)のナイフ形石器が出土したが，それらは大局的

に見て 2種類に区分できる。第一は厚手の不定型な剥片を横位に用い，表裏両方向から調整加工を行った

もの，第二は薄手の縦長剥片を縦位に用い，裏面から調整加工したものである。すべて高原山産と推定さ

れる黒曜石を用い，概ね本ブロックで製作，あるいは再加工を行っており，明らかに搬入品とわかるもの

はない。

。。



削器(第13図12~14) 12は珪質頁岩 2による大型の石刃を用いた削器で，左側縁に細かな調整加工が

連続する。ただし，右側面には上端部を打面とする樋状の剥離面が見られることから，損傷等を契機とし

て，再生行為を行ったと考えられる。石器として再生されたか，小石刃を剥離する石核に転用されたかは

はっきりしない。 13は珪質頁岩 5による中型厚手の石刃を用いた削器である。素材の主要剥離面から細か

な調整加工を行っている。節理面(表面)は赤褐色，内部は淡褐色で硬質轍密な珪質頁岩である。 14は黒曜

石 2による不定型の剥片を用いた削器である。右側縁に細かな調整加工が連続する。

二次加工剥片(第13図15~32) 15~32は小型不定型の剥片を素材として，その末端部に小規模な剥離

痕をもっ不定型の石器である。帰属する母岩は16 ・ 17 ・ 20~22 ・ 25 ・ 31が黒曜石 1 ， 15・18・19・23・32

が黒曜石 3，24が黒曜石 4，26が凝灰岩 1，27~30が珪質頁岩 2 である。黒曜石 1 や珪質頁岩 2 など，ブ

ロック内で、剥片生産を行った母岩に多く，剥片生産時に製作した臨機的な石器と考えられる。

模形石器(第13図33) 33はチャート 1による模形石器である。

剥片類(第15図36 ・ 38 ・ 40 ・ 43 ・ 45~47) 40は珪質頁岩 9による石刃である。表面の両側縁には打点

の遠い大型の剥離面が残っていることから，本石刃を剥離した石核が大型の石刃ないしは剥片を素材とし

た可能性がある。このほかは，いずれも不定型の剥片である。 36・46は黒曜石 3，38は珪質頁岩 7，43は

珪質頁岩 6，45は黒曜石1， 47は安山岩 1に帰属する。

4.接合資料と関連資料(第14図)

-黒曜石 4 34はもともと不整形な縦長剥片を用いた削器であったものを再加工したものである。接合資

料は，模形石器 1点(34c)，二次加工剥片 2点(34a・f)，剥片 3点(34b. d . e)による。

ブロック内に削器が搬入された後，①34a・b・Cを含む部分，②34d.eを含む部分，③34fの三つに割れ，

それぞれ独自の再利用が図られる。

①は両極打撃により模形石器(34c)が製作されている。ただし， 34cを石核として，小型の剥片を生産し

たと見るべきかも知れない。②は下位の割れ口を打面として， 34dを含む小石刃数枚を剥離し， 34eが石核

として残される。③は上端の折れ面周辺に刃こぼれが見られることから，そのまま石器として利用した可

能性がある。

なお，先述した第12図9のナイフ形石器については， 34の再生作業で素材を得たものか， 34とともに搬

入されたものか，はっきりしない0

・珪質頁岩 1 35は剥片 4点と石核 1点の接合資料である O 作業途中の石核をブロック内に持ち込み，こ

れを使い切った剥片生産の後半段階の資料である。打面と作業面を頻繁に入れ替えながら，各所から小型

不定型の剥片を生産している (35c→35a→35b→35d)。

44は不定型の剥片である。このほか，先述した二次加工剥片の27~30も同一母岩の資料である。

・珪質頁岩 2 41は有樋石刃から剥離された小石刃， 42も同種の小石刃で， 2点が接合する。 41，42とも

両側面に平坦で互いに平行する剥離面があることから，大型厚手の石刃の小口音防当ら剥離されたと推定さ

れる。ただし， 41と42は同一母岩ではあっても別個体の有樋石刃から剥離された可能性がある。

・珪質頁岩 3 37は大型の石刃の頭部， 39は小型の再生型石刃である。黒みの強い暗褐色で硬質轍密な珪

質頁岩である。
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第3表第2プロック出土遺物属性表 (1)
挿図

遺物番号 器種 母岩番号
最大長 最大幅 最大厚 重量

打面
打角

背面構成
末端

調整角
使用痕

折れ 欠損
番号 皿m mm 皿皿 g 剥離角 形状 被熱痕

C2-84-16A 砕片 黒曜石 3 11.58 5.93 1.60 aω D+m H B 

16B 砕片 黒曜石 3 且10 4.91 1.57 。I倒 E M 

16C 砕片 黒曜石 6 4.71 4ι伺 1.06 0.01 2 I F 

17 砕片 黒曜石 6 5.37 3.85 1.12 0.01 I+m F B 

18 砕片 黒咽石 l 7.36 723 1.97 0.09 2 D+m s 
19 砕片 黒曜石 3 10.71 6.29 3.78 且14 P I+m H 

10b 20 剥片 黒暗石 3 29.72 10.81 9.07 2.78 I+m 。 B 

21 砕片 黒曜石 3 4.49 3.56 aω 0.01 E H B 

10. 22 ナイ 7形石器 黒曜石 3 30.08 12.33 10.16 424 I 82-134 + 

23 砕片 黒曜石 1 10.ω 5.16 122 0.05 D+m H B 

24 砕片 黒曜石 6 邑42 旦.97 2.75 0.07 1 I H 

32 25 二次加工剥片 黒曜石 3 23.12 2523 5.44 1.l抱 E s 74-82 B 

4 26 ナイフ形石器 黒曜石 1 13.14 15.06 7.52 126 I 48-74 + 

l 28 ナイフ形石器 黒咽石 1 3527 15.51 1023 428 4 I+m+v 98-116 

29 剥片 黒咽石 l 12ω 且14 2.57 0.21 L I+D+m H 

35a 30 剥片 珪質頁岩 l 41.14 20.70 9.46 4.85 1 124 m+v H 

31 砕片 黒曜石 3 邑筋 7.12 2.81 0.10 L I+m 。
32 砕片 黒曜石 3 5鎚 邑.99 1.95 0.06 L 1+圃 s 
33 砕片 黒曜石 1 邑30 邑.69 3.44 凪16 L 1 + D F 

34A 砕片 黒曜石 6 邑12 旦.47 1.68 0.01 I+m F 

34B 砕片 黒咽石 1 6.03 5.04 1.41 0.01 L I+m H 

35A 砕片 黒曜石 6 5.79 3.48 3.12 0.05 l I+m F 

35B 砕片 黒曜石 3 5.39 7.84 2.11 0.04 3(1) I F 

C2ーおー 16 哩且 チャート 3 14.47 邑35 4.07 0.41 

35d 18 剥片 珪質頁岩 l 16お 24.16 5.11 lω 2 I+D+m F H 

C2-93-16 砕片 黒曜石 3 5.16 2.05 1.06 0.01 I F B 

17 剥片 チャート 2 24.9也 18.84 11.56 5.11 C 76 V F 

43 18 剥片 珪質頁岩 6 26.ω 16.50 5.89 2.15 1 110 E H 

33 19 模形石器 チヤト 1 36.67 16.00 且.91 4∞ 
46 C2-94-1A 剥片 黒曜石 3 21.43 33.57 7.10 4.33 I M 

岨 1B 剥片 珪質頁岩 9 50朗 13.81 7.83 4.79 I H N B 

2 1C ナイ 7形石器 黒曜石 l 30.72 12.52 3.71 0.95 l 106 I+lV 48-88 

16 剥片 黒咽石 4 37.01 9.92 3.98 1.36 E s B 

17 剥片 黒曜石 l 13.93 5筋 3.04 0.14 l 112 I+m H 

18A 砕片 黒曜石 6 4.65 邑路 2ω 0.04 L I s 
18B 砕片 黒帽石 1 3.67 626 1.57 0.03 I M 

19 剥片 黒曜石 I 10弱 16.07 3.45 0・36 1 112 I+m F 

20A 砕片 黒曜石 6 3.45 4.84 1.02 。01 I s 
20B 砕片 黒曜石 6 3.74 6.08 0・54 0.01 L I F 

21 剥片 黒曜石 1 16.57 10.関 2.46 0・35 L 1 + D s 
22 剥片 黒曜石 4 14.あ 6.47 4.03 0.42 E M 

21 23 二次加工剥片 黒曜石 l 12.78 8.99 3.58 0.34 I+m 62-74 H 

24 剥片 黒曜石 l 14.30 10.46 2.38 。21 2 112 I+m F 

25 剥片 黒暇石 3 17.17 15.40 2鈎 0.48 I+m s B 

38 26 剥片 珪質頁岩 7 Z虫95 19.61 5.62 224 2 鎚 I+m H N(?) 
28 剥片 黒咽石 3 15.93 10・54 5.13 目白 E M 

29 剥片 黒曜石 5 47.邸 3423 1922 18.74 l 112 I+V 。
30A 剥片 黒曜石 3 9.02 12且2 1.8白 。13 E M 

却B 砕片 黒曜石 3 4.51 ι.46 1.05 0.01 L I F 

31 砕片 黒曜石 1 4.18 2.7.7 1.35 0.01 L 1+皿 H 

32 砕片 黒曜石 1 9.48 3.7.8 2.46 0.07 E H 

11. 33 ナイフ形石器 黒曜石 1 36.19 15.80 邑55 4.06 m+v 104-118 + 

34 砕片 黒植石 1 5.94 10.02 2.15 0.18 I M 

13 35 削器 珪質頁岩 5 27.99 18.07 9.15 4.99 m+lV 54-64 M 

19 36 二次加工剥片 黒曜石 3 12.31 16.39 7.42 1.53 1+0 62-70 + 

37 砕片 黒晒石 3 4.00 4∞ 1.90 0.01 E s B 

38 砕片 黒嘱石 1 且51 5.95 5.00 025 

却 砕片 黒咽石 3 7.71 8.06 1.90 。.07 P I s 
40 剥片 黒曜石 3 11.'宜I 7.03 3.61 0.31 I+m M 

41 剥片 黒曜石 2 8.35 7.14 3.89 0.18 L I+m H 

42 砕片 黒曜石 3 5.66 10鎚 3.03 0.12 I H B 

8 43 ナイフ形石器 黒曜石 3 17.06 12.60 7.35 1.39 I 64-116 + 

44 剥片 砂岩 2 11.70 且20 2.50 0.26 V H B 

45 砕片 黒曜石 3 邑.48 7.02 3.30 且13 I I+o+m H 

46A 砕片 黒岨石 2 6.39 4.15 1.71 且.OJ E F B 

品B 砕片 黒咽石 3 8.97 9.17 3.66 027 L I+m s 
おc 47 剥片 珪質頁岩 I 30.00 15.96 4.83 0.83 L I+m F 

48 剥片 安山岩 2 24.72 26.98 6.28 326 C V H 

49 剥片 黒曜石 3 8.00 10.80 4.50 0.40 L I+m+v 。
日 砕片 黒曜石 I 8.72 7.29 1.74 0.08 I F B 

51 剥片 珪賀頁岩 l 19.邸 日銀 4.日 0.83 1 110 I+V H 

52 剥片 黒曜石 3 12.93 且.91 旦61 且46 F I+m 。
22 日A 二次加工剥片 黒曜石 1 13.36 11.73 4.33 。.32 E F 98-124 + 

日B 砕片 黒曜石 3 423 5.0唖 1.13 0.04 L I+m F 

54 砕片 黒咽石 2 邑.99 Eω 1.20 0.04 皿 H B 
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第 2ブロック出土遺物属性表 (2)
挿図

遺物番号 器種 母岩番号
最大量 最大幅 最大厚 重量

打面
打角

背面構成
末端

調整角
使用痕

折れ 欠損
番号 mm 皿皿 皿皿 g 剥離角 形状 被熱痕

C2-94-55 砕片 黒曜石 9.53 9.31 1.53 0.13 1 + m H B 

56 砕片 黒曜石 6 4.11 3.82 1.00 0.01 L ll+m 5 

57A 砕片 黒曜石 6 4.01 4.31 0.87 0.01 L I 5 

57B 砕片 黒曜石 3 3.60 7.69 0.87 0.01 E M 

58 剥片 黒曜石 2 6.95 12.07 2.45 0.14 E H B 

59 剥片 黒曜石 2 15.51 8.87 4.26 0.46 1 + m M 

60 砕片 黒曜石 3 7.45 7.04 1.98 0.10 皿+v M 

61 砕片 黒曜石 6 6.09 4.86 1.25 0.01 P I H 

62 砕片 黒曜石 3 1.60 4.16 4.72 0.18 n+m H B 

15 63 二次加工剥片 黒曜石 3 13.08 7.32 2.01 0.12 皿 F 62-92 B 

64 剥片 黒曜石 I 12.33 8.50 3.78 0.29 3 112 1 + m H 

65 砕片 黒曜石 3 8.39 9.28 3.34 0.13 2 94 I F L 

66 砕片 黒曜石 6 4.19 5.55 1.27 0.01 E F B 

67 剥片 黒曜石 2 13.42 8.20 1.73 0.17 E H B 

68A 砕片 黒碩石 9.88 7.49 1.21 0.07 V H B 

68B 砕片 黒曜石 8.38 9.44 1.37 0.09 V 5 B 

18 69 二次加工剥片 黒唱石 3 12.46 9.95 6.45 0.71 C 112 E 56-86 

23 70 二次加工剥片 黒曜石 3 13.80 16.31 5.37 0.56 80-88 

5 71 ナイフ形石器 黒曜石 9.49 23.65 18.66 3.44 88 

72 砕片 黒曜石 8.41 6.56 1.26 0.05 皿 H B 

73 砕片 黒曜石 邑29 7.35 2.05 0.07 2 122 E H 

74 剥片 黒曜石 5 10.51 14.58 6.20 0.86 E 。 B 

35b 75 剥片 珪質頁岩 16.28 10.28 3.37 0.40 2 l日6 1 + V s 
76 剥片 黒曜石 4 18.73 5.58 4.02 0.28 L 1 + n H 

77 砕片 黒曜石 3 8.37 8.58 3.27 0.15 n+m M 

9 78 ナイフ形石器 黒曜石 4 20.03 8.73 6.21 0.68 田 74-104 + 

79A 砕片 黒曙石 7.76 9.56 1.56 0.08 I H B 

79B 砕片 黒曜石 6.11 6.23 1.70 0.05 E 。 B 

80A 砕片 黒曙石 I 6.52 7.63 1.00 0.04 L 1 + II F 

8日B 砕片 黒曜石 I 5.51 5.10 1.20 0.03 II +田 M 

12 81 削器 珪質頁岩 2 32.68 29.45 11ω 8.72 52-60 B 

82 剥片 黒昭石 9.29 12.13 2.31 0.21 2(1) 104 I H 

83 砕片 黒曜石 3 8.01 8.67 1.99 0.12 1 + m F B 

84 砕片 黒幡石 3 5.30 8.03 2.11 0.05 I 1 + n + m H 

45 85 剥片 黒曜石 15.27 22.28 6.84 1.84 3 96 1 +皿 5 

86 砕片 黒曜石 3 5.71 且52 4.05 0.14 I+m+v 。
87 剥片 黒曜石 3 18.53 3.30 3.18 0.20 P ll+m s 
88 砕片 黒幅石 3 8.33 5.69 3.24 0.12 P n+皿 。
89A 事l片 黒曜石 3 13.76 9.96 5.87 0.72 E H B 

89B 事l片 黒曜石 2 8.40 10.10 2.30 0.10 100 1 +皿 H 

90 剥片 黒昭石 4 5.16 11.70 1.69 0.12 E 5 B 

91 剥片 黒隠石 9.09 13.36 4.57 0.47 98 1 + m H 

92 剥片 黒曜石 7.28 11.51 2.17 0.16 104 1 + m s 
93 砕片 黒曜石 6 5.56 4.87 1.53 0.02 2 I H 

5 94 ナイフ形石器 黒曜石 I 13.65 19.17 8.98 2.22 国 +v 106-13日 + 

95 砕片 黒曜石 l 4.67 8.58 1.44 0.04 L I F 

96 砕片 黒曜石 6 5.50 2.70 。ω 0.01 P I F 

97 剥片 黒曜石 1 5.09 18.34 3.70 0.74 I H B 

98 剥片 黒曜石 3 10.35 18.14 8.89 0.93 I+n+皿 H B 

36 99 剥片 黒曜石 3 24.68 18.24 7.35 2.30 I 126 I+m+v H 

100A 剥片 黒曜石 I 10.51 12.55 4.70 0.51 2 104 1 + m 5 

100B 剥片 黒曜石 2 8.58 10.82 1.97 0.12 106 1 + m H 

101 剥片 黒曜石 3 13.94 9.91 3.38 0.26 P I H 

102 剥片 黒曜石 22.64 2宮38 且38 4.24 V 。 B 

103 剥片 黒曜石 2 6.20 11.18 3.79 0.12 E F B 

104 剥片 黒曜石 2 7.60 10.90 2.60 0.14 I s 
105 剥片 黒曜石 3 11.20 5.40 4.90 021 1 +皿+1V H B 

106 朝l片 安山岩(?) 2 29.85 45.47 11.60 11.49 C 92 n+v H 

6 107 ナイフ形石器 黒曜石 3 27.03 16.65 10.90 3.88 84-128 + 

108 剥片 黒暗石 4 7.60 10.90 1.00 0.08 1 + m s B 

109 剥片 黒曜石 11.20 8.70 2.50 0.15 L 1 + m s 
110 砕片 黒曜石 9.09 5.27 126 0.05 L I F 

III 剥片 黒曜石 3 14.61 18.91 13.58 3.70 10(6) 98 1 + II +皿 。
35e 112 石核 珪質頁岩 l 39.94 33.77 27.19 43.14 94 

31 113 二次加工剥片 黒曜石 15.33 22.82 7.30 1.71 2 100 1 +田 H 70-86 

114 事l片 黒曜石 11.99 19.91 3.34 0.62 L 1 + m 5 

115 剥片 黒曜石 2 10.83 9.77 2.58 0.22 124 1 + m H 

25 116 二次加工剥片 黒昭石 I 13.39 18.24 3.06 0.53 l 112 1 + n + m F 56-62 

117 剥片 黒曜石 8.75 12.42 3.22 0.29 1 + n F B 

118A 砕片 黒曜石 2 6.60 8.30 2.20 0.05 1 + m F B 

118B 剥片 黒幡石 2 7.90 10.40 2.10 0.09 n+皿 F B 

3 119 ナイフ形石器 黒曜石 24.19 13.17 3.36 0.66 田 68-98 + 

120 砕片 黒曜石 3 7.48 8.78 2.54 0.11 1 + m 5 B 

121A 砕片 黒曜石 2 6.66 8.93 3.22 0.15 n+m+v H B 

121B 砕片 黒幅石 2 9.90 3.30 2.20 0.06 P 1 + V H 
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第 2ブロック出土遺物属性表 (3)
挿図

遺物番号 梼種 母岩番号
最大長 最大幅 最大厚 重量

打面
打角

背面構成
末端

調整角
使用痕

折れ 欠損
番号 圃皿 皿皿 皿皿 g 朝l離角 形状 被熱痕

C2-94-122 剥片 黒曜石 I 27.91 16.66 37.1∞ 2.28 1 + II + m s 
123 剥片 砂岩 2 12.印 10.印 2.ω 。.33 C 96 V H 

124 剥片 黒曜石 2 且岨 11.2.0 2.50 0.22 l 1∞ 1+圃 。
11b 125 事l片 黒曜石 1 17.51 25.86 7.24 3.28 ll+V M 

126 砕片 黒曜石 2 虫的 5.10 3.50 0.14 1 + m F B 

127 砕片 黒曜石 l 7.00 6.37 1.96 。I侃 L E H 

12.8A 砕片 黒咽石 3 8.64 7.35 1.71 0.07 L 1 +皿 H 

12.8B 砕片 黒曜石 3 4.25 5.90 1.39 0.01 I+ll+m H 

C2-95-16 剥片 砂岩 1 10.26 13.14 2.58 0.22 P 1 + m H 

17 離 不明 l 18.38 14.91 邑01 2.43 

18 砕片 黒曜石 3 4.05 E筋 1.42 0.04 1 + II F B 

17 19 二次加工剥片 黒曜石 I 12.84 19.57 4.41 0.81 L I 68-78 + 

初 剥片 黒曜石 3 9日 10.ω 1.20 0.07 V F B 

初 21 二次加工剥片 黒曜石 I 10.67 15.18 2臼 0.32 I 102 1 + m H 30-臼

2.2 剥片 黒曜石 2 12∞ 9.37 3.53 0.25 1 + m s B 

2.3A 剥片 黒曜石 1 11.30 ιm 1.50 。ω 1 106 I F 

23B 砕片 黒曜石 3 7.65 邑76 1.44 。ω I M 

24 砕片 県璃石 3 7.22 9且l 1.97 日ω L I+m 。
34e 25 剥片 黒曙石 4 32ω 22.97 11.37 7.43 I+ll+V 。 B 

26A 剥片 黒曜石 l 7.48 13.95 2.62 。13 l 112 I+m H 

26B 砕片 黒曜石 6 3.99 8.55 2・59 。01 E F B 

28 剥片 珪質頁岩 2 15.却 8.01 2.47 0・2.8 E H B 

42. 29 剥片 珪質頁岩 2 29.30 9.93 4関 1.41 I I H 

34d 30 剥片 黒曜石 4 27.45 10.85 4.04 且79 l 116 1 + II H 

31 剥片 珪質頁岩 2 13.63 19.72 4.18 0.62 2 lω I H 

32 剥片 珪質頁岩 2 16.62 13.78 4.40 0，“ l 116 1+皿 H 

341 33 二次加工剥片 黒曜石 4 15.35 2.0.89 7.46 0.47 I+V s 68-86 + 

34 剥片 珪質頁岩 2 10.97 21.07 3.51 I鎚 l 118 I+m s N 

35A 砕片 黒曜石 l 7.87 5.30 1.12 0.04 1 12.6 1 + II H 

35B 砕片 黒曜石 6 2.77 5.88 0.82 0.01 H M 

36 砕片 珪質頁岩 2 且.96 6.68 3.33 0.13 I+m 5 B 

37 剥片 黒曜石 2 15.71 8.69 2.98 0.23 L I H 

14 C3-04-16 削器 黒曜石 2 2.9.70 26.00 9.65 4.14 l 124 E F ω ~且2 N 

17 剥片 黒曜石 2 11.47 9.78 1.90 0.13 1+皿 H B 

18 砕片 黒曜石 l 5.05 且21 1.86 0.07 1 + m F B 

19 剥片 珪質頁岩 2 16.60 15.58 3.55 0.52 l 12.8 I F 

37 却 剥片 珪質頁岩 3 24.28 30.95 10.96 8.27 9(7) 112 1 + m +町 N 

21 剥片 黒曜石 4 19.98 16.00 2.70 0.70 I H B 

22 砕片 県曙石 2 4.41 邑40 1.96 0.04 L I H 

2.3 剥片 安山岩 l 14.01 13.34 1.76 。初 L I H 

24 剥片 珪質頁岩 4 16.79 13.87 3.81 0.78 1 104 I H 

2.5 剥片 安山岩 l 12.40 8.00 2.70 0.21 l I∞ I H 

26 砕片 黒曜石 l 6.33 5.94 1.22 0.03 L I F 

27 疎 珪質頁岩 8 10.91 10.78 5.31 0.63 

2.9 砕片 黒曜石 3 邑25 邑36 1.08 0.04 P E H 

30 剥片 黒暗石 2 邑60 12.19 1.30 0.08 1 +皿 H B 

2.6 31 二次加工剥片 凝灰岩 l 13.21 22.96 邑42 1.69 1 +皿 H 58-72 B 

32 疎 不明 2 8.48 邑田 4.60 0.20 

33 剥片 珪質頁岩 4 14.51 且63 2回 0.30 I 94 1 + m H 

47 34 事l片 安山岩 l 15.85 17.76 6ω 1.32 l 74 I+m H 

35 事l片 安山岩 1 15.89 17.40 3.20 0.46 2 110 1 + m H 

36 剥片 安山岩 1 14.04 21.61 邑96 1飽 ll+m H B 

37 剥片 黒曜石 4 10.∞ 8.80 2.30 凪15 1 114 I F 

38 剥片 黒曜石 2 7.49 11.35 0且9 0.06 I H B 

39A 砕片 黒曜石 2 t∞ 6ι白 1.24 0.03 I H B 

39B 砕片 黒曜石 I 邑63 4却 1.60 。倒 1 + m F B 

40 剥片 珪質頁岩 2 邑38 14.47 2.50 且53 I+ll+皿 H B 

41 剥片 黒噌石 3 aω 19.04 3.35 0.34 1 102 1 + m H 

29 42 二次加工剥片 珪賀頁岩 2 18.2.3 2.0.10 3.94 0.90 2 102 1 + m H 

43A 砕片 黒曜石 l 9.42 虫.97 2且3 0.18 1 + II F 

43B 剥片 黒曜石 I 13∞ 10.60 2.20 且18 E F B 

42b C3-05-16 剥片 珪質頁岩 2 36.ω 11五5 11.22 4.47 9(3) 124 I+m H 

17 剥片 珪質頁岩 2 4.91 17.21 3.47 且19 2 120 1 + m H 

18 事l片 珪質頁岩 2 27.80 22.14 13.25 5.38 m+v H B 

19 副l片 黒曜石 l 7.20 11.40 1.90 且11 I H 

39 初 事l片 珪賀頁岩 3 24.届 8.11 3.95 且“ 2 104 I+m F 

21 剥片 黒曜石 I 12.05 15.02 2.78 且21 L 1 + n +田 H 

34c 22 捜形石器 黒曜石 4 29.39 27踊 9 .. 岨 7.43 

30 23 二次加工剥片 珪質頁岩 2 21.85 27.33 4.82 2.12 I+m s 36-44 B 

24 砕片 黒曜石 2 邑72 8.19 2.10 0.07 l I+m H 

41 25 剥片 珪質頁岩 2 邸;.46 却.28 13.ω 旦的 3 110 I+m H 

44 26 剥片 珪質頁岩 2 24.81 2.5.09 11.70 1.69 l 1∞ I+m+v H 

34b 27 剥片 黒曜石 4 19.65 8.67 4.11 0.30 1 + m F 

2.8A 砕片 黒曜石 2 且77 7.95 1.91 aω P 1 + II F 

2.8B 砕片 黒曜石 l 且.43 8.39 1.89 且10 I+m H B 
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第2ブロック出土遺物属性表 (4)
挿図

遺物番号 器種 母岩番号
最大民 最大幅 最太厚 重量

打面
打角

番号 mm E皿 阻皿 g 調l離角

7 C3-05-29 ナイフ形石器 黒曜石 3 14.32 1l.42 5.57 0.73 I 106 
34a 30 二次加工剥片 黒曜石 4 17.64 14.08 6.22 0.81 

31 剥片 詫質頁岩 2 10.68 14.93 4.07 0.32 1 104 
32 剥片 安山岩 l 15.65 9口5 3.80 0.50 

27 33 て次加工剥片 珪質頁岩 2 27.56 31.19 12.73 6.70 I 118 
16 34A 二次加工剥片 黒曜イゴ l 8.63 12.00 3.28 0.26 

34B 剥片 黒曜石 I 12ω 7.80 2.30 0.14 
34C 剥片 黒曜石 l 5.35 15.06 l.84 0.12 
35 剥片 黒曜石 I 7.40 13.30 2.30 0.15 

24 36 二次加工剥片 黒曜fi 4 10.87 18.10 3.08 0.44 
28 37 次加工剥片 珪質頁岩 2 20.15 23.11 11.13 3.15 7(1) 104 

38A 砕片 黒曜石 2 3.72 9.41 l.31 0.01 
38B 砕片 黒曜石 2 8.11 5.97 0.99 0.03 
38C 砕片 黒曜石 l 6.76 10.30 l.44 0.08 

第4表第2ブロック出土遺物組成表
母岩名 ナイフ形石器 削器 模形石器 一次加工事l片 剥片 砕片 石核 磯

黒昭石 1 7 。 。 7 27 29 。。
黒曜石 2 。 1 。 。 16 12 。。
黒曜石 3 4 。 。 5 17 31 。。
黒曜石 4 。 I 3 9 。 。。
黒曜石 5 。 。 。 。 2 。 。。
黒曜石 6 。 。 。 。 。 16 。。
安山岩 1 。 。 。 。 6 。 。。
安山岩 2 。 。 。 。 2 。 。。
凝灰岩 l 。 。 。 。 。 。。
珪質頁岩 1 。 。 。 。 5 。 1 。
珪質頁岩 2 。 1 。 4 13 l 。。
珪質頁岩 3 。 。 。 。 2 。 。。
珪質頁岩4 。 。 。 。 2 。 。。
珪質頁岩 5 。 l 。 。 。 。 。。
珪質頁岩 6 。 。 。 。 1 。 。。
珪質頁岩 7 。 。 。 。 1 。 。。
珪質頁岩 8 。 。 。 。 。 。 。 1 

珪質頁岩 9 白 。 。 。 l 。 。。
砂岩 1 。 。 。 。 I 。 。。
砂岩 2 。 。 。 。 2 。 。。
チャート l 。 。 1 。 。 。 。。
チャート 2 。 。 。 。 l 。 。。
チャート 3 。 。 。 。 。 。 。l 

不明 1 。 。 。 。 。 。 。I 

不明 2 。 。 。 。 。 。 。 1 

計 12 3 2 20 108 89 1 4 

点数比 5.02% 1.26% 0.84% 8.37% 45.19% 37.24% 0.42% 1.67% 

3 .第 3ブロック(第16図，第 5表，図版5・6・34)

1 )概要

背面構成
末端

調整角
使用痕

折れ 欠損
形状 被熱痕

I 66-118 + 

皿 94-110 + 
1 +皿 H 

1 +皿 H B 
1 + m H 88-120 
I F 58-64 B 

1 + m F B 
I H B 

1 + m H B 
I+m+v H 56-72 B 
1 + n + m H 76-84 

I H B 
田 F B 
I F B 

点数 点数比 重量 g 重量比

70 29目29% 91.28 23目43%
29 12.13% 20.57 5目28%
57 23.85% 75.86 19.47% 

14 5.86% 19.03 4.88% 

2 0.84% 19.60 5.03% 

16 6.69% 0.33 0.08% 

6 2.51% 4.67 1.20% 

2 0.84% 14.75 3.79% 

1 0.42% 1.69 0.43% 

6 2.51% 52.65 13.51% 

19 7.95% 51.44 13.20% 

2 0.84% 8.93 2.29% 

2 。目84% 1.08 。目28%

I 0.42% 4.99 1.28% 

1 0.42% 2.15 0.55% 

1 0.42% 2.24 0.57% 

0.42% 0.63 0.16% 

1 0.42% 4.79 1.23% 

1 0.42% 0.22 0.06% 

2 0.84% 0.59 0.15% 

1 0.42% 4.00 1.03% 

l 0.42% 5.11 1.31% 

1 0.42% 0.41 0.11% 

l 0.42% 2.43 0.62% 

l 0.42% 0.20 0.05% 

239 100.00% 389.64 100.00% 

100.00% 

第3ブロックは第 2ブロックの南側に隣接し， C3-13グリッドに分布する。チャートによる剥片 2点

で構成され，両者は同一母岩である。出土層位はVI層の中程である。

2) 出土遺物

剥片(第16図 1) 1は不定型の剥片である。表面中央には自然面が広く残る。石材は自然面は褐色，

内部は青灰色のチャートである。このほかに，同一母岩による小型不定型の剥片 1点がある。
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第16図 第3ブロック石器別分布図・出土遺物実測図

第5表第3ブロック出土遺物属性表

4. 第 4ブロック(第17図，第 6表，図版6・34)

1 )概要

第4ブロックはC3-46・56グリッドに分布する。チャートおよび珪質頁岩による剥片 2点で構成され

る。出土層位は四層とVI層の境界付近である。

2 )出土遺物

剥片(第17図 1) 1は不定型の剥片である。表面は裏面と同一方向の剥離面と自然面で構成される。

④ 

• 

PW~ 寸(;2一日 七一56

. 
1 
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16 
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第17図 第4ブロック石器別分布図・出土遺物実測図
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石材は暗褐色で硬質轍密な東北産珪質頁岩である。このほかに，図示しなかったが，黄灰色のチャートに

よる不定型の剥片が 1点ある。

第6表第4ブロック出土遺物属性表

属性表註
打菌 数字:打面上に残る剥離面数打撃方向が判断できない節理面であっても，函数に含める。そのうちネガティヴパルプ

をもっ剥錐面数を o内に示す。

P:点状打面 L:線状打面 C:自然面打面

打角・ jlJ障角 打角:剥片の打面とポジティヴパルプがつくる角度

剥離角:石核の打面とネガティヴパルプがつくる角度

背面構成 1 :主要剥離面と同一方向の剥離面が存在する場合

n:主要剥離面と逆方向の剥離面が存在する場合

m:主要剥離面と直交または斜行する剥離面が存在する場合

I-mの場合，剥片剥離後の調整痕は除く。

N:剥離方向が不明な節理面

V:原磯面

末端形状 F:直線状 Feather end H :蝶番状 Hinge fracture S 階段状 Step fracture 
0:逆反りまたは石核底面に達する Outrepasse 

嗣董角 掻削器の刃部，ナイフ形石器の刃潰し，彫刻万面の形成などにおける調整剥離角

両面調整石器の場合は剥離角を示さない。

使用痕 N:刃こぼれ Nickededge 
C:いわゆるコーングロス 植物との接触面に生じるポリッシュ Corn gross 
S:敵打 Striking (Striked) marks 
G:すりつぶし Grinding marks 
P:磨り Polishing(Polished) marks 
H :'被熱痕 Heated marks (Turn red or black with heat) 

折れ 記号は折れによって残存している部位を示す。

参考文献

H:頭部 Head
VM:上下方向の中間部 Vertical Middle 
B:尾部 Bottom
R:背面からみて右側 Right 
HM:左右方向の中間部 Horizontal Middle 
L:背面からみて左側 Left 

新田浩三 1995年「下総型石刃再生技法の提唱Jr研究紀要16 -20周年記念論文集一J(財)千葉県文化財センター

(財)千葉県文化財センター 1984年『千葉東南部ニュータウン15 -馬ノ口遺跡・有吉城跡・白鳥台遺跡-.1

(財)千葉県文化財センター 1984年『新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書N -No.7遺跡ー』

(財)千葉県文化財センター 1984年『八千代市権現後遺跡 一査田地区埋蔵文化財調査報告書 1-.1 

(財)千葉県文化財センター 2001年『新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書XN --鍬田甚平衡山西遺跡(空港No.l6遺跡)一』

(財)千葉県文化財センター 2003年『潤井戸地区埋蔵文化財調査報告書I 一市原市下鈴野遺跡ー』

(財)千葉県文化財センター 2∞3年『千原台ニュータウン X 一市原市草刈遺跡(東部地区旧石器時代)一』
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第 3章縄文時代

縄文時代の遺構は，草創期から早期の陥穴13基と早期の炉穴 2基である。ほかの時期の竪穴住居跡等の

遺構は確認されていない。主に台地の西側中央部から縁辺部に，やや散漫に分布している。台地全域での

遺物の出土量も少ないが，各時期にわたって遺物が出土している。特に，前期から中期初頭と後期の遺物

が比較的多u、。

第 1節陥穴

13基の陥穴を検出した(第18図，第 7表，図版7・8)。時期を確定できる出土遺物はないが，周辺遺

跡の類例や平面形態などから，縄文時代草創期から早期にかけての時期が考えられる。主に標高約33.5m

の台地西側縁辺部に沿って展開し，さらに北側と南側に大きく分かれて位置している。 029号陥穴のみ単

独で検出された。南側の 5基(103号-106号， 120号)は，台地が西側にすぽまる部分にやや密集して配置

されている。これに対し，北側の 7基は台地北西部でやや集中しているが，全体に散漫な傾向がみられる。

いずれも長軸が斜面の等高線に沿うか，谷を意識して構築されている。平面形態は長楕円形を基本として

いる。ほぼ垂直に掘り込まれ，断面形態がV字形の陥穴(029号)もあるが，長軸方向に底面が扶られオー

バーハングしている陥穴も多い。 105号陥穴は緩やかに掘り込まれている。 135号陥穴は他とは異なり，平

面形態は不整長方形で，底面にピット(径15cm，深さ18cm)が1基穿たれている。規模は長軸長2.8m前後

と3.4m前後のものが主体である。上面がすでに削平されている陥穴もあり，深さは遺存状態により異な

るが，最も深い029号陥穴でも1.15mと比較的浅い。底面が平坦な遺構(029号， 136号)は少なく，凹凸の

あるものが多い。覆土は暗黄褐色土系で，ソフト・ローム粒やハード・ロームブロックを多く含む単一の

堆積状況を示す陥穴(103号， 105号-108号)が多くみられる。 135号陥穴は覆土上層にロームと暗褐色土が

交互に堆積しており，埋め戻された状況が確認されている。

第7表陥穴一覧

遺構番号 旧遺構番号 グリッド 平面形態 長軸方位 長軸長×短軸長(m) 深さ (m) 備 考

029号 043-029 E2-40 長楕円形 N-730
- E 2.85 x 0.85 1.15 

103号 118-003 C3-74 長楕円形 N-390-W 2.75 x 0.42 0.64 底面長軸長3.02m

104号 118-004 C3-84 長楕円形 N-26"-W 3.17 x 0.37 0.71 底面長軸長3.40m

105号 1180-05 C3-71 長楕円形 N-790
- E 3.43 x 0.34 0.32 

106号 118一006 C3-51 長楕円形 N-70-E 2.34 x 0.29 0.34 

107号 118-007 Cl-75 長楕円形 N-560-E 3.46 x 0.51 0.71 底面長軸長3.42m

108号 118-008 C2-15 長楕円形 N-240-W 2.84 x 0.27 0.24 

120号 118-020 C3-53 長楕円形 N-M-W 2.94 x 0.55 0.96 底面長軸長3.01m

127号 118-027 Cl-91 長楕円形 N-780-W 3.54 x 0.31 0.80 底面長軸長3.57m

133号 118-033 C2-21 長楕円形 N-450-W 2.87 x 0.24 0.39 

135号 118-035 C2-54 不整長方形 N-M-E 1.21 x 0.61 0.55 上面削平，ピット l

136号 118-036 C2-83 長楕円形 N-450-W 3.42 x 0.38 0.34 

137号 118-037 C2-14 長楕円形 N-770-E 1.45 x 0.25 0.55 上面削平
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第 2節炉穴

063号炉穴(第19図，図版8・36)

調査区北西部， C 2グリッドに位置する。

2基の炉穴(A，B)が複合した不整形の平面形態で，長軸長3.0m，短軸長2.0m，深さは0.43mである。

Aの炉床は南側に偏在し，規模は1.3mx O.77mである。焼土の厚さは22cmを測り，炉床面，側壁ともよく

焼けている。 Bの炉床は北側に偏り，規模はO.4mxO.5mと小さい。焼土の厚さは10cmを測る。中央北側

と西側に足場と考えられるテラスが設けられている。覆土は黒色土を主体に，褐色土が混在する。

遺物はAの炉床から早期茅山下層式の深鉢が出土している。体部下半を欠損しているが，遺存状態は比

較的良好である。波頂部が 2単位 1組の 4単位の波状口縁で，二段のくびれをもっ。内外面を条痕で施文

したのち，ナデによる器面調整を行っている。口縁部は緩やかな波状を示し， 2単位の突起した波頂部と

2単位の低い波頂部が認められる。口唇部には多蔵竹管状工具による刻みが施されている。上部文様帯は

2段に多載竹管状工具による横位刺突文が連続的に巡っている。突起した波頂部の位置で微隆帯を縦位に

貼り付け，指頭による圧痕が施されている。下部文様帯は 4段に横位刺突文が連続的に巡っており，その

下部は条痕文のみの施文となる。文様帯の境は隆帯を貼り付けて段を形成し，刺突文が巡っている。焼成

は良好で，胎土には繊維が少量含まれている。口縁部最大径28.3cm，現高22.1cmである。

065号炉穴(第19図，図版8) 

調査区の北西部， C 2 . D 2グリッドに位置する。旧石器時代の確認調査時に検出されたため，大半は

削平されていた。

炉床が3基(A，B， C)検出されており，複合した炉穴であるが平面形態等は不明である。現状で南北

長1.45m，東西長1.1m，深さは0.24mである。北側の炉床Aは東側が削平されており，残存している規模

は0.3mx 0.55m，焼土の厚さは 7cmである。東側の炉床Bは大きく削平されており， 0.35m x 0.55mの範

囲で厚さ 7cmの焼土が残存している。南側の炉床Cの規模は0.17mx O.2mと小さいが，焼土は16cmと比較

的厚い。覆土は黒色土を主体に，ローム粒を含む暗黄褐色土が混在する。遺物はわずかに条痕文系の土器

片が出土したのみである。

第 3節遺構外出土遺物

確認調査時や遺構に伴わず出土した遺物をまとめて報告する。

縄文土器(第20・21図，図版35・36) 1 ~ 6は条痕文系土器で，胎土には少量の繊維が含まれている。

lは半裁竹管による 4段の横位の連続的な刺突文が施されている。口唇部に同様の工具による刻みをもっ。

2も口唇部に棒状工具による刻みをもっ。 2・3・5は条痕で施文後，器面がナデにより調整されている。

いずれも早期茅山下層式である。 7~9 は前期黒浜式土器である。胎土に繊維を多く混入し，内面はよく

ナデられている。 7. 8はLR縄文施文後に，斜位に細い半裁竹管沈線文が施されている。 9はLR縄文

が横位に施文されている。 10~16は諸磯 a 式土器で，平行沈線が特徴的である。 10~12は口縁部下部に半

裁竹管の沈線が施文されている。 13は波状口縁で，半裁竹管による平行沈線が施文されている。 14は平行

沈線施文後，縦位に半裁竹管による沈線が施されている。 15は波状の弱い沈線が施文されている。 16は平

行沈線を主体に一部波状文が施されている。いずれも胎土に白色喋を含み， 11はさらに雲母粒を多く混入

している。 17~25は諸磯 b 式土器である。 17 ・ 18は同一個体である。鉢形土器で沈線による木葉文が施文
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されている。 19は大きく外反した波状口縁部で， LR縄文の地文に沈線をヲ|いている。 21はRL縄文の地

文で，浅い沈線の間に連続的に半裁竹管による爪形文を施している。 23・24は鉢形土器の波状口縁で，口

唇部から胴部にかけて細い棒状工具により，列点状に連続的に刺突きれている。 26-28は諸磯式から浮島

式の土器である。ともにヘラ状工具による刺突文が施文されている。 29-35は浮島H式土器である。沈線

や爪形文で構成されている。 29は複数の遺構から出土しているが，同一個体である。外反する深鉢形の器

形で，口縁部の隆帯には棒状工具による刻みが施されている。口縁部と胴部を棒状工具による連続的な刺

突文で文様帯を区画し，半裁竹管の沈線で菱形文を施文している。胴部下半は棒状工具による沈線が施さ

れている。 30は平縁の口縁部で，幅広の細い沈線で区画し二段に爪形文を施文する。 31・32は波状貝殻腹

縁文を施している。 33・34は変形爪形文である。 33は口唇部にも刻みをもっ。 35は員殻腹縁文を施文して

いる。 36-39は興津式土器で，いずれも口縁部である。 36は口縁部が棒状工具の連続的な刺突により，沈

線状に施文されている。さらに沈線で区画された胴部には横位に細い刺突文が施されている。 37・38は同

一個体で，口縁部には縦の沈線が施文され，直下に半裁竹管による刺突文が施文されている。 39は折り返

し口縁で，竹管状工具により連続的な刺突文を施している。 40-55は前期末から中期初頭にかけての土器

群である。 40は折り返し状の波状口縁で，波頂部にRL縄文原体の刻みが入れられている。胴部はLR縄

文の地文に半裁竹管状工具による沈線が施文されている。 41は波状口縁で， RL縄文の地文に横位に縄文

原体を押圧し，口唇部にも原体の刻みが入れられている。 42は無節Lの縄文を羽状に施文し，口唇部にも

原体を押圧する。 43は無節Lの縄文を三角形状に押圧し文様を構成している。 44は口縁部直下にLR縄文

原体を押圧し，胴部はLR縄文で施文する。 45はRL縄文と原体押圧で施文している。 46-52は結節縄文

が施されているものである。 49はLRの結節縄文で施文されているほかは， RLの結節縄文である。 47は

折り返し口縁で，縦横に施文される。 48の上段は無節Lの縄文である。 50-52は縦に施文されている。

46・48は胎土に長石粒，雲母片を含む。 53は羽状にLR'RL縄文が施文されている。 54・55は鉢形土器

の口縁部である。口縁部にRL縄文，胴部にはLR縄文が施文されている。 56-58は中期加曽利E式土器

である。 56・57は懸垂文， 58は撚糸により施文されている。ともにEll-EIII式であろう。 59-61は後期

堀之内 I式土器である。 LR縄文を地文に沈線で文様を構成し，蛇行沈線などの沈線で単位文様を施し，

区画内の縄文は磨り消している。 62-69は堀之内E式土器である。 62は口縁部が内轡する鉢である。 LR

縄文が施文され，口縁部には貼り付け文と棒状工具による刺突文が施されている。内面はよく磨かれてい

る。 63も同様の刺突文が施文されている。 64は撚糸を施している。 66-69はLR縄文を地文に半裁竹管で

弧状などの平行沈線を施文する。ともに砂粒の多い胎土である。 65は口唇部は厚く，口縁部直下に紐線文

を貼り付けている。口縁内面に細い沈線が巡る。地文はLR縄文が施されている。 70-74は堀之内H式土

器から加曽利B1式土器である。 70-72は紐線文が貼り付けられ，口縁部内面に沈線が巡っている。 72の

地文はLR縄文である。 73・74は深鉢底部で，外面が磨かれ網代痕が残る。 75-80は加曽利B1式土器で

ある。 75は口縁部に小突起をもち，その外面に棒状工具による小さな刺突が垂下している。内側にも刺突

がある。平行沈線がわずかに残っている。弧状の紐線文が貼り付けられ，さらに楕円形の貼り付け文が加

わる。口縁内面にも沈線による文様が施されている。 76・77は口縁部の破片で，口縁部内面に沈線が巡っ

ている。 76はRL縄文施文後に沈線を 1条施文している。黒褐色で内面もよく磨かれている。 77は沈線の

みの施文である。 78は沈線で区画した文様の内部を LR縄文で充填している。器面は内外面ともよく磨か

れている。 79・80は粗製土器である。口縁部に紐線文をもち LR縄文を地文に平行沈糠が施文されている。



Â~ 金!d劇協妄司
4 4f羊

く:>5

ら
9 

14 

亡二)"

3 ~ 0 (2/3) 5cm 

Q 
ES 

く二:::::>6

JZ二ミ己/

寸=二γ___. 11 

19 

第22図 遺構外出土縄文石器

-37 

ぐっ 7

斗とこことゆ/

己
'-----一______ 12 

Cコ17

20 

ζコ
。 (1/3 ) 10cm 



石器(第22図，第8表，図版36) 1・2は石鎌で，凹基式の無茎鎌である。基部をわずかに欠損する。

ともに扶りは小さい。 1はチャート製で丁寧な調整を行っているが， 2は雑なっくりである。 3・4は黒

曜石製の両極剥片である。石鎌を製作するために，両極打法により小円疎からとられた剥片素材である。

5・6はスクレイパーである。円礁の一辺を加工し，調整を加えて刃部をつくりだしている。 7は砂岩製

の磨製石斧である。全面に丁寧な研磨が行われている。大きく欠損しているが，大型の製品になると考え

られる。 8-18は磨石類である。使用痕や形状などから， 8-10は敵石， 11-17は磨石， 18は凹石とした。

石材は砂岩や流紋岩，安山岩が多く使用されている。 9は凝灰岩製で，長軸両端に敵打痕がある。 8 • 10 

は下端にのみ敵打面をもっ。磨石は両面にくぼみをもち，なかには蔽打痕を伴うもの(14・15・17)もある。

14・17は被熱している。 18は砂岩製で，片面が研磨されている。両面に 1か所ずつくぼみをもち，凹石と

して使用された後，砥石に転用されたと考えられる。 19は砂岩製の台石である。大きく欠損しており，表

面に敵打痕や磨痕が認められる。 20は粘板岩製の石剣である。扇平なっくりで，欠損した基部を二次加工

している。

第8表石器計測表

番号 器 種 旧遺構番号 遺物番号 石材 最(大cm長) 最(c大m幅) 最(大咽厚) 重量(g) 備 考

1 石 鎌 043-59 13 チャート 2.6 l.5 3.3 

2 石鎌 043-71 1 安山岩 l.5 l.3 3.2 

3 両極剥片 043-34 3 黒曜石 l.8 l.0 1.1 

4 両極剥片 043-C3 (p) 9 (6) 黒曜石 l.4 2.4 1.0 

5 スクレイパー 043-6 lc 流紋岩 5.2 3.8 l.9 

6 スクレイパ} 043-55 ホルンフェルス 4.9 3.5 l.0 

7 磨製石斧 043-6 la 砂岩 6.3 7.1 3.5 

8 蔽石 043-70 5 チャート 60.9 5.0 3.8 

9 敵石 118-23 47 流紋岩 7.0 4.1 3.7 

10 敵石 043-F3 1 流紋岩 5.0 7.8 2.0 

11 磨 石 043-2D-65 2 流紋岩 8.9 6.8 4.4 

12 磨石 043-70 3 砂岩 8.0 5.9 5.0 

13 磨 石 043-18 I 砂岩 8.3 4.2 2.8 

14 磨 石 118-16 8 安山岩 9.5 6.9 2.7 

15 磨石 043-70 2 砂岩 10.9 9.7 6.0 

16 磨石 043-1号塚 lc 安山岩 6.4 8.1 7.1 

17 磨石 043-6 ld 安山岩 10.8 6.4 3.2 

18 凹 石 043-44 9 砂岩 9.0 7.8 3.1 

19 台 石 043-4 la 砂岩 7.9 10.5 4.5 

20 石剣 118-18 172 粘板岩 8.8 l.9 0.8 

決状耳飾(第23図，図版36) 1/3の遺存である。表面の調整はやや雑で，色

調は明褐色である。外縁部が厚く，中心部に向かつて薄くなる。推定径5.2cm，

推定孔径1.4cm，最大厚1.6cm，重量は11.84gである。

058号住居跡の覆土中から出土した。

。 (1/2) 

-38-

0.99 凹碁

0.60 凹基

l.54 

2.14 

42.28 

20.72 

25l.73 

163.42 

135.16 

24.12 

355.00 

308.74 

136.74 

242.41 

960.∞ 磨面あり

465.∞ 磨面あり

307.93 磨面あり

285.51 

445.00 

19.78 

mD 
第23図挟状耳飾



第4章古墳時代以降

古墳時代以降は，古墳時代の竪穴住居跡17軒・土坑墓 5基・土坑 6基，奈良・平安時代の竪穴住居跡49

軒・掘立柱建物跡 7棟・土坑6基・小鍛冶遺構 1基，ピット群，溝状遺構 8条，塚 1基で構成されている。

第 1節竪穴住居跡

1 古墳時代

竪穴住居跡は台地の北側を東西に長く展開している。台地全体の状況を考慮すれば，居住空間を限定的

な範囲で利用していることがわかる。集落は出土土器からみて， 6世紀前半から始まり 7世紀中頃まで断

続的に続き， 6世紀後半から 7世紀前半にかけての時期が，最も竪穴住居跡の軒数が多い。その後，次第

に軒数を減少させながら，奈良・平安時代の集落へ移行していく。

008号住居跡(第24図，図版9・37)

調査区の東端， F 2グリッドに位置する。カマドのある北壁部分を残して大きく削平されており，全体

に遺存状態は悪い。西側部分は007号住居跡と003号溝に重複し，削平されている。

平面形態は方形になると考えられ，規模は7.9mX7.4mと推定される。主軸方位はN-380-Wである。

壁は北壁部分では垂直に掘り込まれ，壁高は現存で 3cm-8 cmを測る。床面も全体に削平されており，壁

溝は確認できなかった。柱穴は北東側を除き， 3本検出された。覆土はわずかに暗褐色土が堆積していた。

カマドは壁を35cm掘り込んで，北壁中央に設けられている。砂質粘土で構築された袖部を一部残すのみ

で，遺存状態は悪い。火床はlOcmほど皿状に掘り窪まれている。

出土遺物は少なく， 1はカマド内， 2は覆土中から出土している。

009号住居跡(第24図，図版 9)

調査区の東側， E 2グリッドに位置する。全体に削平され，遺存状態は悪い。 005号溝と重複する。

平面形態は方形で，規模は4.40mx 4.74mを測る。主軸方位はN-560
- Eである。壁はほぼ垂直に掘り

込まれ，壁高は現存で 5cm程度である。床面は全体に軟弱である。壁溝(幅12cm-18cm，深さ10cm前後)は，

東側と南側の床面で一部確認された。西側床面でピットを 1個検出したが，極めて浅く主柱穴とは考えが

たい。覆土は暗茶褐色土が薄く堆積していた。

カマドは遺存状態が悪く判然としないが，砂質粘土の範囲や火床の焼土から，東壁中央の南寄りに設け

られていたと考えられる。

出土遺物は少なく，覆土中から土師器杯・高杯・聾などがわずかに出土している。

021号住居跡(第25図，図版9) 

調査区の東側， E 2グリッドに位置する。南壁コーナー付近にカマドが設けられ，特異な形態を示す。

西壁側の大部分が削平されており，全体に遺存状態は悪い。

平面形態は方形で，規模は4.04mx 3.80mを測る。主軸方位は S-210-Wである。壁は遺存部分ではほ

ぼ垂直に掘り込まれ，壁高は現存高で10cm程度である。床面は全体に軟弱で，カマド付近で 2個のピット

が検出されたが，主柱穴は確認されていない。壁溝(幅16cm-20cm，深さ 5cm-8 cm)は遺存部分ではほぼ

全周する。北壁中央床面にロームをわずかに高く削り出している部分があり，出入り口の踏み台の可能性
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も考えられる。覆土はローム粒を含む暗褐色土が薄く堆積していた。

カマドは南壁コーナー付近に設けられているが，遺存状態は悪く，わずかに袖部の砂質粘土の一部や火

床の焼土からその存在が確認できた。

遺物は覆土中からわずかに出土したのみで，図示できるものはなかった。

030号住居跡(第25図，図版9・37)

調査区の中央やや北側， D 2・E2グリッドに位置する。上面を全体に削平されている。また，東壁付

近の床面から炭化材が検出された。

平面形態は方形で，規模は5.04mx5.0mを測る。主軸方位はN-50o-Wである。壁はやや緩やかに掘り

込まれ，壁高は 5cm-10cmを測る。床面中央付近はよく踏み固められ硬化していた。柱穴は不明であるが，

出入り口施設に伴うピットが 1個検出された。壁溝は認められない。また，南壁コーナー付近に貯蔵穴

(径80cmx90cm，深さ60cm)が付設され，その覆土上面には貝類が少量含まれていた。分析結果については

第7節で述べる。この位置に貯蔵穴が設けられているのは，本住居跡のみである。住居跡覆土はローム粒

を含む黒色土を主体に，暗黄褐色土が混在する。

カマドは西壁中央付近に設けられ，壁をわずかに掘り込んでいる。天井部はすでに失われ，袖部の砂質

粘土が遺存している。火床には焼土が堆積し，底面は被熱していた。

上面を削平されているため，出土遺物は少ない。 4の高杯はカマド前面の床面から出土した。

032号住居跡(第26図，図版9・37)

調査区の中央やや北側， E 2グリッドに位置する。 030号住居跡の北東に隣接し，上面はすでに大きく

削平されている。

平面形態は方形で，規模は3.46mx3.5mを測る。主軸方位はN-630-Wである。壁はほぼ垂直に掘り込

まれているが，全体に浅い住居跡で壁高はわずかに 5cm程度である。床面は全体に軟弱で，中央部に焼土

がわずかに残る。壁溝，柱穴は検出されていなし当。 021号住居跡と同様に，東壁中央床面に出入り口の踏

み台の高まりが残る。覆土は暗褐色土が薄く堆積していた。

カマドは西壁中央よりやや北側に設けられ，壁を15cm掘り込んでいる。遺存状態は悪く，北側の袖部が

わずかに残る程度である。

出土遺物は少なく，覆土やカマド内から若干出土している。 1の甑は床面直上からの出土である。

035号住居跡(第26図，図版10・51)

調査区のほぼ中央， D 2・E2グリッドに位置する。 030号住居跡の南に隣接し，北壁，東壁とカマド

の一部が004号溝と重複する。

平面形態は正方形で，規模は5.84mx 5.84mを測る。主軸方位はN-50-Wである。壁はやや緩やかに掘

り込まれ，壁高は10cm-20cmを測る。床面はカマド前面から南壁側にかけて中央部がよく踏み固められて

いる。壁溝(幅10cm，深さ 6cm)は南壁の一部を除いてほぼ全周すると考えられる。 4本の柱穴と出入り口

施設に伴うピットを検出した。覆土はローム粒を含む暗黄褐色土が主体である。

カマドは北壁中央に設けられているが， 004号溝により東側を大きく削平されており，西側袖部が遺存

している。袖部は砂質粘土で構築され，火床は12cmほど掘り窪まれている。

遺物は少なく，覆土やカマド内から出土している。鎌は南壁に近い覆土中から，要は覆土中，支脚はカ

マドからそれぞれ出土した。鎌は小型で通有の形態とは異なり，基端部の折り返しを左側にもつ。先端部
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第27図 036号住居跡及び出土遺物

を折損している。刃部は元来，直線的に伸びていたと考えられるが，よく研がれ小さく磨り減っている。

現存長8.5cm，刃部現存長6.15cm・幅1.05cm・厚さ0.18cm，折り返しの高さ0.7cm，重量16.96gである。

036号住居跡(第27図，図版10・37・51)

調査区の中央北側， D 2グリッドに位置する。 045号住居跡と重複する。遺存状態は良好である。

平面形態は方形で，規模は3.90mx 4.20mを測る。主軸方位はN-130
- Eである。壁はほぼ垂直に掘り

込まれ，壁際の一部に焼土が投棄されている。壁高は18cm-30cmを測り，東側がやや低くなっている。床

面は凹凸があり，中央部が硬化している。壁溝(幅20cm，深さ 2cm-8 cm)はカマド部分を除いて全周し，

南壁中央で出入り口施設に伴うピットとつながる。主柱穴 4本と出入り口施設に伴うピットを検出した。

覆土はローム粒・黒色土粒を含む暗褐色土が主体である。

カマドは北壁中央に設けられ，壁を15cm掘り込んで、煙道部を形成している。天井部はすでに崩落してい

たが，袖部の遺存は良い。火床は皿状に浅く掘り込まれている。

出土遺物は少なく，カマド内から 2の杯，覆土中から 1の須恵器杯，土師器費や鉄製紡錘車の軸部分な

どが出土した。紡錘車の軸は現存長10.7cm，断面(3.9mmx 3.0mm)は方形である。

041号住居跡(第28図，図版10・37)

調査区の中央北側， D 2グリッドに位置する。焼失住居で，炭化材や焼土が全面から検出された。

平面形態はほぼ正方形で，規模は4.50mx 4.42mを測る。主軸方位はN-870
- Eである。壁はほぼ垂直

に掘り込まれ，壁高は20cm-32cmを測る。床面は全体に硬化しているが，特にカマド前面がよく踏み固め

られている。壁溝(幅20cm，深さ10cm)は全周する。やや内側に寄って 4本の柱穴が検出された。カマドの

南側に貯蔵穴(一辺70cm，深さ90cm)が付設されている。カマド北側の土坑は貯蔵穴ではなく，本住居跡よ

り新しい。覆土はローム粒・焼土粒を含む暗褐色土が主体で，部分的に焼土や炭化粒を含んでいる。
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第28図 041号住居跡及び出土遺物
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第29図 043号住居跡及び出土遺物

カマドは東壁に設けられており，壁をほとんど掘り込んでいない。北側袖部が土坑により壊されている

ものの，遺存状態は比較的良好である。火床の掘り込みは浅い。 2の高杯はカマド内に倒置され，支脚と

して使用されたと考えられる。

高杯，葺を中心に多くの遺物が出土している。 7はカマド南袖部の横， 1 . 3 -6は貯蔵穴周辺の床面，

8はP4北西の床面， 9は覆土中から，それぞれ出土した。

043号住居跡(第29図，図版10・37)

調査区の中央， D 2・D3グリッドに位置する。南東コーナー付近に焼土が堆積している。

平面形態は方形で，規模は4.86mx 5.06mを測る。主軸方位はW-20
- Sである。壁は垂直に掘り込まれ，

壁高は20cm-30cmを測る。床面はほぼ平坦で，中央部が広く硬化している。 4本の主柱穴と出入り口施設

に伴うピットを検出した。床面中央には楕円形の土坑(径80cm，深さ20cm)が掘り込まれている。壁溝(幅

20cm，深さ 8cm-18cm)はカマドの部分を除き全周する。覆土は暗褐色土が主体である。

カマドは西壁中央に設けられ，壁を15cm掘り込んでいる。砂質粘土で構築され，袖部を残し天井部はす

でに崩落していた。煙道部は緩やかに立ち上がり，火床は15cmほど掘り窪まれている。

出土遺物は少なく，図示した土器は覆土中からの出土である。

045号住居跡(第30・31図，第18表，図版11・37・38・53)

調査区の中央北側， D 2グリッドに位置する。焼失住居で壁際から炭化材や焼土が検出された。西壁の

一部を036号住居跡と，北壁とカマドの一部を052号土坑と重複する。
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045号住居跡第30図

平面形態は方形で，規模は7.46mX 7.18mを測る。主軸方位はN-270-Wである。壁はほぼ垂直に掘り

込まれ，壁高は16cm-32cmを測る。中央より南側の床面がよく踏み固められている。壁溝(幅20cm，深さ

6 cm-8 cm)は全周する。主柱穴の 4本と出入り口施設に伴うピットを検出した。貯蔵穴(86cmX 68cm，深

さ56cm)はカマドの東側に設けられている。また，床面中央には，東西方向に 3基の浅い溝が並んで掘り

込まれている。覆土は炭化粒・焼土粒を含む暗褐色土が主体である。

カマドは北壁中央に設けられ，壁を15cm掘り込んでいる。遺存状態は悪く，西側の袖部がわずかに残っ

ていた。火床は12cmほど皿状に掘り窪められている。

その他2 .4. 5・12・14・17・18は床面直上から，遺物はカマド周辺や壁際から多く出土している。

は覆土中からの出土である。砥石の計測値等は第18表にまとめた。

046号住居跡(第32・33図，第18表，図版11・38・39・53)

D2グリッドに位置する。 059号住居跡と重複している。

平面形態はほぼ正方形で，規模は6，04mX 6.06mを測る。主軸方位はN-60
- Eである。壁は垂直に掘り

-47-
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第32図
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第33図 046号住居跡出土遺物 (2)

込まれ，壁高は20cm-34cmを測る。尿面は中央部でやや窪んで、いる。柱穴周辺が硬化している。壁溝(幅

15cm，深さ 6cm-12cm)はカマド部分を除いて全周し，南壁側中央では一部方形に広がる。主柱穴 4本と

出入り口施設に伴うピットを検出した。カマド東側には，浅い不整方形の貯蔵穴(75cmx 30cm，深さ32cm)

が設けられている。覆土は暗褐色土が主体であるが，ローム粒を含む暗黄褐色士も壁際に流れ込んで、いる。

カマドは北壁中央に設けられ，壁を15cmほど掘り込んでいる。遺存状態は悪く，天井部は崩落し，袖部

の砂質粘土がわずかに残っていた。煙道部は緩やかに立ち上がり，火床は皿状にlOcm掘り込まれている。

遺物は床面を中心に土師器杯・高杯などが多く出土している。カマドから北東コーナー付近にかけての

範囲と，南壁中央付近の床面に集中している。砥石の計測値等は第18表にまとめた。

054号住居跡(第34図，図版12・39)

調査区の中央北側， D 1・D2グリッドに位置し， 041号住居跡と隣接する。壁際に焼土が一部堆積し

ている。

平面形態はほぼ正方形で，規模は6.70mx 6.78mを測る。主軸方位はN-670
- Eである。壁は垂直に掘

り込まれ，壁高は 8cm-20cmと浅い。床面はカマド前面などが一部硬化しているが，全体に軟弱である。

壁溝は検出されていない。主柱穴は 4本検出した。カマド南側に貯蔵穴(径50cmx55cm，深さ80cm)が設け

られている。覆土はローム・ブロックを含む黒色土がまず堆積し，その上にローム粒を含む暗褐色土が堆

積していた。

カマドは東壁中央より南側に設けられている。壁への掘り込みはない。遺存状態は悪く，砂質粘土で構

築された袖部が残っている。火床は10cm掘り窪められ，焼土が堆積していた。

出土遺物は少ない。 2は北コーナー付近の床面から， 5がカマド内から検出された他は，覆土からの出

土である。 5は駿東型の聾で，周辺では有吉遺跡，高沢遺跡などからも出土している。

058号住居跡(第35・36図，第 9表，図版12・39・40・51・53)

調査区の北西部， C 2グリッドに位置する。北西コーナー付近が一部削平されている。南壁中央が張り

出し，貯蔵穴が設けられている。この形態の住居跡は本遺構のみで，本遺跡では最大の住居跡である。

平面形態はほぼ正方形で，規模は10.46mx 10.26mを測る。主軸方位はN-150-Wである。壁はほぼ垂

50 



ぞ守三三ヨ

U持 将 兵 刀
、 察室 明グ

.， ... ¥ 2 

A 

⑨ 

.;，. 

⑤ 

3 

4 

A' 

B ~ 
・-34.2m

m房長W////~似勿揚mmmωW///////////Æ似m似ク

て l
- B' ""え~I

@ G) 

B-・

1

1

 
i
 

i
 

I
 

lttit--tillt
、1

4m 

lちてぐ

(J 80) 。

マ
¥
/

5 
10cm (1 4) 。

054号住居跡及び出土遺物第34図

直に掘り込まれ，壁高は14cm~30cmと北側が低くなっている。 床面はカマド前面から張出部付近にかけて

4本の主柱カマド部分を除いて全周する。広く踏み固められている。壁溝(幅20cm，深さ 3cm~ 8 cm)は，

穴の他に，東壁に沿って 4 本のピット(径60cm~80cm，深さ 23cm~44cm) が並ぶ。 貯蔵穴(lOOcm x 150cm， 

深さ60cm)は不整方形で，南壁張出部に設けられ，周囲に溝が巡る。住居覆土はローム粒を含む暗黄褐色

土が主体であるが，貯蔵穴内にはローム粒を多く含む黄褐色土が流れ込んで、いた。

天井部がすでに崩落していたがカマドは北壁中央に設けられ，壁を30cm掘り込んでいる。遺存状態は，

比較的良好である。煙道部は緩やかに立ち上がる。火床はllcm掘り込まれ，焼土が堆積していた。

土製勾玉・管玉・丸玉 ・紡錘車，万子などが出土した。特に，東
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第35図 058号住居跡及び出土遺物 (1)
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壁際から南壁際にかけての床面に集中している。 38の万子は覆土中からの出土である。万子は切先を折損

しているが，鍋や柄の木質部の一部は残存していた。また，茎の先端近くには，植物の繊維が螺旋状に巻

き付いている。刃部はよく研がれ，磨り減っている。現存長10.88cm ，身は現存長5.28cm・幅1.05cm・厚さ

0.26cm，茎は長さ5.6cm・幅0.42cm・厚さ0.2cm，姐は長さ1.8cm・幅は推定1.4cm，重量12.97gである。土製

勾玉は，長さ3.0cm・幅0.9cm・厚さ0.9cm・孔径O.lcm，重量2訓 gである。土製紡錘車は上面径2.5cm・下面

径4.0cm・厚さ4.2cm・孔径0.6cm，重量69.69gである。玉類の計測値は第 9表にまとめた。

第9表玉類計測表 (現存値)

番号 遺物番号 種類 最大径(cm) 最大厚(cm) 孔径(cm) 重量(g)

27 2 丸玉 0.90 0.80 0.10 0.64 
28 3 丸玉 1.10 0.80 0.10 1.02 

29 5 丸玉 1.00 0.80 0.10 0.83 

30 12 丸玉 1.10 1.10 0.10 1.09 
31 29 丸玉 0.90 0.90 0.10 0.77 
32 30 丸玉 1.00 0.90 0.10 1.08 
33 31 管玉 2.00 1.20 0.20 2.88 
34 4 管玉 1.60 1.40 0.20 3.27 

059号住居跡(第37・38図，第18表，図版12・40・53)

調査区の中央， D 2グリッドに位置する。北側を048号住居跡，南側を046号住居跡と重複する。

平面形態はほぼ正方形で，規模は8.26m x 8.44 mを測る。主軸方位はN-30o-Wである。壁はほぼ垂直

に掘り込まれている。壁高は20cm~46cmを測り，南側が低い。床面は全体によく踏み固められているが，

中央部では長方形に削平されている。壁溝(幅20cm，深さ 7cm~l1cm) は遺存部分では全周する。 3 本の主

柱穴と出入り口施設に伴うピットが確認されているが，その他にも深さ20cm前後のピットを検出した。カ

マドの東側に長方形の貯蔵穴(75cmx 105cm，深さ62cm)が設けられている。覆土は小ローム・ブロックを

含む暗褐色士が主体である。

カマドは北壁中央に設けられている。 048号住居跡に大きく削平されており，西側の袖部がわずかに遺

存していた。火床は皿状に 7cmほど掘り窪まれ，焼土が一部残っていた。

出土遺物は多くないが，壁際の床面を中心に土師器杯・高杯などが出土している。 3. 10は床面から，

15は貯蔵穴北側の壁際床面からそれぞれ出土した。砥石の計測値等は第18表にまとめた。

101号住居跡(第39図，図版13・40)

調査区北西端， C 1グリッドに位置し，斜面にかかって構築されている。北側はすでに大きく削平され

カマドは失われているが，南壁の全部と東西壁の一部は遺存している。

平面形態は方形になると考えられ，規模は現存で、4.2mx 5.21mを測る。主軸方位はN-390-Wである。

南壁は垂直に掘り込まれ，壁高は48cmを測る。床面は中央部にやや硬化している面が確認された。壁溝

(幅20cm，深さ 3cm)は東壁の一部から南壁にかけて巡っている。主柱穴は 4本検出されているが形態，深

さとも不統ーである。覆土には暗茶褐色土が堆積していた。

遺物は覆土から土師器杯・高杯・聾などが多く出土している。ほとんど破片で，図示できたのは 5点で

ある。
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第38図 059号住居跡出土遺物 (2)

115号・ 116号住居跡(第40図，図版13・40・53)

調査区北西端， C 1グリッドに位置する。ともに削平されており，遺存状態は悪い。

115号住居跡は大半が失われ，南東側の一部が残存しているにすぎない。遺存部分では，柱穴・壁溝等

は検出されていないが，遺物は土師器杯・葺が覆土を中心に多く出土している。いずれも破片で図示でき

たのは 3点のみである。両住居跡とも覆土は暗褐色土が薄く堆積していた。

116号住居跡は，南西側で017号住居跡と重複し，西側が大きく失われている。平面形態は方形になると

考えられ，規模は現存で5.45mx4.7mを測る。残存する壁はほぼ垂直に掘り込まれ，壁高は東壁側で10cm

-14cmを測る。床面は全体に軟弱で，壁溝(幅20cm，深さ 5cm-8 cm)は北壁から東壁の一部に巡る。主柱

穴は 4本検出された。カマドは確認されなかったが， PlとP2の中間に焼土を検出した。遺物は少なく，

覆土中からわずかに土師器片などが出土した。図示できたのは 4の丸玉(径l.lcmx 1.2cm，孔径l皿，重量

1.45 g)のみである。

2 奈良・平安時代

奈良から平安時代の竪穴住居跡は台地全体に展開するようになる。掘立柱建物跡も伴い，本遺跡では最

も繁栄した時代である。時期は出土土器から， 8世紀前半から 9世紀後半まで続いている。区域では大き

し東側，中央から西側，南側の 3群に分かれて広がりをみせる。さらにその群のなかの消長も，時期に

よって変遷が認められる。また，墨書土器の出土も比較的多く，詳細については第5章にまとめた。
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第39図 101号住居跡及び出土遺物

002号住居跡(第41図，図版13・41・52)

調査区の東端， E 2・F2グリッドに位置する。 004号溝と重複し，溝を一部削平している。

平面形態は方形で，規模は3.56mx 3.36mを測る。主軸方位はE-210
- Sである。壁はやや緩やかに掘

り込まれ，壁高は10cm~18cmを測る。床面は全体に軟弱で，硬化面はない。壁溝(幅20cm，深さ 2 cm~10 

cm)は南コーナー付近を除いて全周する。主柱穴は 4本検出され，西側の 2本は壁溝にかかっている。西

壁際の浅い落ち込みには砂質粘土が充填されていた。出入り口施設に伴う可能性もある。覆土は焼土粒・

炭化粒を含む暗茶褐色土を主体に，小ローム・ブロックが混在する。

カマドは東壁中央に設けられ，壁を30cm掘り込んで、いる。上面の一部で撹乱を受け，南側袖部の一部が

欠損している他は，遺存状態は比較的良好である。煙道は緩やかに立ち上がる。火床は皿状に 5cmほど浅

く掘り窪まれ，底面はよく焼けていた。

遺物は少なく， 2は西壁際から，万子(第80図10)は北西コーナー床面から出土した。 5. 6は混入した

古墳時代の土器である。 7は堵である。カマド内から出土した。全面に二次焼成を受け，下端部は欠損し，

遺存状態は悪い。片面に布目痕が残る。現存長13.1cm，幅8.5cm，厚さ5.1cm，重量は448.7gである。型に

粘土を詰め成形したと考えられる。布目は型の下面に敷いていた布の痕跡であろう。側面の一部は肩に丸
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味をもつが，その他の面はヘラ削り後ナデ調整されている。胎土には砂粒を含み，色調は二次焼成のため

全体に明褐色から樺色である。

007号住居跡(第41図，図版13・41)

調査区の東端， F 2グリッドに位置する。 008号住居跡と003号溝と重複し，上面が削平されている。

平面形態は北東壁が西南壁より長い不整方形で，規模は3.51mx 3.58mを測る。主軸方位はN-520-W  

である。壁は緩やかに掘り込まれ，壁高は遺存の良い箇所で10cm程度である。床面はカマド前面から中央

にかけて硬化面が広がる。壁溝は確認されていない。主柱穴は 4本検出された。覆土は暗褐色土が薄く堆

積していた。

カマドは北西壁中央に設けられ，壁への掘り込みはない。遺存状態は悪く，砂質粘土の範囲から袖部の

位置を推定した。火床は皿状に 6cm掘り窪まれ，焼土が堆積していた。

出土遺物は少ない。 11の土師器棄は北コーナー付近の床面， 8の須恵器杯は覆土中からそれぞれ出土し
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010号住居跡及び出土遺物
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010号住居跡(第42図，図版14・41)

調査区の東側， E 2グリッドに位置する。本遺構の中央を005号溝が南北に走り，上面の一部が削平さ

れている。また，床面中央の一部は撹乱されている。

平面形態は方形で，規模は2.94mx 3.20mを測る。主軸方位はN-70
- Eである。壁は垂直に掘り込まれ，

壁高は30cmを測る。床面は中央部が硬化している。壁溝(幅20cm，深さ 8cm)はカマド部分を除いて全周す

る。主柱穴と考えられるピットは検出されていない。覆土はローム・ブロックやローム粒を多く含む暗褐

色土が主体である。

カマドは北壁中央に設けられ，壁を45cm掘り込んでいる。上面の一部が撹乱を受けていたが，遺存状態

は比較的良好である。天井部はすでに崩落していたが，砂質粘土で構築された袖部の遺存は良い。煙道部

は緩やかに立ち上がる。火床は皿状に10cm掘り窪まれているが，焼土層の堆積は薄い。

遺物は土師器杯・費や須恵器甑などが，カマドの東側から北東コーナーにかけてまとまって出土してい

る。

016号住居跡(第43図，図版14)

調査区の東側， E 2グリッドに位置する。上面の大半がすでに削平されており，遺存状態はかなり悪い。

カマドの残存部分や壁溝などから，わずかに存在が確認できた。

平面形態は方形になると考えられ，規模は現存で3.lmx3.42mを測る。主軸方位はNー720-Wである。

床面は中央部に硬化面が残っていた。壁溝(幅10cm

-20cm，深さ 2cm-7 cm)は遺存部分ではカマドの

⑧ 
A 

↓〉
周辺を除いて巡っている。柱穴等は検出されていな ， 

い。覆土はわずかに暗褐色土が堆積していた。
a 

カマドは西壁中央に設けられていたが，天井部・

袖部ともすでに失われ，火床が一部遺存していた。 B-一・ ， I111 '-B' 

遺物は覆土，カマド内から少量出土しているが，
bミ . 

図示できるものはなかった。カマド内から出土した

須恵器片で時期を判断した。 ‘ 、
‘ーー--ー

017号住居跡(第44図，図版14・41)

調査区の東側， E 2グリッドに位置する。遺構上 言~ A' 

B W ，-33.伽 1

面の中央を南北方向に005号溝が走り，南西コーナ 777777777/ 7/////.ω7T/7T/7//7//////'77:男初

ーが削平されている。

平面形態は正方形で，規模は3.80mx 3.80mを測
。 (1/80) 4m 

る。主軸方位はN-130
- Eである。壁は垂直に掘 第43図 016号住居跡

り込まれ，壁高は遺存の良い箇所で16cm-20cmを測

る。床面は中央部分が広く踏み固められている。壁溝(幅20cm，深さ 2cm-6 cm)はカマド部分と南西コー

ナー付近を除いて巡っている。 4本の主柱穴と出入り口施設に伴うピットを検出した。南壁中央床面には

高さ 5cmの踏み台状の高まりが認められる。覆土はローム粒を含む暗黄褐色土が主体である。

カマドは壁をわずかに掘り込み，北壁中央に設けられていた。 005号溝に大きく削平され，袖部が一部

遺存しているにすぎない。火床は浅いが，底面は比較的よく被熱していた。

-61-



<<:Lλ ミヰー;/

ミーゴ プ ミヨ卜てア
3 

ト I¥ 11 .:， ~I '-B' ~ 
c-・11 人¥. I lJ I (_ I 111 1 .-C' 、、 ~ ミ主一J5 6 

〈↑

¥ / A' 

-~ ・ B' 
-一一_'2')0円、 、

7 
，，"-」ー----/

8 

C C' 
'-32.9m 

。 (1/80) 4m 

9 

。 (1/4) 10cm 

第44図 017号住居跡及び出土遺物

出土遺物は少ない。覆土から床面にかけて，須恵器杯や鉄鎌などが出土している。特に，北東コーナー

の壁溝からは 2・5. 8がまとまって出土した。万子(第80図15)は覆土中からの出土である。

019号住居跡(第45図，図版14)

調査区の東側， E2グリッドに位置する。西壁と北壁に 2基のカマドが付設され，西壁側の方が新しい。。

東壁から南壁にかけて一部削平されており，南東コーナー付近が失われている。

平面形態は正方形で，規模は3.92mx 3.90mを測る。主軸方位はN-770-Wである。壁は緩やかに掘り

込まれ，壁高は遺存の良い箇所でも10cm程度である。床面は中央部に硬化面が広がっているが，全体に凹

凸がみられる。壁溝(幅20cm，深さ 6cm)は東壁以外の箇所に部分的に巡っている。主柱穴は 4本検出され，
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019号住居跡及び出土遺物第45図

P3の北側にも深さ45cmのピットが穿たれている。西カマドの北側には土手状の高まりがあり，内側はやや

掘り窪まれている。覆土は暗褐色土が薄く堆積していた。

カマドは 2基存在する。カマドAは新たに壁を20cm掘り込み，西壁中央に設けられている。天井部がす

でに崩落していたが，袖部は比較的良好に遺存していたO 煙道部は急に立ち上がり，火床は浅い皿状に掘

り窪まれている。先につくられたカマドBは壁を20cm掘り込んで、，北壁中央に設けられていた。袖部がわ

ずかに遺存している程度である。煙道部は緩やかに立ち上がり，火床は浅い。

3の土師器聾と 5の須恵器甑はカマドBからそれぞれ出2の土師器杯はカマドA，

土している。他に，鉄製品(第81図37)が北東コーナーの床面から出土した。

020号住居跡(第46図，図版14)

出土遺物は少ない。

調査区の東側， E 2グリッドに位置する。遺構の上面中央を東西に003号溝が走るが，ほとんど削平さ

れず遺存状態は良好である。

平面形態はほぼ正方形で，規模は2.70mx 2.80mを測る。主軸方位はN-60
- Eである。壁は垂直に掘り

込まれ，壁高は14cm-20cmを測る。床面は全体に堅轍で，特に中央部はよく踏み固められていた。壁溝

(幅14cm-20cm，深さllcm-14cm)はカマド部分を除いて全周する。主柱穴は検出されなかったが，出入り

口施設に伴うピット(径50cmx80cm，深さ20cm)を検出した。覆土は小ローム・ブロックを含む茶褐色土が

主体である。

カマドは北壁中央に壁を50cmと大きく掘り込んで構築されている。遺存状態は良好である。煙道部は角

度をもって立ち上がる。火床は楕円形に掘り窪まれ，底面はよく被熱していた。

1の須恵器聾は覆土中から出土した。万子遺物は少なく，覆土中とカマドからわずかに出土している。

(第80図12)は覆土中からの出土である。
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第46図 020・022号住居跡及び出土遺物
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022号住居跡(第46図，図版14・15・41)

調査区の東側， E 2グリッドに位置する。遺存状態は良好である。

平面形態は方形で，規模は4.54mx 4.82mを測る。主軸方位はN-310
- Eである。壁はほぼ垂直に掘り

込まれている。壁高は12cm-30cmを測り，南壁側が低くなっている。床面は全体に堅轍でやや凹凸があり，

中央部はよく踏み固められている。壁溝(幅20cm，深さ 5cm-8 cm)はカマド部分を除いて全周するが，東

コーナー付近で内側に不整形に広がりをみせる。 4本の主柱穴と出入り口施設に伴うピットを検出した。

覆土はローム粒を含む暗褐色土・黒褐色土が主体で，一部貝類が投棄されていた。員類の分析結果につい

ては第 7節で述べる。

カマドは北東壁中央に設けられ，壁を半円形に30cm掘り込んでいる。天井部の一部も遺存し，遺存状態

は比較的良好である。袖部の内側もよく被熱し，火床は20cmほど大きく掘り窪まれている。

遺物は，土師器杯・聾，須恵器杯などが，カマド前面からP1にかけてまとまって出土している。 3の須

恵器高台付杯はカマドからの出土である。

023号住居跡(第47図，図版15・41・53)

調査区の東側， E 2・E3グリッドに位置する。南東側の上面がやや削平されている。

平面形態は長方形で，規模は4.10mx 3.32mを測る。主軸方位はN-100-Eである。壁は緩やかに掘り

込まれ，壁高は10cm-36cmを測り，南東側が低くなっている。床面は南北に溝(幅20cm-30cm，深さllcm

-13cm)で仕切られ，北側が 7割を占めて広く，南側に比べ 2cm-7 cm高くつくられている。北側の床面

は全体に堅轍であるが，凹凸があり中央部に硬化面が広がる。南側も一部で硬化面が認められるが，全体

にやや軟弱で、ある。主柱穴は検出されていない。仕切り溝の中央から出入り口施設に伴うピットが，カマ

ドの東側には不整形のピットが，それぞれ検出されている。覆土には茶褐色土が堆積していた。

カマドは北壁中央に壁を24cm掘り込んで構築されている。遺存状態は悪く，すでに天井部は崩落し，袖

部の砂質粘土と焼土が一部残存していた。

遺物は，土師器杯・費や須恵器斐，石製紡錘車などが主に覆土中から出土している。 1の杯は覆土下層，

2の杯はカマド東側のピットから出土した。 10の紡錘車は滑石製で，上面径3.5cm，下面径2.8cm，厚さ1.6

cm，孔径0.9cm，重量は28.56gを測る。

024号住居跡(第48図，図版15・42・52)

調査区の東側， E 3グリッドに位置する。北壁から西壁にかけて005号溝に一部削平され，北東側の一

部は025号住居跡を削平しているが，遺存状態は比較的良好である。

平面形態は方形で，規模は3.46mx 3.70mを測る。主軸方位はE-150-Sである。壁はほぼ垂直に掘り

込まれ，壁高は40cm-50cmである。床面は全体に堅織で凹凸があり，中央部はさらに硬化している。壁溝

(幅20cm前後，深さ10cm-12cm)はカマド部分を除いて全周する。北側と南側の一部にさらに浅い溝をもっ。

主柱穴は確認されなかったが，出入り口施設に伴うピットを検出した。中央北側のピットは， 025号住居

跡の柱穴である。貯蔵穴(径40cm，深さ30cm)は北西コーナーに付設されている。覆土は，焼土粒を含む暗

茶褐色土がまず堆積し，その上に暗褐色土・暗黄褐色土が堆積している。

カマドは東壁中央に設けられ，壁を25cm掘り込んでいる。遺存状態は良好で，天井部の一部から袖部に

かけてよく残っていた。煙道部は急に立ち上がる。火床は浅く，焼土の堆積はない。

遺物は，覆土中やカマドから土師器杯・聾，須恵器杯・聾・鉢，瓦などが出土している。特にカマド内
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025号住居跡及び出土遺物

からは， 3・10・11が出土した。また，銅鋳の錠尾(第80図1)は貯蔵穴内から出土している。

025号住居跡(第49図，図版16・42)

10cm 

調査区の東側， E 3グリッドに位置する。南西部を024号住居跡によって，北壁の上面を一部005号溝に，

それぞれ削平されている。

平面形態は長方形で，規模は推定で3.6mx4.16mを測る。主軸方位はN-140
- Eである。壁はほぼ垂直

に掘り込まれ，壁高は20cmを測る。床面は全体に堅般で，中央付近は硬化している。壁溝(幅20cm，深さ

4 cm-6 cm)は遺存している範囲では，カマド部分を除いて全周する。主柱穴は 4本検出された。 P3は024

号住居跡の床面から確認されている。覆土はローム・プロックが多い暗褐色土が主体である。

カマドは北壁中央に，壁を30cm掘り込んで設けられている。天井部はすでに崩落していたが，砂質粘土

で構築された袖部はよく遺存していた。煙道部は緩やかに立ち上がる。火床は30cmほど掘り窪められ，焼

土ブロックが堆積していた。

出土遺物は少なく，図示できた 1• 2の須恵器は覆土中から， 3の支脚はカマド内からの出土である。

026号住居跡(第50図，図版16・42)

調査区の東側， E 3グリッドに位置する。 027号住居跡に隣接し，東壁側を005号溝に削平されている。

平面形態は方形で，規模は推定で3.9mx4.0mを測る。主軸方位はN-60
- Eである。壁はやや緩やかに

掘り込まれ，壁高は20cm-33cmを測る。南壁側が次第に低くなっている。床面は中央部に硬化面が広がる。

壁溝(幅20cm，深さ 6cm)は遺存している範囲では，カマド部分と南壁を除いて巡っている。主柱穴と考え

られるピットは 6本検出されている。出入り口施設に伴うピット(径50cmx80cm，深さ30cm)は楕円形で，
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中に小ピットをもっ。覆土は暗褐色土が主体である。

カマドは北壁中央に設けられている。壁を85cmと大きく掘り込んでいるが，煙道部の立ち上がりは緩や

かである。遺存状態は比較的良好で，天井部の一部と袖部が残っていた。火床の掘り込みは浅いが，焼土

が堆積していた。

遺物は土師器杯・斐，須恵器杯・棄・甑や鉄製品などが覆土やカマドから多く出土している。 8と鉄製

紡錘車(第81図26)はP7から， 5 ~ 7 ・ 10 ・ 11 はカマド内からそれぞれ出土した。不明銅製品(第80図 2~

4)は覆土中からの出土である。

027号住居跡(第51図，図版16・42)

調査区の東側， E 3グリッドに位置する。 005号溝に西側を削平されている。

平面形態は方形で，規模は推定で2.8mx2.9mを測る。主軸方位はN-l1O-Eである。壁はやや緩やか

に掘り込まれている。壁高は 5cm~17cmを測り，南壁側が低い。床面は中央部が広く硬化している。壁溝

(幅10cm~15cm，深さ 5 cm前後)は遺存範囲では，カマド部分を除いて全周する。主柱穴は確認できなかっ

たが，出入り口施設に伴うピットを検出した。

カマドは北壁中央に設けられている。壁を120cmの幅で、20cm掘り込んでから，さらに煙道部を外に55cm

掘り進めている。天井部はすでに崩落していたが，袖部はよく遺存していた。火床は浅く皿状に掘り窪ま

れ，煙道部とともに焼土粒が多く堆積していたO 覆土は暗褐色土が主体である。

遺物は床面・カマド・覆土中から，土師器聾，須恵器杯・須恵器聾などが出土している。 1・5・6は

床面から， 2・3・4はカマド内からそれぞれ出土した。

028号住居跡(第52図，図版17・42・52)

調査区の東側， E 3グリッドに位置する。掘立柱建物のH-01と重複し，カマドや壁・床面の一部を壊

されている。

平面形態は方形で，規模は3.68mx 3.82mを測る。主軸方位はN-270
- Eである。壁はやや緩やかに掘

り込まれ，壁高は15cm~36cmを測る。東壁側が低くなっている。床面はほぼ平坦で、，中央部から南壁側に

かけて硬化している。壁溝(幅16cm，深さ 6cm)は壁からやや内側につくられ，遺存範囲では全周する。 4

本の主柱穴と出入り口施設に伴うピットを検出した。南側の 2本の主柱穴は，壁溝内に設けられている。

覆土は暗褐色土を主体に，灰褐色砂質土が混在している。

カマドは北壁中央に設けられている。袖部の一部が残存していたが， H -01の柱穴によって大部分が壊

されており，遺存状態は悪い。火床は広く掘り窪められ，よく被熱していた。また，カマド内からは 9の

男瓦が出土している。

遺物は覆土中や床面から，土師器聾，須恵器杯，灰紬陶器，鉄製品，瓦などが出土している。 4や万子

(第80図8)・鉄製紡錘車(第81図25)は，床面から出土した。 6の灰軸陶器の長頚瓶，鉄製品(第81図38・

39)と8の女瓦は覆土中からの出土である。

031号住居跡(第53図図版17・42)

調査区の南側， E 3グリッドに位置する。他の住居跡とやや離れて単独で所在している。

平面形態は方形で，規模は2.30mx 2.62mを測る。主軸方位はN-30
- Eである。壁はやや緩やかに掘り

込まれている。壁高は15cm~30cmを測り，北東側が次第に低くなっている。床面は全体に堅轍で，特に中

央部はよく踏み固められている。東側の床面には厚さ 3cmの焼士が堆積していた。壁溝(幅12cm~20cm ，
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第50図 026号住居跡及び出土遺物
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第51図 027号住居跡及び出土遺物

6 

。 (1/4) 10cm 

深さ 6cm~ 8 cm)は全周する。主柱穴は確認できなかったが， 出入り口施設に伴うピットを検出した。覆

土は焼土粒を含む暗褐色士が主体である。

カマドは北壁東寄りに設けられ，壁を不整方形に75cmの幅で40cm掘り込んでいる。崩落した天井部は遺

存していたが，袖部は残存していない。火床は皿状に10cm掘り窪まれている。

出土遺物は少なく，床面からは 2の須恵器杯が出土している。

034号住居跡(第53図，図版17)

調査区のほぼ中央， E2グリッドに位置する。上面は大きく削平され，壁はほとんど残存していない。

南側も004号溝に壊されており，遺存状態は悪い。

平面形態は方形で，規模は推定で2.8mx2.62mを測る。主軸方位はNー210
- Eである。壁の状態は不明

である。床面は中央部がよく踏み固められている。壁溝(幅30cm，深さ10cm)は遺存範聞では， カマド部分
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第52図 028号住居跡及び出土遺物

を除いて全周している。 4本のピットを検出したが，主柱穴とは考えがたい。覆土は暗褐色土が薄く堆積

していた。

カマドは北壁中央に設けられ，壁を30cm掘り込んでいる。遺存状態は悪く，袖部が一部残存していた程

度である。火床の掘り込みは確認できなかったが，煙道部に焼土が堆積していた。

遺物の出土は少なく，覆土中から土師器杯などがわずかに出土している。7はカマド内から出土した。

037号住居跡(第54図，図版17・18・42)

調査区の東側， E 2グリ ッドに位置する。西側の上面が削平されている他は，遺存状態は良好で、ある。

平面形態は方形で，規模は2.90mx 3.22mを測る。主軸方位はN-120-Eである。壁は垂直に掘り込ま
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第53図 031・034号住居跡及び出土遺物

れ，壁高は21cm~35cmを測る。西壁側が低くなっている。床面は凹凸があり，中央部に硬化面が広がる。

カマド前面には砂質粘土が流れていた。壁溝(幅14cm~20cm，深さ 8 cm前後)はカマド部分を除き全周する。

4本の主柱穴と出入り口施設に伴うピットを検出した。覆土はローム・ブロックやローム粒を含む暗褐色

土が主体である。

カマドは北壁中央に設けられ，壁を43cm掘り込み，立ち上がりの緩やかな煙道部を形成する。遺存状態

は比較的良好で、，天井部の一部と袖部がよく遺存していた。火床は皿状に掘り窪まれ，焼土がよく堆積し

ていた。

遺物は床面やカマド中から，土師器杯・斐などが出土している。 2は墨書土器で床面直上から， 3はカ
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第54図 037・038号住居跡及び出土遺物
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039・040号住居跡及び出土遺物第55図

1は覆土上層，鉄製紡錘車(第81図27)は覆土下層からの出土である。マド内からそれぞれ出土した。

図版18・43)038号住居跡(第54図，

D2グリッドに位置する。出入り口施設が壁外に張り出す，特異な形態である。調査区の中央北側，

基本的な平面形態はほぼ正方形で，規模は2.76mx 2.82mを測る。主軸方位はN-20-Wである。壁は垂

直に掘り込まれ，壁高は15cm~18cmを測る。床面は凹白が激しく，中央部がよく踏み固められている。壁

溝(幅10cm，深さ 5cm)はカマド部分を除いて全周する。主柱穴は確認できなかった。出入り口施設(幅87

ピcm，奥行き63cm，深さ17cm)は南壁外に張り出して設けられている。底面は床面とほぼ同じレベルで，

この施設に対応して，床面にも弧状にピット(深さ 8cm)が設ット(径35cm，深さ17cm)を検出した。また，

けられている。覆土は暗褐色士が主体で，暗黄褐色土や黒色土が混在する。

カマドは北壁中央に設けられ，壁を半円状に25cm掘り込んで、いる。天井部はすでに崩落しているが，袖
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部がよく遺存していた。火床は皿状に浅く掘り窪められている。

遺物は床面や覆土中から，土師器杯・皿，須恵器杯・聾などが出土している。 9は床面から， 16はカマ

ドの脇から， 8' 13-15はカマド内からそれぞれ出土した。 11の墨書土器は覆土中からの出土である。

039号住居跡(第55図，図版18・43)

調査区の南側中央， D 3グリッドに位置する。遺構の中央を東西に006号溝に削平されている。また，

床面中央部も撹乱を受けている。

平面形態は正方形で，規模は3.06mx 3.08mを測る。主軸方位はN-50
- Eである。壁は垂直に掘り込ま

れている。壁高は12cm-20cmを測り，北側が低くなっている。床面は凹凸があり，中央部に硬化面が残る。

壁溝(幅lOcm，深さ 4cm)はカマド部分や北東・南東コーナー付近を除いて巡っている。主柱穴は確認でき

なかったが，出入り口施設に伴うピット(径40cm，深さ24cm)を検出した。覆土はローム・ブロックを含む

暗褐色土がわず、かに残っていた。

カマドは北壁中央に，壁を15cm掘り込んで構築されている。遺存状態は悪く，天井部はすでに崩落し，

袖部が遺存していた。火床は浅く，焼土の堆積もない。

出土遺物は少なく， 2は床面から， 1・3はカマド内から出土している。 1の底部は「仲」と線刻されて

いる。

040号住居跡(第55図，図版19)

調査区の南側中央， D 3グリッドに位置する。上面が全体に削平されている。

平面形態は方形で，規模は3.0mx3.38mを測る。主軸方位はN-740-Wである。壁の立ち上がりは緩や

かで，壁高は現存でlOcm程度である。床面は全体に堅轍で，カマド前面には硬化面が広がる。壁溝は認め

られない。床面から 4個のピットを検出したが，いずれも柱穴とは考えがたい。東壁南寄りの床面に踏み

台状の高まりが認められる。覆土には暗褐色土が薄く堆積していた。

カマドは西壁中央に設けられ，壁を15cm掘り込んでいる。遺存状態は良好ではなく，袖部が一部残存し

ていた。火床は20cm掘り窪められているが，焼土の堆積はない。

出土遺物は少なく，図示した土器は覆土中からの出土である。

042号住居跡(第56図，図版19・43)

調査区の南東部， C 3グリッドに位置する。上面が削平され，特に南側の遺存は悪い。

平面形態は方形で，規模は4.42mx4.0mを測る。主軸方位はN-370
- Eである。北壁では垂直に掘り込

まれ，壁高は 5cm-20cmを測る。南側が全体に低くなっている。床面は全体に堅織で，特に中央部はよく

踏み固められている。壁溝は認められない。床面から 7個のピットを検出したが，主柱穴と考えられるの

はP1-P4で， P5は出入り口施設に伴うピットである。覆土には暗褐色土が堆積していた。

カマドは北東壁中央に設けられ，壁を45cm掘り込み煙道を形成している。遺存状態は悪く，袖部の一部

が残存しているにすぎない。火床は皿状に浅く掘り窪められ，よく焼土が堆積していた。

出土遺物は多く，覆土中や床面から土師器杯・皿・聾，須恵器葺，鉄製品(鎌・鎌)などが出土している。

特に鉄製品の出土頻度が高い。 4は床面， 1 . 2は床面直上， 6・8はカマドからそれぞれ出土している。

鎌(第80図5)と鉄鎌(第80図17・19)は床面直上から，釘(第81図31)は覆土中から出土した。

044号住居跡(第57図，図版19・20・43・44)

調査区の中央， D 3グリッドに位置する。上面が全体にやや削平されているが，遺存状態は良好である。
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第56図
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第58図 047号住居跡及び出土遺物

西壁北半に張出施設をもっ，特異な形態の住居跡である。

基本的な平面形態は正方形で，規模は4.02mx 4.04mを測る。主軸方位はN-190ー Eである。壁はほぼ

垂直に掘り込まれ，壁高は13cm-24cmを測る。西壁側の遺存が良好である。床面は全体に堅織で，硬化面

が広がる。壁溝(幅20cm，深さ 6cm-12cm)はカマド部分を除いて全周し，北西コーナー付近ではやや広く

なる。床面から 8個のピットを検出したが， P1-P4は主柱穴，出入り口施設に伴うピットはP5と考えら

れる。 P3.P4は壁溝内に設けられている。東西の壁に沿って穿たれているP6-P1Hま壁柱穴で，径25cm-

40cm，確認面からの深さは31cm-62cmと，規模の差異はあるがほぼ直線的に配列されている。また，南西

コーナーには貯蔵穴(径80cm，深さ48cm)が設けられている。覆土は焼土粒を含む暗褐色土が主体で，ロー

ム・ブロックやローム粒を含む暗褐色土，黄褐色土や黒色土が混在している。

張出施設は長方形で，西壁長1.8m，南壁長1.2mを測る。壁は緩やかに掘り込まれ，深さは26cmである。

底面はほぼ平坦で，住居の床面との段差はない。壁溝(幅15cm-20cm，深さ 3cm-7 cm)は全周し，住居の

壁溝に続いている。住居との境には，砂質粘土で仕切りを形成している。

カマドは北壁中央に設けられている。壁を70cm掘り込んで，緩やかに立ち上がる煙道部を形成する。遺

存状態は良好ではなく，袖部が残存しているにすぎない。火床は20cm掘り窪められ，焼土が堆積していた。

出土遺物は多く，覆土中や床面から土師器杯・聾，須恵器費や万子が出土している。 2は床面， 4は壁

溝内， 9はP2の周辺でそれぞれ出土している。手鎌(第80図6)は覆土中から出土した。



047号住居跡(第58図，図版20・44)

調査区北側中央， D 2グリッドに位置する。上面が全体に削平されている。

平面形態は方形で，規模は2.82mx 3.28mを測る。主軸方位はE-120
- Sである。壁はほぼ垂直に掘り

込まれ，壁高は12cm-18cmを測る。床面は全体に凹凸があり，中央の一部が踏み固められている。壁溝

(幅15cm，深さ 7cm)はカマド部分と東壁の一部を除いて巡っている。主柱穴は確認できなかったが，出入

り口施設に伴う浅いピットを検出した。覆土にはローム・ブロックを含む暗褐色土が堆積していた。

カマドは東壁中央南寄りに設けられ，壁を50cm掘り込んで、いる。遺存状態は悪く，袖部はすでに失われ，

天井部の一部が残存しているにすぎない。火床は皿状に掘り窪められ，焼土がわずかに残っていた。

出土遺物は少なく，覆土中やカマド内から，土師器杯・聾，須恵器杯・聾が出土している。 3. 5はカ

マドから出土した。

048号住居跡(第59図，図版20・44)

調査区の中央， D 2グリッドに位置する。 059住居跡と一部重複し， 004号溝が上面を走るが，遺存状態

は良好である。

平面形態は方形で，規模は5.74mx 6.08mを測る。主軸方位はN-170
- Eである。壁は垂直に掘り込ま

れ，壁高は40cm-56cmを測る。南側が次第に低くなる。床面は凹凸があり，全体に堅織である。硬化面は

中央部に広がる。壁溝(幅20cm，深さ 6cm-10cm)はカマド部分を除いて全周する。 4本の主柱穴と出入り

口施設に伴うピットを検出した。覆土はローム粒を含む暗茶褐色土である。

カマドは北壁中央東寄りに設けられ，壁を30cm掘り込んで，角度をもって立ち上がる煙道部を形成する。

遺存状態は悪く，天井部はすでに崩落し袖部のみが残存していた。火床は楕円形に掘り窪められており，

焼土が多く堆積していた。

遺物は床面やカマド内，覆土中から土師器杯・聾，鉄鉱などが出土している。 3は床面， 2・8・10は

カマド内から出土した。 6• 7と鉄製工具(第81図30)は覆土中からの出土である。

049号住居跡(第60・61図，第18表，図版20・21・44・45・53)

調査区の中央， D 2グリッドに位置する。北東側上面がやや削平されているが，遺存状態は良好である。

平面形態は方形で，規模は6.34mx 5.90mを測る。主軸方位はN-270
- Eである。壁は緩やかに掘り込

まれている。壁高は37cm-60cmを測り，南西側が深くなっている。床面はやや凹凸があり，中央部に硬化

面が広がる。南東コーナー付近では不整形な範囲で，床面が10cm高くなっている。壁溝(幅15cm-30cm，

深さ 5cm-12cm)は不安定な形態で，カマド西側から南壁にかけての範囲と東壁の一部に巡っている。

また，壁溝内には大小多数のピットが穿たれており，中には壁柱穴の機能をもったものもある。主柱穴

は4本検出されているが，出入り口施設に伴うピットは確認できなかった。覆土は焼土粒・ローム粒を多

く含む褐色土を主体に，暗褐色土や明褐色土，黒色土が混在する。

カマドは北壁中央に設けられている。壁を50cm掘り込んで，緩やかに立ち上がる煙道部を形成する。遺

存状態は良好ではなく，袖部の一部が残存していた。火床は円形に35cm掘り窪められ，多くの焼土が堆積

していた。

遺物は覆土中から多数の土師器，須恵器や灰紬陶器，鉄製品が出土している。 8と19，万子(第80図9)， 

鉄鉱(第80図18・23)は覆土下層から，鎚(第81図29)，紡錘車の軸部(第81図28)は覆土上層から出土した。

15の墨書土器や29の灰軸陶器長頚瓶は覆土中からの出土である。砥石の計測値等は第18表にまとめた。
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第60図 049号住居跡

051号住居跡(第62図，図版21・45)

調査区の中央， D 3グリッドに位置する。上面はすでに削平されている。

平面形態は方形で，規模は4.04mx 4.26mを測る。主軸方位はN-570-Wである。壁の立ち上がりは緩

やかで，壁高は 6cm-12cmを測り，南側が低くなっている。床面は全体に凹凸があるが，堅轍で中央部は

よく踏み固められていた。壁溝(幅20cm-30cm，深さ 4cm-8 cm)はカマド周辺と南東コーナー付近を除い

て巡っている。北壁側の壁溝の幅は広い。床面から主柱穴 4本と出入り口施設に伴うピットを検出したほ

か，壁溝内には浅い小ピットが確認されている。覆土は暗褐色土が堆積していた。

カマドは西壁中央に設けられ，壁を40cm掘り込んでいる。袖部が残存しているが，ピットと重複し遺存

状態は良好ではない。火床は楕円形に30cm掘り窪められ，焼土が堆積していた。

遺物は床面や覆土から須恵器杯，土師器斐，鉄製品が出土している。 5はカマド前面の床面からまとま

って出土した。万子(第80図13)と鉄製品(第81図35)は床面直上からの出土である。

055号住居跡(第63図，図版21)

調査区の中央， D 2 . D 3グリッドに位置する。周辺のピット群に一部撹乱を受け，南東コーナー側の

上面がやや削平されている。
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平面形態は方形で，規模は6.14mx 5，88mを測る。主軸方位はN-70-Wである。壁は垂直に掘り込まれ

ている。壁高は13cm-25cmで，南東側が低くなっている。床面はほぼ平坦で，全体に堅轍である。特に，

中央部は硬化面が広がる。壁溝(幅12cm-20cm，深さ 8cm-12cm)は全周する。床面からは11個のピットを

検出したが，このうち主柱穴となるのはP1-P4で， P5は出入り口施設に伴うピットである。覆土はロー

ム粒や焼土粒を含む黒色土が堆積していた。

カマドは北壁中央に設けられ，壁を14cm掘り込んでいる。ピットに袖部の一部を壊されるなど，全体に

遺存状態は良好ではない。火床は浅く皿状に掘り窪まれ，焼土の堆積は少ない。

出土遺物は少なく，図示できたのはカマド西袖部から出土した支脚のみである。カマド内から出土した

須恵器杯片で時期を判断した。

057号住居跡(第64図，図版21・45)

調査区の中央西寄り， C 3グリッドに位置する。周辺のピット群に一部撹乱を受けている。

平面形態はほぼ正方形で，規模は7.06mx 7.0mを測る。主軸方位はW-10-Nである。壁は垂直に掘り

込まれ，壁高は30cm-50cmで、ある。東壁側が次第に低くなる。床面には焼土が散布している。床面は凹凸

があるが，全体に堅轍で中央部はよく踏み固められている。壁溝(幅20cm，深さ 9cm前後)は全周する。床

面からは多数のピットを検出したが，主柱穴となるのはP1-P4で， P5は出入り口施設に伴うピットであ

る。覆土はローム粒や焼土粒を含む黒色土が堆積していた。

-85-



カマドは西壁中央に設けられ，壁を30cm掘り込んで緩やかに立ち上がる煙道を形成する。天井部はすで

に崩落していたが，袖部が遺存していた。火床は皿状に大きく掘り窪められ，焼土が多く堆積していた。

出土遺物は須恵器蓋，土師器聾，手担土器，鉄鉱(第80図20~22) ，スラグなどで，主に覆土中から出土

している。 1は住居跡より新しいピット (P6)内からの出土で，本遺構には伴わない。 2はピット内， 8は

カマド内からそれぞれ出土した。他は覆土中からの出土である。

060号住居跡(第65図，図版21・45)

調査区の北西部， C 2グリッドに位置する。上面が一部削平されているが，遺存状態は良好である。

平面形態は方形で，規模は4.l2mx 4.70mを測る。主軸方位はN-140-Eである。壁は垂直に掘り込ま

れ，壁高は19cm~35cmを測る。南西コーナー側が次第に低くなる。床面は凹凸があるが，全体に堅徹で，

中央部には硬化面が広がる。壁溝(幅20cm~25cm，深さ 6 cm~12cm) は全周する。 4 本の主柱穴を検出した

が，出入り口施設に伴うピットは確認できなかった。覆土は黒色土と暗黄褐色土が混在している。

カマドは北壁中央に設けられ，壁を24cm掘り込んでいる。天井部はすでに崩落していたが，袖部が遺存

していた。袖部の内面はよく被熱し，火床にも焼土が堆積していた。

出土遺物は少なく，図示できたのは 2点である。 2の聾はカマド内から， 1は覆土中から出土した。

062号住居跡(第66図，図版21・45)

調査区の北西部， C 2グリッドに位置する。上面が全体に削平されている。

平面形態は不整方形で，規模は3.34mx 3.42mを測る。主軸方位はN-230
- Eである。壁は緩やかに掘

り込まれ，壁高は20cmを測る。床面は全体に堅轍で，硬化面が広がっている。壁溝は西壁側で幅15cm，深

さ10cmと一定の規模を保っているが，その他の範囲では不安定な規模で巡る。主柱穴と考えられるピット

はP1~P3で，いずれも壁際に設けられている。 P4は出入り口施設に伴うピットである。覆土は黒色土が

主体である。部分的にローム・ブロックが混在する。

カマドは北壁中央に設けられている。遺存状態は悪く，袖部の一部が残存していた。火床は楕円形に掘

り窪まれ，焼土が堆積していた。

遺物は床面や覆土から土師器杯・皿，須恵器杯・聾と 4点の鉄製品が出土している。 3の墨書土器はカ

マド前の床面から出土した。鉄製品(第81図40・41)と釘(第81図32)は床面から，刀子(第80図16)はカマド

上からそれぞれ出土している。

064号住居跡(第67・68図，第10表，図版22・23・53)

調査区の北西部， C 2グリッドに位置する。床面から輔羽口，椀形鍛冶津や多量のスラグが検出され，

鍛冶関連の遺構であることが判明した。

平面形態は方形で，規模は2.85mx 3.34mを測る。北西コーナー付近で，壁はやや内側へ曲がる。主軸

方位はN-150-Wである。壁は緩やかに掘り込まれ，壁高は12cm前後と浅い。床面は凹凸があり，全体

に軟弱である。壁溝は検出されていない。床面からは北西コーナー付近で浅い掘り込みを検出したのみで，

柱穴は確認できなかった。また，南壁中央の床面に踏み台状の高まりを検出した。覆土は暗褐色土を主体

にローム・ブロックが混在している。

カマドは北壁中央に設けられ，壁を53cm掘り込んでいる。遺存状態は悪く，構築材の砂質粘土がわずか

に確認された程度である。火床は浅い皿状で，被熱していた。

本遺構を掘り下げていったところ，床面中央付近から多量のスラグが検出された。これらを取り上げ床
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060号住居跡及び出土遺物

3基のピットと床面を一部高くした箇所が検出された。このピット周辺からは，椀形鍛

治津や輔羽口片も出土したが，椀形鍛治i宰は西寄りの範囲に集中している。

第65図

面を精査すると，

3基のピットの内，南側の 1

よ基は鍛冶炉(径35cm，深さ15cm)で，覆土には炭化粒やスラグを多く含んでいる。底面は焼土が堆積し，

く被熱していた。上面からは輔羽口片が検出された。北側の 2基は連続する楕円形のピットで， P1からは

一部硬この 2基のピットの西側の床面が，輔羽口片が出土しており，輔に関連するピットと考えられる。

化している。鍛冶炉の南西側に隣接して，床面が一部高くなった箇所が確認された。全体に黒く変色し，

表面が硬化している。中央部が南北にやや窪み，台座として使用した可能性も考えられる。

1はカマドか遺物は土器の出土は少なく，土師器片や鉄製品などがカマドや覆土中から出土している。

3は輔羽口の先端部と筒部の破片で，同一個体で

ある。先端部は暗褐色~黒色に溶解し，変形している。現存長は7.1cmである。筒部の色調は茶褐色であ

88 

ら，万子(第80図14)は床面からそれぞれ出土している。
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第68図 064号住居跡出土椀形津

るが，先端部に近い箇所は黒色に変色している。現存長9.2cm，推定外径6.8cm，通風孔の推定径1.9cmを測

る。いずれも小礁を若干含む砂粒の多い粘土でつくられている。 4~9 は椀形鍛冶津である。計測値等は

第10表にまとめた。半月形をした薄手のものが多い。

066号住居跡(第69図，図版23・46・52)

調査区の北西部， C 2グリッドに位置する。 038号住居跡と同様，出入り口施設が壁外に張り出す，特

異な形態である。

基本的な平面形態は方形で，規模は3.88mx 3.98mを測る。主軸方位はN-120
- Eである。壁はやや緩

やかに掘り込まれ，壁高は30cm~46cmを測る。南側が次第に低くなっている。床面は全体に堅轍で，特に

中央部はよく踏み固められている。壁溝(幅20cm~30cm，深さ lûcm) は一部を除いて全周する。主柱穴はP1

~P4である。南壁コーナーのP6' P7は浅く，補助的な柱穴であろう。出入り口施設(幅140cm，奥行1l0cm，

第10表椀形鍛治津計測表

番号 遺物番号 最大長(cm) 最大幅(cm) 最大厚(cm) 重量(g)

4 122 10.7 10.8 6.5 530.3 

5 124・125・154 8.6 10 2.6 273.7 

6 126・127 9.4 12 5 320.9 

7 128 7 7.7 3.5 145.5 

8 129 10.4 10.7 4.3 408.7 

9 154 4.3 5.5 2 49.7 
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深さ20cm)は南壁外に張り出して設けられている。底面は床面より 10cmほど高くつくられ，長楕円形のピ

ット(径33cmx70cm，深さ19cm)を検出した。また，この施設に対応して，床面にもP5(深さ13cm)が設けら

れている。覆土はローム粒や焼土粒を多く含む暗褐色土が主体である。

カマドは北壁中央に設けられている。壁を75cm掘り込んで，緩やかに立ち上がる煙道部を形成する。上

面に撹乱を受けているため，遺存状態は良好ではない。袖部の一部が残存し，内面はよく被熱していた。

火床は浅いが，焼土は多く残っていた。

遺物は覆土を中心に，土師器杯・皿・聾，須恵器杯・聾，瓦などが出土している。 1はカマド上面，

2・11は床面， 7はP6内からそれぞれ出土した。特に， 4~ 8・10と6点の墨書土器が検出されており注

目される。 7以外は覆土中からの出土である。

068号住居跡(第70図，第11・18表，図版23・24・46・52・53)

調査区の北西部， C 2グリッドに位置する。上面が全体に削平され，特に北壁西半が撹乱を受けている。

平面形態は方形で，規模は3.70mX 3.62mを測る。主軸方位はN-120
- Eである。壁はほぼ垂直に掘り

込まれ，壁高は10cm~14cmである。床面は凹凸はあるが全体に堅轍で，中央部には硬化面が広がっている。

壁溝は確認されていない。主柱穴はP1~P3で， P4は不整形であるが出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。覆土はローム粒・焼土粒を含む暗褐色土に暗黄褐色土が混在する。

カマドは北壁中央に設けられ，壁をわずかに掘り込んでいる。遺存状態は悪く，天井部はすでに崩落し，

袖部の一部が残存していた。火床は皿状に11cm掘り窪められているが，焼土の堆積はほとんどない。

遺物は覆土中から，土師器杯・棄，須恵器聾，鉄製品(第81図34)，砥石の他，瓦転用品10点(第11表)が

出土している。瓦転用品は破片を再利用したもので，覆土南半から検出された。表面や側面が研磨されて

おり，磨石の様な使用法や韓しに利用されたことも考えられるが，正確な用途は不明である。砥石の計測

値等は第18表にまとめた。

069号住居跡(第71図，図版24・46)

調査区の北西部， C 2グリッドに位置する。上面が全体に削平され，遺存状態は悪い。

平面形態は方形で，規模は4.32mX 3.98mを測る。主軸方位はN-120-Wである。壁の掘り込みは浅く，

壁高は12cm前後で、ある。床面は全体に堅轍で，中央部はよく踏み固められていた。壁溝(幅20cm，深さ 9

cm) はカマド部分を除いて全周する。主柱穴と考えられるのはP1~P3で， P4は出入り口施設に伴うピット

である。覆土にはローム粒を含む暗茶褐色土が堆積していた。

カマドは北壁中央に設けられており，壁への掘り込みはない。遺存状態は悪く，袖部がわずかに残存し

第11表瓦転用品計測表 (現存値)

番号 遺物番号 最大長(cm) 最大幅(cm) 最大厚(cm) 重量(g)

5 1 7.65 5.20 2.00 92.84 
6 6 5.95 4.55 1.95 57.23 
7 11 6.45 4.55 2.20 78.15 
8 3 5.85 5.20 2.10 66.84 
9 22 5.85 4.35 2.50 61.58 
10 12 5.80 4.05 2.00 45.38 
11 9 4.70 4.60 1.90 36.41 
12 5 4.58 4.46 2.07 39.34 
13 2 5.19 4.77 2.11 55.02 
14 7 6.43 5.61 2.11 67.00 
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ていた。火床はよく被熱し，焼土が堆積していた。

出土遺物は少なく，覆土中から須恵器杯・聾，紡錘車が出土している。紡錘車は砥石を再加工したもの

で，径3.7cm，厚さ1.6cm，重量は32.78gを測る。

070号住居跡(第71図，図版24・46)

調査区の北西部， C 2グリッドに位置する。上面が全体に削平されている。

平面形態は方形で，規模は3.64mx 3.94mを測る。主軸方位はN-70-Wである。壁はやや緩やかに掘り

込まれ，壁高は14cm~20cmを測る。床面は全体に堅般で，中央部には硬化面が広がる。壁溝(幅10cm~20

cm，深さ 5cm~ 7 cm)は北壁の一部とカマド部分を除いて巡っている。主柱穴は 4本検出した。出入り口

施設に伴うピットは確認されていなし、。覆土には暗黄褐色土と暗褐色土が混在している。

カマドは北壁中央東寄りに設けられている。壁への掘り込みはほとんどない。遺存状態は良好ではなく，
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袖部が残存していた。火床は皿状に掘り窪まれ，焼土が堆積していた。

出土遺物は少なく，床面や覆土中から土器類が出土している。 6はカマド西袖脇から出土した。

072号住居跡(第72図，図版24・46・47)

調査区の中央北側， D 2グリッドに位置する。南西コーナーの一部が撹乱をうけているほかは，遺存状

態は良好である。

平面形態は長方形で，規模は2.98mx 3.48mを測る。主軸方位はN-70
- Eである。壁は垂直に掘り込ま

れ，壁高は30cm-38cmを測る。床面はやや凹凸があり，中央部が広く硬化している。壁溝(幅15cm-20cm，

深さ 6cm-10cm)はカマド部分を除いて全周し，出入り口施設に伴うピットに続く。主柱穴は確認できな

かった。南西コーナーには一部撹乱を受けているが，貯蔵穴(径65cm，深さ30cm)が付設されている。覆土

はローム粒・焼土粒を多く含む暗褐色土を主体に，灰褐色砂が混在している。

カマドは北壁中央に設けられている。壁を30cm掘り込んで，緩やかに立ち上がる煙道部を形成する。遺

存状態は良好ではないが，スサを混入した砂質粘土で構築されている。天井部はすでに崩落し，袖部の一

部が残存していた。火床は15cm掘り窪められているが，焼土の堆積は少ない。

遺物は床面や覆土中から土師器杯，須恵器壷などが出土している。 1. 3・4は床面から， 11・12はカ

マド内から出土した。

073号住居跡(第73・74図，第18表，図版25・47・53)

調査区の北西部， C 2グリッドに位置する。上面をやや削平されている。

平面形態は不整方形で，規模は3.l0mX 3.48mを測る。主軸方位はW-80
- Sである。壁は緩やかに掘り

込まれ，壁高は14cm-28cmを測る。床面は凹凸があるが堅轍で，中央部には硬化面が広がる。壁溝は確認

されていない。南壁際にピットを 1本検出したが，主柱穴や出入り口施設に伴うピットは確認されていな

い。覆土はローム粒・焼士粒を含む暗褐色土を主体に，暗黄褐色士が混在している。

カマドは西壁中央に設けられ，壁を20cm掘り込んでいる。天井部は崩落していたが，袖部は遺存してい

た。火床は皿状に広く掘り窪められ，厚く焼土が堆積していた。

遺物は，覆土中から土師器杯・聾，須恵器聾，石製紡錘車，万子などが多く出土している。 3. 10は床

面直上から出土した。 4の線刻土器と刀子(第80図11)は覆土中からの出土である。紡錘車は凝灰岩製で，

最大径4.6cm，厚さ1.4cm，孔径0.7cm，重量は33.79gを測る。砥石の計測値等は第18表にまとめた。

110号住居跡(第75図，図版25)

調査区の北西部， C 2グリッドに位置する。床面中央部に撹乱を受けているが，遺存状態は良好である。

平面形態はほぼ正方形で，規模は3.l0mX 3.06mを測る。主軸方位はN-120-Wである。壁は緩やかに

掘り込まれ，壁高は12cm-20cmを測る。東壁側がやや高くなっている。床面は全体に堅織である。壁溝

(幅20cm，深さ 5cm前後)は途切れながら巡っている。主柱穴はP1. P2で， P3は出入り口施設に伴うピッ

トである。覆土はローム粒・焼土粒を多く含む暗茶褐色土である。

カマドは北壁中央に設けられ，壁をわずかに掘り込んでいる。遺存状態は良好ではなく，天井部はすで

に崩落し，袖部が残存していたO 袖部の内面はよく被熱し，火床にも焼土が堆積していた。

遺物はカマド内や覆土中から土師器杯・棄などの破片が多く出土しているが，図示できたのは 1点のみ

である。
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111号住居跡(第75図，図版25)
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第74図 073号住居跡出土遺物 (2)

12 

こ己二コ
15 

(1/ノ2) 5cm 

調査区の北西部， C 2グリッドに位置する。 110号住居跡に隣接する。遺存状態は悪く，全体を大きく

削平され，床面が露呈していた。また，西半部はすで、に消滅していた。

平面形態はほぼ正方形になると考えられ，規模は推定で3.0mX 3.lmを測る。主軸方位はN-30-Wであ

る。残存している床面は軟弱である。壁溝(幅20cm，深さ 3cm)は，南壁と北東コーナー付近で一部が確認

された。ピットは検出されていない。覆土には暗茶褐色土が堆積していた。

カマドは北壁中央に設けられているが，遺存状態は悪く，袖部の一部が残存していた。火床は12cm掘り

窪められ，被熱で硬化していた。

遺物は，カマド内から士師器杯が出土したのみである。

112号住居跡(第75図，図版25・26・47)

調査区の西部， C 2グリッドに位置する。上面全体をすでに削平されており，遺存状態は悪い。

平面形態は方形で，規模は2.64mX 2.84mを測る。主軸方位はN-gO-Wである。壁高は現存で 2cm-7

cmを測る。床面中央部に硬化面が広がっている。壁溝(幅15cm-30cm，深さ 4cm-8 cm)はカマド部分を除

いて全周する。主柱穴は南壁際の 2本で，出入り口施設に伴うピットも検出した。覆土にはわずかに暗褐

色土が堆積していた。

カマドは北壁中央に設けられている。遺存状態は悪く，わずかに袖部の一部を確認できたにすぎない。

火床は皿状に浅く掘り窪められ，よく被熱していた。
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遺物はカマド内を中心に，土師器杯や須恵器蓋が出土しているが，図示できたのは 3点である。

119号住居跡(第75図，図版26)

調査区の北西部， C 2グリッドに位置する。上面は大きく削平され，カマドもイモ穴に撹乱されており，

遺存状態は悪い。

平面形態は方形で，規模は3.28mx 3.54mを測る。主軸方位はN-50
- Eである。壁は南東コーナー側で

わずかに 8cmほど残存している。床面の一部まで削平されており，柱穴等も検出できなかった。壁溝(幅

12cm~20cm，深さ 2 cm)は遺存範囲では全周する。

遺物は壁溝内から土師器聾の胴部の破片が 1点出土したのみである。図示はできなかったが， 9世紀代

の土師器聾であろう。

117号住居跡(第76図，図版26・47)

調査区の北西端， C 1グリッドに位置する。遺存状態は悪く， 116号住居跡， 125号住居跡と重複する。

109号溝に北壁側を削平されており，カマドはすでに失われていた。

平面形態は方形になると考えられ，規模は推定で3.7mx 3.94mを測る。主軸方位はN-280-Wである。

壁は残存部分では緩やかに掘り込まれ，現存高で 9cm~16cmである。床面の中央部に硬化面が残る。壁溝

(幅20cm~26cm，深さ 10cm) は，遺存範囲ではほぼ全周する。主柱穴は 4 本検出されたが，出入り口施設に

伴うピットは確認できなかった。

遺物は覆土中から土師器杯・皿・聾，須恵器杯・聾などの破片が多く出土している。

125号住居跡(第76図，図版27)

調査区の北西端， C 1グリッドに位置する。大半を109号溝に削平されており，西壁と南壁の一部が残

存している。南西側の床面も 126号土坑に壊されており，遺存状態は悪い。

平面形態は方形になると考えられ，規模は西壁長3.4m，南壁は推定で、3.5mを測る。主軸方位はN-

200-Wである。残存する壁の高さは10cmほどで，床面もほとんど遺存していない。柱穴等も検出できな

かった。

出土遺物は少なく，覆土中からわずかに土師器片が出土したが，図示できるものはなかった。

118号住居跡(第76図，図版26・48)

調査区の西部， C 2グリッドに位置する。上面を削平されているが，遺存状態は良好である。

平面形態は長方形で，規模は4.50mx 3.90mを測る。主軸方位はN-60-Wである。壁はほぼ垂直に掘り

込まれ，壁高は14cm~27cmを測る。北西側が次第に低くなっている。床面はやや軟弱で、，硬化した面はな

い。壁溝(幅20cm，深さ 3cm~ 6 cm)はカマド部分を除いて全周する。主柱穴は 4本検出されたが，南側の

2本は壁に内側に向かつて穿たれている。 P5は出入り口施設に伴うピットである。覆土は，ローム粒・焼

士粒を多く含む暗茶褐色土である。

カマドは北壁中央に設けられ，壁を30cm掘り込んで煙道部を形成している。天井部は崩落しており，袖

部が遺存していた。火床は浅いが，焼土がよく堆積し底面は被熱していた。

遺物は覆土中を中心に，須恵器杯・聾などの破片が遺構全体から多く出土している。 10は床面から出土

した。また，刀子(第80図 7)は床面からの出土である。

122号住居跡(第77図，図版26・27・48)

調査区の西部， C 2グリッドに位置する。 123号住居跡と重複し，北西コーナー付近を削平している。
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平面形態は長方形で，規模は3.12mx 3.56mを測る。主軸方位はN-60
- Eである。壁は垂直に掘り込ま

れ，壁高は 7cm~llcm と浅い。床面は凹凸があり，カマド前面が硬化していた。壁溝(幅15cm，深さ 8 cm 

~12cm) はカマド部分を除いて全周する。床面からピットが 4 本検出された。 P3は出入り口施設に伴うピ

ットであるが， Pl. P2は柱穴よりも貯蔵穴の可能性もある。覆土には暗茶褐色土が堆積していた。

カマドは北壁中央に設けられ，壁を27cm掘り込んで煙道部を形成する。遺存状態はあまり良好ではなく，

両袖部が残存していた。火床は浅いが焼土が堆積し，よく被熱していた。

遺物はカマドや覆土から土師器杯・皿や鉄製品などが多く出土している。 6の墨書土器は床面， 1はP2，

2と5の線刻土器はカマド内からそれぞれ出土した。紡錘車(第81図24)，鉄製品(第81図33)は覆土中から

の出土である。

123号住居跡(第77・78図，図版26・27・48)

調査区の西部， C 2グリッドに位置する。 122号住居跡に北西コーナー付近を削平されている。

平面形態はほぼ正方形で，規模は5.44mx 5.50mを測る。主軸方位はN-80-Wである。壁はやや緩やか

に掘り込まれ，壁高は 7cm~20cm と浅い。床面は全体に軟弱で，硬化した面はない。壁溝(幅10cm~20cm ，

深さ 5cm~ 8 cm)は削平された範囲は不明だが，カマド部分を除いて全周すると考えられる。床面からは

4本の主柱穴と出入り口施設に伴うピットを検出した。 P2はほかの柱穴に比べて径が小さい。覆土には暗

茶褐色土が薄く堆積していた。

カマドは北壁中央に設けられ，壁をlOcm掘り込んで、いる。天井部は崩落していたが，袖部の遺存は良い。

火床は皿状に浅く掘り窪められ，底面はよく被熱していた。

遺物は床面や覆土中から土師器蓋，須恵器蓋・高台付杯・長頚査などが出土している。 4. 5は混入品

である。 6の須恵器長頚査は頭部を欠いた状態で，カマド東脇の床面に倒置されていた。 7はカマド前の

床面直上からの出土である。

129号住居跡(第79図，図版27・48)

調査区の北西端， B 1・C1グリッドに位置する。北側の上面が一部削平されているが，遺存状態は比

較的良好である。

平面形態は正方形で，規模は3.22mx 3.24mを測る。主軸方位はN-200-Wである。壁は垂直に掘り込

まれ，壁高は10cm~34cmを測る。北側が次第に低くなっている。床面はやや凹凸があり，硬化面はない。

壁溝(幅10cm~18cm，深さ 4 cm)はカマド部分を除いて全周する。柱穴等は検出されていない。

カマドは北壁中央に設けられ，壁を15cm掘り込んでいる。木根による撹乱を受け，遺存状態は良好で、は

ない。袖部がわずかに残存していたが，内面はよく被熱していた。火床は皿状に掘り窪められ，底面も被

熱していた。

遺物は少なく，須恵器杯，土師器棄などが覆土中から出土している。 1は覆土中， 2はカマド周辺から

出土した。

128号住居跡(第79図，図版27)

調査区の西部， C 2グリッドに位置する。上面は大きく削平され，遺構北側と西壁中央にも撹乱を受け，

遺存状態は悪い。残存していた焼土の範囲などから，カマドは西壁に設けられていたと考えられる。

平面形態は長方形で，規模は3.50mx 4.20mを測る。主軸方位はW-20
- Sである。壁はわずかに残存し，

高い箇所でも 6cm程度で、ある。床面はほぼ平坦で，中央部は硬化している。壁溝(幅lOcm~20cm，深さ 4
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123号住居跡出土遺物第78図

4本の主柱穴が検出された。東側の 2本は壁溝に穿たれてcm-9 cm)は遺存している範囲では全周する。

おり，深さも西側の 2本に比べて深い。出入り口施設に伴うピットは確認できなかった。覆土にはわずか

に暗褐色土が堆積していた。

カマドはすでに撹乱を受けており，遺存していない。残存する焼土の範囲から，西壁中央より北側に設

けられていたと考えられる。

遺物はわずかに 9世紀中頃と考えられる土師器皿片などが柱穴や覆土から出土したが，図示できるもの

はなかった。

131号住居跡(第79図，図版27)

調査区の北端， C 1グリッドに位置する。斜面にかかるため，北壁と東壁側はすでに消失しており，遺

存状態は悪い。南西側の残存部分と遺物の出土状況から，住居跡と判断した。

平面形態は方形になると考えられ，規模は西壁長4.3m，南壁長は現存で3.1mを測る。壁は緩やかに掘

り込まれ，壁高は遺存のよい南壁で、26cmで、ある。床面は全体に軟弱で，斜面に向かつて下がっている。柱

穴等は検出されていない。また， カマドの位置等も不明である。

遺物は覆土中から主に 9世紀代の土師器片などがわずかに出土したが，図示できるものはなかった。

金属製品

奈良・平安時代の竪穴住居跡から出土した金属製品である(第80・81図，図版50・51)。鉄製品がほとん

どであるが，銅製品も 2点含まれている。鉄製品は20軒の竪穴住居跡から37点出土している。以下，製品
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131 

銅鋳(第80図 1) 役人の腰帯に装着する鋳帯金具の錠尾である。表金具のみで裏金具は出土していな

いが，遺存状態は良好である。横幅4.7cm，縦幅2.9cm，高さ0.5cm，厚さ1.5凹，重量は18.09gである。上面

で横幅4.3cm，縦幅2.5cmの面をつくる。内面は鋳放しの粗面のままで，横幅方向に 2足，縦幅方向に沿っ

て2足，計4足の鋲足を鋳出する。鋲足の先端は折損している。 024号住居跡から出土した。

不明銅製品(第80図2-4) 銅板の小片である。 3片出土しているが，もとは同一個体であろう。 2

は現存長4.05cm，幅1.85cmで，厚さ0.5mmの2枚の薄い鋼板をあわせである。 3は現存長1.45cm，幅0.85cm，

厚さ1.2凹。 4は現存長0.8cm，幅0.6cmo026号住居跡の覆土上面から出土した。

鎌(第80図 5) ほぽ完形品で，住居跡からの出土はこの 1点のみである。基部は大きく外聾する特徴

的な形態で，刃は直線的に延び先端でやや外反する。基端部に高さ1.5cmの折り返しをもっ。全長20.8cm，

最大刃幅4.2cm，棟厚5.5凹を測る。 042号住居跡から出土した。
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手鎌(第80図6) 釘孔はないが，形態等から手鎌と考えられる。現存長4.38cm，幅1.8cm，棟厚2.0mmを

測る。刃部先端が内管する。 044号住居跡から出土した。

刀子(第80図7-16，第12表) 10軒の住居跡から10点出土した。多くは刃関と棟闘をつくりだしてい

る一般的な形態の万子で，大きさは様々である。 11のみ棟関のない形態の小型品で，茎の先端が少し折り

曲がっている。完形品は少なく， 16は大きく折り曲げられており，本来の形態も復元して図示した。 15は

茎の一部と考えられ，無聞か闘が鈍角につくられている形態であろう。 7. 10は柄の木質が残っている。

鉄鎖(第80図17-23，第13表) 3軒の住居跡から 7点出土した。 042・049号住居跡で 2点， 057号住

居跡では 3点と，特定の住居跡からまとまって出土している。鎌身の形態の内訳では，平根式 2点，尖根

式 1点，雁股鎌 1点，片刃箭式 1点である。 18の逆刺の長さは0.8cmで、ある。 19の茎元には，上部に糸巻

による径1.0cmの口巻，その下には樹度による径0.9cmの口巻が施され，矢柄への装着の仕方がよくわかる。

17は雁股鎌， 18・19は長三角形式で根は両丸造りである。

紡錘車(第81図24-28，第14表) 5軒の住居跡から 5点，うち 4点は紡輪が装着した状態で出土した。

25は遺存状態は良好である。軸を欠損しているものが多く，全体の形状は不明である。紡輪の大きさから，

径 5cm前後(24・25)，径4cm前後(27)，径3.5cm前後(26)の3種類に大別できる。

鍵(第81図29) 本来はコ字状になり，両端も尖っていたと考えられる。現存縦長6.0cm，横幅4.5cm，

厚さ0.5c皿である。 049号住居跡から出土した。

不明工具(第81図30) 用途は不明であるが，工具と考えられる。鎌身にあたる部分に刃部がなく，断

面も扇平であることから，鉄鎌ではないと判断した。全長5.4cm，幅1.3cm，厚さ0.3cmである。基部は断面

方形で，幅0.45cm，厚さ0.38cmである。

鉄釘(第81図31・32) 2点出土した。いずれも脚下半部を折損する。 31は頭部が傾いている。現存長

2.33cm，方形の頭部(8.5凹x5.lmm，厚さ3.0醐)は小さく，脚(3.6凹x2.5mm)は断面長方形である。 042号住居

跡出土。 32は折頭釘で，脚の上端を打ち延ばし，内側に折り曲げて頭部をつくる。現存長2.78cm，脚(3.8

凹x3.0mm)は断面方形である。 062号住居跡から出土した。

不明鉄製品(第81図33-41) 用途不明や，棒状で原形が不明な製品である。 33は棒状の鉄を折り曲げ，

断面楕円形(5.5mmx 5.2凹)の環部をつくる。現存長5.02cm，棒状部分は断面方形(4.0皿x2.9皿)である。 122

号住居跡出土。 34は薄い板状の製品で，刃部はない。現存長3.73cm，幅2.1cm，厚さO.lcmである。 068号住

居跡出土。 35も薄い板状の製品で，表面に査みがある。現存長3.78cm，現存幅1.45cm，厚さ0.12cmである。

051号住居跡出土。 36は頭部はないが，釘の可能性もある。現存長2.52cm，断面は方形(3.5阻 x2.5皿)であ

る。 064号住居跡出土。 37は木質が付着しており，刀子か鉄鎌の一部と考えられるが判然としない。現存

長4.0cm，最大幅0.9cm，断面は長方形(2.3阻 x6.5mm)である。 019号住居跡出土。 38-41は鉄鉱や釘などの

一部と考えられる。いずれも棒状で，断面を方形につくる。 38・39は028号住居跡， 40・41は062号住居跡

からそれぞれ出土した。
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第12表万子計測表 (現存値・ cm)

番号 遺構番号 全長
身 茎

備 考
長さ| 幅 |厚さ 長さ| 幅 |厚さ

7 118号住居跡 13.10 8.10 1.50 0.30 5.00 0.80 0.30 茎に木質部が残る

8 028号住居跡 15.90 11.10 1.35 0.35 4.80 0.95 0.35 

9 049号住居跡 17.45 11.90 1.25 0.40 5.55 0.80 0.24 

10 002号住居跡 20.88 13.85 1.03 0.25 7.03 0.90 0.30 茎に木質部が残る

11 073号住居跡 7.30 4.65 0.80 0.23 2.65 0.42 0.22 刃関のみ

12 020号住居跡 5.18 1.15 0.30 

13 051号住居跡 7.60 4.90 1.00 0.25 2.70 0.55 0.30 

14 064号住居跡 4.20 2.70 1.18 0.22 1.50 0.75 0.25 

15 017号住居跡 4.52 4.52 2.20 0.30 茎のみ遺存

16 062号住居跡 10.00 9.78 1.18 0.20 0.22 大きく折れ曲がっている

第13表鉄鉱計測表 (現存値・ cm)

番号 遺構番号 全長
鎌身 箆被 茎

備 考
長さ j 幅 |厚さ 長さ|幅 |厚さ 長さ| 幅 |厚さ

17 042号住居跡 15.15 6.38 4.68 0.25 8.77 0.35 0.30 雁股鍛

18 049号住居跡 7.65 4.00 2.85 0.19 2.30 0.90 0.35 2.15 0.38 0.30 

19 042号住居跡 8.32 3.30 2.05 0.20 2.50 0.60 0.35 2.58 0.28 0.25 

20 057号住居跡 5.28 2.05 0.90 0.16 3.23 0.35 0.24 

21 057号住居跡 7.70 3.98 0.60 0.15 3.72 0.40 0.30 

22 057号住居跡 4.64 2.54 0.50 0.35 2.10 0.27 0.22 

23 049号住居跡 14.10 5.58 0.35 0.22 8.52 0.45 0.28 

第14表紡錘車計測表 (現存値・ cm)

番号 遺構番号 全長
紡 輪 軸

備 考
径 |厚さ 長さ| 幅 [厚さ

24 122号住居跡 26.90 4.70 x4.90 0.22 26.90 0.42 0.35 

25 028号住居跡 17.27 4.98 x 5.10 0.20 17.27 0.42 0.42 

26 026号住居跡 7.35 3.38 x 3.40 0.18 7.35 0.35 0.35 

27 037号住居跡 1.80 4.20 x4.06 0.20 1.80 0.45 0.45 

28 049号住居跡 9.15 9.15 0.38 0.35 軸のみ遺存
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第 2節掘立柱建物跡

H -01 (第82・85図，図版28・49)

調査区の東側， E 3グリッドに位置する。 028号住居跡を一部壊して重複する。

東西 3間(309m)，南北 3間(504m)の南北棟の側柱建物である。南隅柱の位置がやや北に寄っている。

桁行方位はN-290
- Eである。柱間寸法は桁行(南北)方向で1.5m-200m，梁間(東西)方向で、はl.lm-1.5

mを測る。柱穴は径50cm-96cmの楕円形で，深さ67cm-103cmと一定していない。北側梁間の柱穴は比較

的大きく深く掘り込まれている。残存している柱のあたり痕跡は，径20cm前後のものが多い。掘方埋土上

面には砂質粘土を充填している O

遺物は覆土中から須恵器杯(第85図 1)と聾(第85図4-6)などが出土した。

H -02 (第82・85図，図版28)

調査区の東側， E 3グリッドに位置する。 H-01の北側に隣接する。

東西 2間(306m)，南北 3間(406m)の南北棟の側柱建物である。桁行方位はN-180
- Eである。柱間す

法は桁行(南北)方向で1.4m-200m，梁間(東西)方向では1.5m -1.8mを測る。柱穴は径45cm-86cmの楕円

形で，深さは37cm-69cmで、ある O 北側梁間方向の柱穴は一定の規模で掘り込まれている。確認された柱の

あたり痕跡は径20cmで、ある。掘方埋土は黒色土を主体に，ローム粒を含む暗褐色土が混入する。

遺物は覆土中から須恵器聾の底部(第85図7)が出土した。

H -03 (第83図，図版28)

調査区の中央部， D 3グリッドに位置する。

東西 3間(400m)，南北 3間(502m)の南北棟の側柱建物である。桁行方位はN-lQO-Eである。柱間す

法は桁行(南北)方向で1.6m-200m，梁間(東西)方向で、はl.lm-1.5mを測る。柱穴は径64cm-90cmの円形

で，深さは25cm-60cmで、ある。掘方の浅い柱穴が多いが，北東隅の柱穴は深さ60cmで，柱のあたり痕跡

(径20cm)も確認できた。掘方埋土は小ローム・ブロックを含む暗褐色土と黒色土で構成されている。

覆土中から土器片が出土したが，図示できるものはなかった。

H-04 (第83図，図版28)

調査区の中央部やや南側， D 3グリッドに位置する。

東西 2間(308m)，南北 5間(905m)の南北棟の側柱建物である。南西隅柱の位置がやや北に寄っている。

桁行方位はN-240
- Eである。柱間寸法は桁行(南北)方向で1.6m-2.4m，梁間(東西)方向では1.8m-202

mを測る。桁行方向の北から 2間目の棟筋に，間仕切りのための浅い柱穴(深さ10cm)が穿たれている。柱

穴は径52cm-76cmの円形で，深さは10cm-60cmと不揃いである。概して浅い柱穴が多い。掘方埋土はロー

ム粒を含む黒色士と暗褐色土からなる。

覆土中から土器片が少量出土しているが，図示できるものはなかった。

H -09 (第84・85図，図版28)

調査区の中央部， D 2グリッドに位置する。 H-13と重複し，柱穴の重複関係から H-13より新しい。

東西 5間 (7.4m-708m)，南北 2間(208m)の東西棟の側柱建物で，南側の桁行は北側より短い。桁行方

位はN-560-Wである。柱間す法は桁行(東西)方向で1.2m-1.8m，梁間(南北)方向で、は1.2m-1.6mを測

る。桁行方向の西から 1間目の棟筋に柱穴が穿たれている。西側の柱穴は規模も方向も他と異なるため，

間仕切りのための柱穴ではなく，妻庇を付けていた可能性も考えられる。柱穴は径60cm-80cmの円形で，
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深さは10cm-60cmと不揃いである。西側の 2列の柱穴は，他の柱穴と比較して規模も大きく深い。

遺物は覆土中から須恵器杯片(第85図2)が出土している。

H -10 (第84・85図，図版28)

調査区の中央部， C 2グリッドに位置する。一部撹乱を受けている。

東西 2間(3.5m)，南北 2間(3.0m)の東西棟の側柱建物である。南東隅の柱がやや南に寄っている。桁

行方位はN-770-Wである。柱聞す法は桁行(東西)方向で1.5m-1.9m，梁間(南北)方向では1.3m-1.7m

を測る。柱穴は径60cm-90cmの楕円形で，深さは30cm-74cmと不揃いである。残存する柱のあたり痕跡は

径14cm-20cmで、ある。

遺物は覆土中から土師器杯片(第85図3)が出土している。

H -13 (第85図，図版28)

調査区の中央部， D 2グリッドに位置する。 H-09と重複し，柱穴の一部を壊されている。

東西 3間(6.1m)，南北 3間(4.3m)の東西棟の側柱建物である。桁行方位はN-860-Wである。柱間寸

法は桁行(東西)方向で2.0m-2.2m，梁間(南北)方向で、は1.3m-1.7mを測る。柱穴は径40cm-60cmの円形

で，深さは28cm-65cmと不揃いである。全体に他の建物跡の柱穴より一回り小さい。

第15表掘立柱建物跡一覧

遺構番号 グリッド 棟方向 桁行総長(m) 梁間総長(m) 桁行間数 梁間関数 桁す行法柱聞(m) 梁寸間柱法問(m) 備 考

H-Ql E3-22 南北 5.4 3.9 3 3 l.5-2.0 1.1-l.5 

H-02 E3-12 南北 4.6 3.6 3 2 l.4-2.0 l.5-l.8 

H-03 D3-17 南北 5.2 4.0 3 3 l.6-2.0 1.1-l.5 

H-04 D3-46 南北 9.5 3.8 5 2 l.6-2.4 l.8-2.2 間仕切り

H-09 D2-82 東西 7.8 2.8 5 2 l.2-l.8 l.2-l.6 庇か間仕切り

H-IO C2-89 東西 3.5 3.0 2 2 l.6-l.9 l.3-l.7 

H-13 D2-92 東西 6.1 4.3 3 3 2.0-2.2 l.3-l.7 

第 3節土坑

有天井土坑 1基と土坑15基のほか，多数のピット群を検出した。主な土坑の規模等は第16表にまとめ，

代表的なものは以下に記載した。土坑のなかには，形状等から土坑墓と考えられる遺構や小規模なピット

も含まれている。調査区全域に分布しているが，主に北側の区域に東西に展開し，住居跡の周辺に多く位

置している。形態は円形・楕円形，長方形，不整方形等があり，規模等も様々である。出土遺物から時期

を判断できる土坑もある。また，ピット群は台地中央部から西側にかけて集中的に分布している。性格の

不明なピットが多く，このなかから遺物が出土したピットを掲載した(第88図，図版49)。

013号土坑(第86図，図版28)

調査区の東端， F 2グリッドに位置する，有天井土坑である。 003号溝に西側の一部を削平されている。

天井部はすでに崩落しており，平面形態は長方形になると考えられる。現存で長軸長2.4m，短軸長1.2m

を測る。緩やかに掘り込まれ，掘り込み面から26cmのところに中段をもっ。底面は長方形で，長軸長2.15

m，短軸長0.65m，深さ0.54mである。底面にピット等は確認されていない。覆土はローム粒を多く含む

po 
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茶褐色土とローム粒である。出土遺物はない。

052号・ 053号士坑(第86・88図，図版29)

調査区の中央北部， D 2グリッドに位置する。ともに045号住居跡の壁を一部削平し，構築されている。

平面形態がやや異なるが，規模や深さは近似している。 052号土坑からは古墳時代後期の土師器杯が2点

(第88図1・2)出土しており，両土坑とも同時期と考えられる。 053号土坑の底面から，棒状鉄製品(第88

図13，長さ3.65cm，幅4.8凹，厚さ3.0醐)が出土している。

056号土坑(第86・88図，図版29・49)

調査区の中央北部， D 1グリッドに位置し， 054号住居跡の西側に隣接する。遺存状態は良好で，土坑

のなかでは最も規模が大きい。平面形態は楕円形で，径2.7mx 2.95m，深さは1.77mである。緩やかに掘

り込まれ，底面は径0.9mxO.95mの不整方形で，ほほ平坦である。覆土中層に焼土層が広がる。覆土は下

部にローム粒や小ローム・プロックを多く含む暗褐色土と，その上に焼土粒や小ローム・ブロックを含む

黒色土や明褐色土が堆積している。遺物は古墳時代後期の土師器杯など(第88図3-5)が覆土中から出土

した。

067号土坑(第86図，図版29)

調査区の中央北部， D 1グリッドに位置し， 054号住居跡の東側に隣接する。平面形態は径2.lmx2.3m 

のほぼ円形で，深さは1.09mである。逆台形に掘り込まれ，底面も径0.63mの円形でほぼ平坦である。底

面の東西両端に 2基のピット(径14cmx 17cm，深さllcm-17cm)が穿たれている。覆土はローム粒や小ロー

ム・プロックを多く含む暗褐色土を主体に，黒色土が混在する。覆土中から土器片が出土した。

014号・ 018号・ 033号・ 071号・ 074号士坑(第87図，図版28・29・30)

074号土坑を除いて，調査区北側を東西に分布している。 074号土坑のみ調査区中央南部に位置する。と

第16表土坑一覧

遺構番号 旧遺構番号 グリッド 時期 平面形態 長軸方位 長軸長×短軸長(m) 深さ (m) 備 考

013号 043-13 F2-93 奈良・平安 長方形 N-6T-E 2.40X 1.20 0.54 有天井土坑

052号 043-52 D2-07 古墳後期 楕円形 1.95 x 1.70 0.29 

053号 043-53 D2-28 古墳後期 隅丸方形 N-78"-W 2.28X 1.80 0.36 

056号 043-56 Dl-91 古墳後期 楕円形 2.95X2.70 1.77 

067号 043-67 Dl-94 古墳後期 円形 2.30x 2.10 1.ω 
014号 043-14 E3-08 古墳後期 隅丸長方形 N-57'-E 2.23 x 1.15 0.18 土 坑 墓

018号 043-18 E2-45 古墳後期 隅丸長方形 N-49'-W 2却 x1.60 0.19 土 坑 墓

033号 043-33 Dl-98 古墳後期 間丸長方形 N-78"-W 2.77 x 1.15 0.31 土 坑 墓

071号 043-71 E2-43 古墳後期 隅丸長方形 N-85'-W 2.88X 1.70 0.30 土坑墓

074号 043-74 D4-03 古墳後期 隅丸長方形 N-78'-E 3.04 x 1.31 0.23 土坑墓

061号 043-61 C2-27 不 明 不整方形 N-58"-E 2.03 x 1.10 0.26 

126号 118-26 Cl-81 不 明 不整楕円形 2.15 x 1.54 0.05 

132号 118-32 Cl-74 不 明 長楕円形 N-79"-W 2絹 XO.89 0.52 

P3 043-D3-03-P3 D3-03 古墳後期 楕円形 0.68 x 0.50 0.10 

P3 043-C2-39-P3 C2-39 古墳後期 円形 0.43 x 0.38 0.53 

P1 043-C3-38-P1 C3-38 奈良・平安 円形 1.10 x 1.08 0.13 

P37 043-D2-71-P37 D2-71 奈良・平安 不整楕円形 1.96 x 0.70 0.38 

P32 043-C3-08-P32 C3-08 奈良・平安 円形 0.90 x 0.72 0.41 

P15 043-D2-31-P15 D2-31 奈良・平安 楕円形 1.46 x 1.30 0.93 

P45 043-D2-72-P45 D2-72 奈良・平安 楕円形 1.26xO.88 0.17 
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もに平面形態は隅丸長方形で，規模も014号土坑を除いて近似している。人骨や副葬品等は出土していな

いが，いずれも平坦な底面や，埋め戻したような覆土の状況などから，土坑墓と考えられる。遺物は小片

のため図示できないが，古墳時代後期の土師器が出土しており，いずれもこの時期の遺構と考えられる。

第 4節溝状遺構

001号溝(第89図，図版30)

調査区の南西端， B 4グリッドに位置する。北側が調査区外のため，南端の一部を調査した。南に進む

に従い，次第に幅を減じ浅くなる。調査範囲で長さ14.8m，最大幅2.3m，深さは全体に浅く，最も深い北

側で0.48mである。底面は凹凸があり，側面にピットをもっ。覆土は暗褐色土とローム粒を含む暗黄褐色

土である。出土遺物はない。

003号溝(第89図，図版30)

調査区の東端， E 2グリッドから F3グリッドに延びる。平安時代の住居，有天井土坑と重複する。西

側は次第に狭くなり消滅する。東西方向から南へ進んだ後，東へ直角に曲がり斜面に向かつて下がってい

く。調査範囲で長さ66.4m，幅0.5m-1.7m，深さ0.2m-0.4mである。緩やかに掘り込まれ，底面は平坦

だが狭い。覆土は暗茶褐色土が主体である。覆土中から土師器片等が出土しているが，図示できるものは

ない。

004号溝(第90・92図，図版30・49・51)

調査区中央を東西に走り，中央部で南西に曲がっていく。 002号住居跡， 003号溝， 005号溝， 006号溝と

重複し，これらの遺構に削平されている。調査範囲で長さ132.8m，幅0.4m-1.6m，深さO.l4m-0.54mで

ある。中央部で幅と深きが最も大きくなる。底面は中央部でさらに溝状に掘り込まれているが，その他の

区域ではほぼ平坦である。覆土は場所によって異なるが，暗褐色土，黒色土，暗黄褐色土が主体となる。

遺物は，土師器杯，須恵器杯，万子などが覆土中から出土している。

万子(第92図14)は，身と茎の一部を残す大型の製品である。身は全体に幅広で，棟関はなく刃関も鈍

角につくられ，身と茎の境が不明瞭である。現存値で，身は長さ12.55cm・幅2.32cm・厚さ4.5mm，茎は長さ

1.07cm・幅1.4c皿・厚さ2.8皿である。

005号溝(第91図，図版30)

調査区の東側， E 2グリッドから E3グリッドを南北に走る。古墳時代から平安時代の住居跡を削平し，

003号溝よりは古い。南側で006号溝， 011号溝と重複する。中央部では一部が東側に分岐し， 14mの範囲

で2条になる。調査範囲で長さ70.9m，幅0.9m-2.lm，深さ0.21m -0.48mである。底面は北側はほぼ平

坦であるが，南側では一部V字状に狭くなる。覆土は暗茶褐色土を主体にローム・ブロックが混在する。

覆土中から土師器片等が出土しているが，図示できるものはない。

006号溝(第91・92図，第17表，図版30・53)

調査区の南端を東西に走り，西端で北方向へ屈曲する。東端は斜面に向かい消滅する。 039号住居跡を

削平している。調査範囲で長さは102.6mである。幅は0.9m-2.0mと差があるが，平均的には 1m前後で

ある。深さは西側で次第に浅くなるが， 0.35m -0.70mの範囲に収まり，底面がさらに掘り込まれ深くな

っている箇所もある。覆土は暗褐色土，ローム粒を多く含む暗黄褐色土を主体に黒色土が混在している。

遺物は土師器杯などの他に，北宋銭の治平通賓(第92図16)が覆土中から出土している。
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011号溝(第89図，図版30)

調査区の南東端， E 3グリッドに位置する。東西に走り，西側で005号溝と重複する。東側は斜面に向

かい消滅する。調査範囲で長さ28m，幅 1m前後，深さは0.2m-0.53mで中央部でやや深くなる。底面は

ほぼ平坦である。覆土は暗褐色土，暗黄褐色土，黒色土が混在する。覆土中から土器類が出土しているが，

図示できるものはない。

第17表銭貨計測表
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012号溝(第89図)

調査区の南東端， E 4グリッドに位置する。両端を006号溝， 011号溝に削平され，わずかに残存してい

る。残存長 4m，幅0.9m，深さは 5cmと浅い。出土遺物はない。

109号溝(第89・92図，第17表，図版49・51・53)

調査区の北西端， C 1グリッドに位置する。南側は不整形に広がり，緩やかに立ち上がる。古墳時代か

ら平安時代の住居跡を削平している。北側は斜面に向かつて下がっていく。調査範囲で長さ17.7m，南側

の最大幅6.7m，北側の幅は2.lm-3.6mで、ある。深さは南側ではO.lm-0.2mと浅いが，北側の斜面側では

次第に深くなり 0.38m-0.67mで、ある。底面はほぼ平坦である。出土遺物は多いが，周辺の遺構からの流

沼田

岨

m
m
剖

3
3
3
3
 

。 (1/200 ) 10m 

'" や

第93図塚全体図
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れ込みであろう。遺物は土器類の他に，鎌や明銭の永楽通賓(第92図17)も出土している。

鎌(第92図15) は先端部を欠損する。刃は先端部に向けて大きく管曲していく。基端部に高さ 9凹の折

り返しをもっ。現存値で長さ11.3cm，最大刃幅3.75cm，棟厚3.5阻である。

第5節塚

調査区の南東端， E 4グリッドに位置する。台地の縁辺部に構築され，南東側はすぐ斜面になる。谷津

を挟んで南側の台地には，前方後円墳や円墳など35基からなる椎名崎古墳群C支群が展開している。

周辺の平坦面より約 1m高い楕円形状の土盛りを確認し，古墳もしくは塚の可能性も考慮して調査を実

施した(第93図，図版31)。測量後，セクション・ベルトを残し掘り下げていったが，すでに耕作や近代の

山道等の造作により大きく改変され，原形をとどめていないことが判明した。副葬品の破片や周溝等も確

認できなかったので，本遺構は古墳ではなく，本来は塚の可能性が高いと考えられる。現況では，裾部径

4 mX 6 m，高さは0.85mを測る。表土は茶褐色土である。須恵器片，砥石，江戸時代の倍熔片などが表

土から出土している。

第 6節遺構外出土遺物

確認調査時や遺構に伴わずに出土した遺物をまとめて報告する(第94図，第18表，図版49・53)。

確認調査で出土した土器のうち，出土地点から判断して 1-3は046号住居跡， 4. 5・12は030号住居

跡， 13は020号住居跡に，本来はそれぞれ伴うものと考えられる。

14-20は砥石である。塚の表土中や周辺から出土しているものが多い。石材は凝灰岩製や砂岩製が多い

が， 15は流紋岩製である。 18は筋砥石としても利用している。

第18表砥石計測表 (現存値)

挿図番号 遺構番号 旧遺構番号 遺物番号 石材 最(c大m)長
最大幅

最(c大m厚) 重量(g) 備考(cm 

第31図18 045号住居跡 043-45 11 凝灰岩 4.0 4.5 2.7 40.44 

第33図20 046号住居跡 043-46 12 砂岩 14.8 10.9 4.8 845.00 

第38図17 059号住居跡 043-59 6 砂岩 12.6 8.6 2.2 214.02 

第61図31 049号住居跡 043-49 11c 凝灰岩 7.2 4.8 2.7 107.57 有孔

第70図15 068号住居跡 043-68 24-1 凝灰岩 3.9 3.1 1.7 22.96 有孔

第70図16 068号住居跡 043-68 24-2 凝灰岩 2.8 3.3 0.8 11.24 有孔

第74図14 073号住居跡 043-73 1 凝灰岩 3.9 3.7 2.7 58.01 

第94図14 遺構外 043-1号塚 1d 凝灰岩 3.5 3.8 1.0 19.86 

第94図15 遺構外 043-1号塚 19 流紋岩 3.6 3.7 2.4 28.97 

第94図16 遺構外 043-1号塚 1b 擬灰岩 9.6 4.3 3.0 202.58 

第94図17 遺構外 043-E3-85 I 凝灰岩 5.0 3.8 1.3 17.15 

第94図18 遺構 外 043-1号塚 1h 砂岩 8.8 5.6 5.6 370.00 

第94図19 遺構 外 043-F3-50 l 砂岩 4.2 5.8 3.1 69.10 

第94図20 遺構 外 043-1号塚 1e 凝灰岩 9.0 4.2 2.6 87.29 
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遺構内貝層の分析結果第 7節

古墳時代後期の030号，奈良時代の022号の 2軒の住居跡に貝殻の堆積が認められ，サンプルを採取した。

(第1凹メ ッシュの試験フルイによる水洗分離を経て，選別を行った2凹，4皿，9.52凹，サンプルは，

コメを含む炭化種子が数点検出された。第19・20表)。貝類以外には，95・96図，

セクションベルトで分割された 4か所にそれぞれ小さな貝ブロックがあっ022号の貝層は，出土状況

1カットとして扱うことにした。030たらしい。サンプルは全部あわせても約4.5リットルしかないので，

号では南側隅の貯蔵穴の床面レベルに薄い貝層を形成していた。取り上げ後の堆積は約 1リットルである。

アサリが混じる。030号マガキ，シオフキガイを主体とし，ハマグリ，022号はイボキサゴ，員種組成

これらはいずれも遺跡から近い，沿岸の砂質干潟に生息しはシオフキガイとハマグリにアサリが混じる。

シオフキ

これらと同一の場所で採取されたものであ

マガキはやや湾奥に多く生息するが， 022号に入っていたものはハマグリ，ていたとみられる。

イボキサゴに付着して成長しているので，ウミニナ類，ガイ，

ろう 。

シオフキガイシオフキガイの殻長とイボキサゴの殻径を計測した。022号のハマグリ，員殻のサイズ

ハマグリの平均32.2聞は，とイボキサゴは当地域の縄文時代の貝層に比べてかなり大きい。それに対して，

高い採取圧によって小型化の顕著な縄文中期(有吉北貝塚など)のサイズに近い。ただし，縄文中期にあっ

022号では産卵前の小さなては，平均は小さいながら幼員の採取を避けていたと考えられるのに対して，

個体も採取したとみられる。このように資源管理の意図を欠く例は，古墳時代以降にはしばしばみられる。

長年にわたって継続的な貝資源利用が必要であった縄文時代とは，対照的なあり方といえそうである。
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第 5章 ま と め

1 集落の変遷

今台遺跡の中心となるのは，古墳時代後期から奈良・平安時代にかけての集落である。台地の全面を対

象としたので，集落の全域を発掘調査したことになる。時代的には 6世紀前半に営まれ始めた集落が，断

続的にではあるが9世紀後半まで続いている。ここでは，その変遷について述べていきたい。

6世紀から 7世紀代の集落(第97図)は， 6世紀代 8軒， 7世紀代 9軒の計17軒からなる。このうち時期

の把握できる住居跡の内訳は， 6世紀前半 3軒・後半 5軒， 7世紀前半4軒・中頃 3軒である。 6世紀後

半から 7世紀前半の時期に遺構数は集中するが，次第に減少していき， 7世紀後半代には住居跡はみられ

なくなる。遺跡内での分布状況をみると，住居跡が台地の北側を東西に長く展開しているのが特徴的であ

る。これは，南側の区域が耕作地や森林等の理由で，居住区域としての利用が制限されていたために，こ

こまで集落が展開しなかったと考えられる。また，谷津を挟んだ南側の台地に展開する，椎名崎古墳群の

存在に規制されたことも十分に考慮される。 6世紀代の集落は，まず台地中央からやや北側の区域で居住

~ 

o 向。・ 3議
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..- '¥ 
ーーーーー一一

E3 6世紀前半

医3] 6世紀後半

霞霊童 7世紀前半

~ 7世紀中頃

。 (1/1.000) 40m 

第97図 時期別分布図(6世紀から 7世紀代)
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を開始する。このうち， 030号・ 032号住居跡は，位置も近接し主軸方位も類似しているが， 041号住居跡

は位置もやや離れ，主軸方位も他の 2軒とは逆の方位をとっている。後半の住居跡は，前代に比べやや西

側に広がる傾向をみせる。 009号住居跡はほかの住居跡と離れて，東側に占地している。比較的規模の大

きな住居跡が多く， 058号住居跡のように一辺10mを超し南壁に張出部をもっ，特異な住居が出現するの

もこの時期である。遺物の出土量も豊富で，玉類を保有している住居もある。 7世紀にはいると，散漫な

がらさらに居住範囲が広がり，台地東端の008号住居跡，北西端の101号住居跡と，調査区のなかでも最も

端に位置する遺構も現れる。しかし，中頃には遺構数も減少し，居住範囲も再び中央部に限定されていく。

また， 5基の士坑墓は出土土器などから， 6世紀後半から 7世紀前半に構築されたと考えられる。

8世紀代の集落(第98図)は， 8世紀前半 1軒・第 2四半期から中頃 3軒・第 3四半期 3軒・第 4四半期

6軒の計13軒からなり， 3軒前後のまとまりで推移していったようである。出土土器からみると，古墳時

代の集落からの時間的な継続性は少なく，新たな移住の可能性が高い。 8世紀前半から中頃の住居跡は，

台地中央よりやや西側に寄った範囲に集中している。前半に属する057号住居跡は，西壁にカマドをもち

一辺 7mと規模も大きく，その後の 8世紀代の住居跡とは様相が異なっているが，第 2四半期に属する

055・123号住居跡は，主軸方位もほぼ一致しまとまりがある。後半になると 2軒程度にまとまり，さらに

南側に広がる傾向をみせ，主軸方位や規模も不統ーになっていく。鉄製品は，前半代の057号住居跡・第

3四半期の048号住居跡・第 4四半期の051号住居跡から出土しており，各時期のうちの 1軒に集中的に管

理されていたことが窺える。線刻土器は第 4四半期の039号住居跡からすでに出土している。また，有天

井土坑(013号)は出土遺物はないが，これまでの調査例などから 8世紀代の所産と考えられる。土坑墓か

改葬墓として，集落の東端に構築されたことになる。

9世紀代の集落(第98図)は， 9世紀前半13軒・中頃16軒・後半 4軒と，時期は確定できないが9世紀代

3軒の計36軒からなる。この時代の集落の特徴としては，住居の軒数が大幅に増加し，これまでの時代と

は異なり大きく広がりをみせることである。そして，いくつかの群が形成され，それが次第に定住化して

いくことである。特に， 8世紀代の集落を引き継いだ東側と西側の一群は定着する。 9世紀前半では，そ

れぞれの群は 5軒前後のまとまりをもち，住居も同程度の規模のものが多い。また，東側の一群は，鉄製

品の保有率が高いことや，瓦や堵が出土するなど，ほかの群ではみられない特徴をもっO 堵は，県内では

市原市郡本遺跡群・南田瓦窯跡，木更津市真里谷廃寺跡などから出土している。これらの遺跡は，国府・

国分寺関連遺跡や寺院跡で，一般的な集落遺跡からの出土は稀である。 9世紀中頃の特徴は，東西に大き

く三分化されていくこと，広場的な空間に掘立柱建物跡が建てられること，小鍛治の稼働，鉄製品の保有

率の高さや墨書土器の増加など，これまでにない大きな変化が認められる。また，西側の一群は004号溝

を境にさらに中央部と西側に分化する。東側と中央部の一群には掘立柱建物跡が加わり，集落としても安

定した形態を保っている。なお， 044号住居跡のような特異な形態の遺構の出現もこの時期である。 9世

紀後半になると遺構数が激減し，西端の 1軒，中央北寄りの 3軒の構成となる。住居のまとまりはみられ

なくなり，全体として点在するように配置されている。 10世紀近くになると034号住居跡のように遺構と

しての形態も崩れ，集落は次第に衰退していく。
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2 墨書土器

墨書土器13点，線刻土器 3点が出土している(第99図，第21表)。すべて土師器杯・皿に書かれている。

墨書の位置は底部外面がほとんどである。時期的には， 8世紀第 4四半期に現れ 9世紀中頃まで続く。墨

書土器が出土した 9世紀前半の住居跡は，東側や中央部に位置しているが，中頃では西側の一群に集中す

るようになる。 9世紀中頃の出土点数は11点と多いが，これは西側の一群に属する066号住居跡から 6点

も出土していることによる。文字としては「千万」が 3点， r園成」は 2点である。ともに066号住居跡に

関連している。出土点数の多さや複数種の墨書などから， 066号住居跡は集落内で重要な位置を占めてい

たと考えられる。

第21表墨書・線 刻 土 器 一 覧

番号 釈文 種別 器種 部 位 遺構番号 時 期

1 千万 墨書 土師器・皿 底部外面 066号住居跡 9世紀中頃

2 千万 墨書 土師器・杯 底部外面 066号住居跡 9世紀中頃

3 千万 墨書 土師器・皿 底部外面 122号住居跡 9世紀中頃

4 笠下 墨書 土師器・杯 底部外面 062号住居跡 9世紀中頃

5 圃成 墨書 土師器・杯 底部外面 066号住居跡 9世紀中頃

6 圏園 墨書 土師器・杯 底部外面 066号住居跡 9世紀中頃

7 贋口 墨書 土師器・杯 底部外面 037号住居跡 9世紀前半

8 国 墨書 土師器・杯 底部外面 037号住居跡 9世紀前半

9 1酉 墨書 土師器・杯 底部内面 049号住居跡 9世紀中頃

10 加 墨書 土師器・杯 底部内面 侃6号住居跡 9世紀中頃

11 記号 墨書 土師器・杯 底部外面 侃6号住居跡 9世紀中頃

12 記号 墨書 土師器・皿 底部外面 122号住居跡 9世紀中頃

13 不明 墨書 土師器・皿 底部外面 038号住居跡 9世紀前半

14 仲 線刻 土師器・杯 底部外面 039号住居跡 8世紀第4

15 方 線刻 土師器・杯 底部外面 122号住居跡 9世紀中頃

16 不明 線刻 土師器・杯 底部外面 073号住居跡 9世紀前半
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第22表古墳時代竪穴住居跡一覧 ( )は推定値 [ Jは現存値

遺構番号 挿図番号 旧遺構番号 グリッド 時 期 平岡形態 規模 (m) 主軸方位 備 考

008号 第24図 043-008 F2-81 7世紀第 1 方形 (7.9) x (7.4) N-38'-W 

009号 第24図 043-009 E2-48 6世紀後半 方形 4.40 x 4.74 N-56'-E 

021号 第25図 043-021 E2-55 7世紀代 方形 4.04 x 3.8 S-21'-W カマド南壁

030号 第25図 043-030 D2-59 6世紀前半 方形 5.04 x 5.00 N -50'-W 

032号 第26図 043-032 E2-31 6世紀前半 方形 3.46 x 3.50 N -63'-W 

035号 第26図 043-035 D2-79 7世紀前半 正方形 5.84 x 5.84 N-5'-W 

036号 第27図 043-036 D2-17 7世紀中頃 方形 3.90 x 4.20 N-13'-E 

041号 第28図 043-041 D2-15 6世紀前半 略正方形 4.50 x 4.42 N-87'-E 消失住居

043号 第29図 043-043 D2-96 7世紀第 1 方形 4.86 x 5.06 W-2'-S 

045号 第30図 043-045 D2-08 6世紀後半 方形 7.46 x 7.18 N-27'-W 消失住居

046号 第32図 043-046 D2-74 7世紀中頃 略正方形 6.04 x 6.06 N-6'-E 

054号 第34図 043-054 D2-03 6世紀後半 略正方形 6.70 x 6.78 N-67'-E 

058号 第35図 043-058 C2-06 6世紀第4 略正方形 10.46 x 10.26 N-15'-W 張出部に貯蔵穴118-013 

059号 第37図 043-059 D2-63 6世紀第4 略正方形 8.26 x 8.44 N-30'-W 

101号 第39図 118-001 Cl-50 7世紀中頃 方形 [4.2J x 5.21 N -39'-W 

115号 第40図 118-015 Cl-73 7世紀前半 × 大半欠失

116号 第40図 118-016 Cl-83 7世紀代 方形 5.45 x [4.7J 
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第23表奈良・平安時代竪穴住居跡一覧 ( )は推定値 [ ]は現存値

遺構番号 挿図番号 旧遺構番号 グリッド 時 期 平面形態 規模 (m) 主軸方位 備 考

002号 第41図 043-002 E2-99 9世紀前半 方形 3.56 x 3.36 E-210-S 場出土

007号 第41図 043-007 F2-80 8世紀第4 方形 3.51 x 3.58 N-520-W 

010号 第42図 043-010 E2-57 9世紀中頃 方形 2.94 x 3.20 N-70-E 

016号 第43図 043-016 E2-88 9世紀中頃 方形 3.10 x 3.42 N-720-W 

017号 第44図 043-017 E2-96 9世紀前半 正方形 3.80 x 3.80 N-130-E 

019号 第45図 043-019 E2-44 9世紀中頃 正方形 3.92 x 3.90 N-770-W 

020号 第46図 043-020 E2-85 9世紀中頃 略正方形 2.70 x 2.80 N-60-E 

022号 第46図 043-022 E2-64 8世紀第 3 方形 4.54 x 4.82 N-310-E 

023号 第47図 043-023 E3-04 9世紀中頃 長方形 4.10 x 3.32 N-100-E 

024号 第48図 043-024 E3-15 9世紀中頃 方形 3.46 x 3.70 E-150-S 銅鈴出土

025号 第49図 043-025 E3-16 9世紀前半 長方形 3.60 x 4.16 N-W-E 

026号 第50図 043-026 E3-24 9世紀前半 方形 3.90 x (4.0) N-60-E 

027号 第51図 043-027 E3-35 9世紀前半 方形 2.80 x (2.9) N-llO-E 

028号 第52図 043-02泡 E3-22 9世紀前半 方形 3.68 x 3.82 N-270-E 

031号 第53図 043-031 E3-82 9世紀前半 方形 2.30 x 2.62 N-30-E 

034号 第53図 043-034 E2-60 9世紀後半 方形 (2.8) x 2.62 N -210
- E 

037号 第54図 043-037 E2-90 9世紀前半 方形 2.90 x 3.22 N-120-E 墨書土器

038号 第54図 043-038 D2-37 9世紀前半 方形 2.76 x 2.82 N-20-W 墨書土器

039号 第55図 043-039 D3-87 8世紀第 4 正方形 3.06 x 3.08 N-50-E 線刻土器

040号 第55図 043-040 D3-73 8世紀第 4 方形 3.00 x 3.38 N-720-W 

042号 第56図 043-042 C3-78 9世紀中頃 方形 4.42 x 4.00 N-370-E 

044号 第57図 043-044 D3-13 9世紀中頃 正方形 4.02 x 4.04 N-190-E 

047号 第58図 043-047 D2-06 9世紀後半 方形 2.82 x 3.28 E-120
- S 

048号 第59図 043-048 D2-52 8世紀第 3 方形 5.74 x 6.08 N-170-E 

049号 第60図 043-049 D3-32 9世紀中頃 方形 6.34 x 5.90 N-270-E 墨書土器

051号 第62図 043-051 D3-20 8世紀第 4 方形 4.04 x 4.26 N-570-W 

055号 第63図 043-055 D2-90 8世紀第 2 方形 6.14 x 5.88 N-70-W 

057号 第64図 043-057 C3-28 8世紀前半 略正方形 7.06 x 7.00 W-10-N 

060号 第65図 043-060 C2-59 8世紀中頃 方形 4.12 x 4.70 N-140-E 

062号 第66図 043-062 C2-78 9世紀中頃 不整方形 3.34 x 3.42 N-230-E 墨書土器

064号 第67図 043-064 C2-28 9世紀中頃 方形 2.85 x 3.34 N-150-W 小鍛治

066号 第69図 043-066 C2-76 9世紀中頃 方形 3.88 x 3.98 N-120-E 墨書土器

068号 第70図 043-068 C2-57 9世紀中頃 方形 3.70 x 3.62 N-120-E 瓦転用品

069号 第71図 043-069 C2-46 8世紀第 4 方形 4.32 x 3.98 N-120-W 118-034 

070号 第71図 043-070 C2-56 8世紀第 3 方形 3.64 x 3.94 N-70-W 118-002 

072号 第72図 043-072 D2-23 9世紀後半 長方形 2.98 x 3.48 N-70-E 

073号 第73図 043-073 C2-67 9世紀前半 不整方形 3.10 x 3.48 W-80-S 線刻土器

110号 第75図 118-01O C2-33 9世紀前半 略正方形 3.10 x 3.06 N-120
- W 

111号 第75図 118-011 C2-33 8世紀第 4 略正方形 3.00 x (3.1) N-30-W 

112号 第75図 118-012 C2-62 9世紀後半 方形 2.64 x 2.84 N-90-W 

117号 第76図 118-017 Cl-82 9世紀中頃 方形 (3.7) x 3.94 N-280-W 

118号 第76図 118-018 C2-74 9世紀前半 長方形 4.50 x 3.90 N-60-W 線刻土器

119号 第75図 118-019 C2-14 9世紀代 方形 3.28 x 3.54 N-50-E 

122号 第77図 118 -022 C2-53 9世紀中頃 長方形 3.12 x 3.56 N-60-E 墨書，線刻土器

123号 第77図 118-023 C2-54 8世紀第 2 略正方形 5.44 x 5.50 N-80-W 

125号 第76図 118-025 Cl-81 9世紀代 方形 3.40 x (3.5) N-200-W 

128号 第79図 118-028 C2-83 9世紀中頃 長方形 3.50 x 4.20 W-20-S 

129号 第79図 118-029 Cl-90 9世紀前半 正方形 3.22 x 3.24 N-200-W 

131号 第79図 118-031 Cl-77 9世紀代 方形 4.30 x [3.1] 
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第24表土器観察表 (1) ( )推定値 ( )現存値

遺番 構号 挿図番号 器種 遺存(%度) 
計測値 調 整 色調 胎土 備 考

岨)

口径 (12.6) 底部
Q(渇 第24図 l 土師器杯 40 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英・雲母 内外面赤彩

器高 3.9 内面ナデ
口径 (11.8) 底 部ー

008 第24図2 土師器杯 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 糧褐色 石英・雲母

器高 (3.4) 内面ナデ

口径 (12.0) 底部ー。ω 第24図 3 土師器杯 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英

器高 (3.5) 内面ナデ
口径 脚部

009 第24図4 土師器高杯 20 裾径 体部ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英・雲母 内外面赤彩

器高 (3.4) 内面 ミガキ・ナデ
口径 (11.4) 底 部ー

石英雲・長母石・009 第24図 5 土師器費 10 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 赤褐色

器商 (6.5) 内面ヘヨ;_t"T
口径 (14.4) 底 部ー

030 第25図 1 土師器杯 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 糧褐色 石英 内外面赤彩

器高 (3.1) 内面ナデ

口径 (14.6) 底部ー

030 第25図 2 土師器杯 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英 内外面赤彩

器高 (4.0) 内面ナデ

口径 (13.4) 底部

030 第25図 3 土師器杯 10 底径 体部ナデ 赤褐色 スコリア 内外面赤彩

器商 (2.9) 内面ナデ

口径 15.3 脚部ヘラケズリ・ナデ
030 第25図4 土師器高杯 90 裾径 8.8 体部ヘラケズ 1)・ナデ 赤褐色 砂粒 内外面赤彩

器高 14.4 内面ナデ

口径 脚部ヘラケズリ・ナデ

030 第25図 5 土師器高杯 30 裾径 8.0 体部ー 赤褐色 石英・雲母 内外面赤彩

器商 (4.9) 内面ー

口径 脚部ヘラケズリ・ナデ
030 第25図 6 土師器高杯 20 裾径

〈(94.. 69) 〉
体部 積褐色 砂粒 外面赤彩

器高 内面ー

口径 (24.2) 孔部ヘラケズリ
032 第26図 l 土師器甑 40 孔径

〈2(48.49)〉
体部ヘラケズリ・ナデ 燈褐色 石英・長石

器高 内面ヘラナデ

口径 (17.0) 底 部ー

035 第26図2 土師器費 10 底径 体部ナデ 黒褐色 石英・雲母

器高 (3.6) 内面ナデ

口径 (10.2) 底 部一

036 第27図 1 須恵器杯 10 底径 体部 回転ヘラケズリ・ナデ 灰白色 砂粒
器高 (2.9) 内面ナデ

口径 (5.5) 底部一

036 第27図 2 土師器杯 10 底径 体部 へラケズリ・ミガキ・ナデ 黄褐色 スコリア

器高 (4.6) 内面 ミガキ・ナデ

口径 (11.2) 底部一

036 第27図 3 土師器杯 30 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 黄褐色 スコリア 口縁部内外面赤彩

器高 4.4 内面ナデ

口径 (18.6) 底部

036 第27図4 土師器費 10 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 橿褐色 石英・長石

器高 (8.5) 内面ヘラナデ
口径 14.3 脚部ヘラケズリ・ナデ

041 第28図 1 土師器高杯 完形 裾径 9.9 体部刷毛ナデ・ヘラケズリ 赤褐色 石英・雲母 内外面赤彩

器高 9.8 内面ヘラナデ

口径 13.2 脚部ヘラケズリ・ナデ
041 第28図 2 土師器高杯 90 裾径 体部ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英・雲母 内外面赤彩

器高 包且) 内面ヘラナデ
口径 底部タタキ

041 第28図3 須恵器壷 50 底径 体部 タタキ・ナデ 茶褐色 石英・長石

器高 (11.2) 内面ナデ

口径 12.8 底部ー
041 第28図4 土師器賓 80 底径 体部ヘラケズ 1)・ヘラミガキ 赤褐色 石英・長石

器商 (16.5) 内面 ナデ

口径 19.6 底部ヘラケズリ・ナデ
041 第28図 5 土師器聾 90 底径 7.4 体部 ヘラケズリ・ヘラミガキ，ヨコナデ 茶褐色 砂粒

器高 21.4 内面 ナデ

口径 15.8 底部ー

041 第28図6 土師器費 30 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 茶褐色 石英・長石

器高 (18.1) 内面 ナデ・ヘラナデ
口径 (17.2) 底部ヘラナデ

041 第28図7 土師器賓 60 底径 6.4 体部粗い刷毛・ナデ 淡褐色 石英・長石

器高 盟，8 内面ヘラナデ
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土器観察表 (2) ( )推定値 ( )現存値

遺番 構号 挿図番号 器種 遺存(%度) 計測値
調 整 色調 胎士 備 考cm) 

口径 24.7 孔部ヘラケズリ
041 第28図8 土師器甑 90 孔径 体部 ヘラケズリ・ナデ 淡褐色 長石

器高 25.7 内面ヘラナデ
口径 底部ヘラケズリ

041 第28図9 土師器聾 20 
底器径高 〈1(61.. 07) 〉

体部 ヘラケズリ・ナデ 暗赤褐色 石英

内面ヘラナデ

口径 (10.0) 底部 回転ヘラケズリ・ナデ

043 第29図1 須恵器杯 20 底径 体部ナデ 灰色 長石

器高 (4.7) 内面ナデ

口径 (12.0) 底部一

043 第29図2 土師器杯 10 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 糧褐色 砂粒

器高 (4.0) 内面ナデ

口径 (10.6) 底部ー

043 第29図3 士師器杯 30 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 種褐色 石英

器高 (4.2) 内面ナデ

口径 (11.5) 底部

043 第29図4 土師器杯 20 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 黄褐色 スコリア 口縁部内面赤彩

器高 (4.1) 内面ナデ

口径 (13.3) 底部ー

043 第29図5 土師器杯 30 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 澄褐色 白色針状物

器高 (4.0) 内面ナデ

口径 10.9 底部ヘフケズリ・ナデ

043 第29図6 手控ね 90 底径 4.0 体部 ヘラケズリ・ナデ 黒褐色 石英・雲母

器高 3.6 内面ナデ

口径 (12.2) 底部 回転ヘフケズリ・ナデ

045 第31図1 須恵器杯 20 底径 体部ナデ 灰色 長石

器高 4.5 内面ナデ

口径 10.9 天井部回転へラケズリ・ナデ

045 第31図2 須恵器蓋 完形 天井径 体部 暗灰色 長石 天井部自然柚

器高 3.6 内面ナデ

口径 底部一

045 第31図3 須恵器麗 60 底径 体部ナデ 明灰色 長石

器高 (6.6) 内面ナデ

口径 11.9 底部

045 第31図4 土師器杯 完形 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 黒褐色 石英・雲母

器高 4.6 内面ナデ

口径 13.2 底部

045 第31図5 土師器杯 70 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 暗赤褐色 砂粒

器高 4.6 内面ナデ

口径 (11.6) 底部

045 第31図6 土師器杯 20 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 樫褐色 スコリア 口縁部内外面赤彩

器高 (4.1) 内面ナデ

口径 (11.4) 底部ー

045 第31図7 士師器杯 30 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 黒褐色 砂粒

器高 (3.4) 内面ナデ

口径 12.0 底部ー

045 第31図8 土師器杯 90 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 槍褐色 砂粒

器高 3.7 内面ヘラナデ・ミガキ

口径 (13.2) 底部

045 第31図9 土師器杯 20 底径 体部ヘラケズリ・ナデ・ミガキ 種褐色 砂粒

器高 (4.3) 内面ヘラナデ・ミガキ

口径 13.4 底部一

045 第31図10 土師器杯 70 底径 体部ヘラケズリ・ナデ・ミガキ 糧褐色 砂粒

器高 3.7 内面ヘラナデ・ミガキ

口径 (10.2) 底部

045 第31図11 土師器杯 30 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 樟褐色 石英

器高 (6.7) 内面ナデ

口径 (13.4) 底部ー

045 第31図12 土師器鉢 80 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英・雲母

器高 9.3 内面ナデ

口径 (16.2) 底部

045 第31図13 土師器斐 40 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 砂粒 14と同一個体

器高 (7.5) 内面ナデ

口径 底部無調整

045 第31図14 土師器褒 40 底径 8.6 体部 ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 砂粒 13と同一個体

器高 10.1 内面ナデ

口径 底部ヘラケズリ

045 第31図15 土師器斐 10 底径
(76.8 6〉

体部ヘラケズリ・ナデ 黒褐色 砂粒

器商 内面ナデ

口径 24.0 孔部ヘラケズリ

045 第31図16 土師器甑 80 孔径 7.9 体部 ヘラケズリ・ナデ 糧褐色 スコリア

器高 24.0 内面ナデ
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土器観察表 (3) ( )推定値 ( )現存値

遺番 構号 挿図番号 器種 遺存(%度) 
計測値

調 整 色調 胎土 備 考
cm) 

口径 孔部ヘラケズリ
045 第31図17 土師器甑 40 孔径 7.0 体部ヘラケズリ・ナデ 櫨褐色 砂粒

器高 <I7.4) 内面ナデ

口径 9.8 底部 回転ヘフケズリ・ナデ
046 第32図 1 須恵、器杯 90 底径 体部ナデ 灰色 長石

器高 4.6 内面ナデ

口径 11.7 底部ー

046 第32図 2 土師器杯 完形 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 櫨褐色 石英

器高 4.2 内面ナデ

口径 13.4 底部

046 第32図 3 土師器杯 完形 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 暗褐色 スコリア 内面黒色処理

器高 3.5 内面ヘラナデ・ミガキ
口径 13.6 底部

046 第32図 4 土師器杯 完形 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 樫褐色 砂粒 内面黒色処理

器高 3.8 内面ヘラナデ・ミガキ
口径 10.4 底部

046 第32図 5 土師器杯 完形 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 黄褐色 スコリア

器高 3.2 内面ヘラナデ・ミガキ

口径 12.0 底 部ー

046 第32図 6 土師器杯 完形 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 黒褐色 スコリア 内面黒色処理

器高 3.7 内面ヘラナデ・ミガキ

口径 (14.5) 底部

046 第32図 7 士師器杯 30 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ・ミガキ 黒褐色 石英 内外面黒色処理

器高 4.6 内面へラナデ・ミガキ
口径 12.0 底部

046 第32図 8 土師器杯、 90 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 黄褐色 雲母・スコリア 全体に摩耗

器高 4.3 内面ナデ

口径 12.3 底 部一
内外全体面黒色処耗理046 第32図 9 土師器杯 90 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 黒褐色 石英・スコリア

に摩
器高 4.1 内面ナデ

口径 12.4 底部
内外全体函黒色処耗理046 第32図10 士師器杯 90 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 黒褐色 石英

に摩
器高 4.3 内面ナデ

口径 (13.2) 底部
石英・長石・ 内外全体面黒色処耗理046 第32図11 士師器杯 40 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 黒褐色
スコリア に摩

器高 4.5 内面ナデ

口径 12.2 底部

046 第32図12 土師器杯 90 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 樫褐色 砂粒 外商赤彩

器高 3.8 内面ナデ

口径 14.0 底部

046 第32図13 士師器杯 60 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 暗褐色 雲母・スコリア

器高 5.4 内面ナデ

口径 11.8 脚部ヘフナデ
046 第32図14 土師器高杯 90 裾径 8.7 体部ヘラケズリ・ナデ 褐色 砂粒

器高 7.0 内面ナデ

口径 12.5 脚部ヘラナデ
046 第32図15 土師器高杯 70 裾径 9.6 体部ヘラケズリ・ナデ 黒褐色 砂粒

器高 7.3 内面ナデ

口径 12.7 脚部 ヘ7ナデ
046 第32図16 土師器高杯 80 裾径 9.9 体部ヘラケズリ・ナデ 黒褐色 石英 杯部内面黒色処理

器高 8.5 内面ナデ

口径 (14.6) 胸部

046 第32図17 土師器高杯 20 裾径 体部ヘラケズリ・ナデ 黒褐色 砂粒・スコリア

器高 (4.9) 内面ナデ

口径 底部一
石英・長石・046 第33図18 土師器斐 20 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 暗褐色

器高 (16.3) 内面ヘラナデ
スコリア

口径 (11.6) 底部ー

054 第34図 1 土師器杯 10 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 糧褐色 砂粒

器高 (3.2) 内面ナデ

口径 15.4 脚部
石英・雲母・054 第34図 2 土師器高杯 70 裾径 体部 ヘラケズリ・ナデ 赤褐色
スコリア

杯部内外面赤彩

器高 (5.2) 内面ナデ

口径 (19.6) 脚部

054 第34図 3 土師器高杯 20 裾径 体部 ヘラケズリ・ナデ 黒褐色 砂粒 杯部内面黒色処理

器高 (4.5) 内面 ナデ・ミガキ

口径 脚部 へラケズリ・ナデ

054 第34図 4 士師器高杯 20 裾径
(1〈37..03)〉

体部ー 褐色 石英 内面黒色処理

器高 内面 ナデ・ミガキ

口径 (23.8) 底部一

054 第34図 5 土師器費 10 底径 体部ナデ 明褐色 石英・長石 駿東型菱

器高 (7.4) 内面捌毛・ナデ
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土器観察表 (4) ( )推定値 ( )現存値

遺番 構号 挿図番号 器種 遺存(%度) 
計測値

調 整 色調 胎土 備 考四)

口径 (18.2) 孔部ヘラケズリ

054 第34図 6 士師器甑 20 孔径 (7.2) 体部 ヘラケズリ・ナデ 褐色 スコリア

器高 18.5 内面ヘラナデ
口径 11.0 底部

石英・雲母・058 第35図 l 土師器杯 80 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 黒褐色 スコリア 内外面黒色処理
器高 3.3 内面 ナデ・ミガキ
口径 11.3 底部

058 第35図 2 土肺移杯 60 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 黄褐色 スコリア 内外面黒色処理

器高 3.1 内面 ナデ・ミガキ

口径 (14.2) 底部一

058 第35図 3 土師器杯 20 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ・ミガキ 黄褐色 石英

器高 3.0 内面ナデ

口径 12.8 底部ー

058 第35図 4 士師器杯 90 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ・ミガキ 黒褐色 石英・雲母

器高 4.6 内面ナデ

口径 12.6 底部

058 第35図 5 土師器杯 80 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 樫褐色 石英 内面赤彩

器高 4.5 内面土主

口径 (11.6) 底部

058 第35図 6 土師器杯 20 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 黄褐色 砂粒

器高 4.0 内面ナデ

口径 (12.8) 底部一

058 第35図 7 土師器杯 10 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 黄褐色 石英・スコリア

器高 (3.9) 内面ナデ

口径 (11.8) 底部

058 第35図 8 土師器杯 30 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 黒褐色 石英・雲母 内外面黒色処理

器高 (3.5) 内面ナデ

口径 (12.2) 底部

058 第35図 9 土師器杯 30 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 燈褐色 スコリア

器高 (4.8) 内面ナデ

口径 (12.8) 底部

058 第35図10 土師器杯 20 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 糧褐色 雲母

器高 (4.9) 内面ナデ

口径 (18.0) 脚部

058 第35図11 土師器商杯 20 裾径 体部 ヘラケズリ・ナデ・ミガキ 糧褐色 石英

器高 (5.2) 内面 ナデ・ミガキ
口径 14.2 脚部

058 第35図12 土師器高杯 30 裾径 体部 ヘラケズリ・ナデ・ミガキ 褐色 石英

器高 (4.3) 内面 ナデ・ミガキ

口径 19.8 脚部一

058 第35図13 土師器高杯 60 裾径 体部 ヘラケズリ・ナデ・ミガキ 燈褐色 砂粒 杯部内面黒色処理

器高 (6.7) 内面 ナデ・ミガキ

口径 14.0 脚部 ヘラケズリ・ヘラナデ

058 第36図14 土師器高杯 80 裾径 (8.0) 体部 ヘラケズリ・ナデ 褐色 石英 杯都内面黒色処理

器高 11.5 内面 ナデ・ミガキ

口径 脚部 ヘラケズリ・ヘラナデ

058 第36図15 土師器高杯 70 裾径 体部 ヘラケズリ・ナデ 種褐色 スコリア 杯部内面黒色処理

器高 (9.5) 内面 ナデ・ミガキ
口径 脚部 ヘラケズリ・ヘラナデ

058 第36図16 土師器高杯 70 裾径 (10.0) 体部 ヘラケズリ・ナデ 樫褐色 スコリア

器高 (9.2) 内面 ナデ・ミガキ

口径 脚部 ヘラケズリ・へ7ナデ

058 第36図17 土師器商杯 30 裾径 10.4 体部ナデ 樫褐色 石英

器高 (6.8) 内面ー

口径 (19.6) 底部

058 第36図18 土師器斐 30 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 砂粒
器高 (7.8) 内面ヘラナデ

口径 (13.4) 底部ヘラケズリ

058 第36図19 土師器費 40 底径 (4.2) 体部ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英

器高 11.0 内面ヘラナデ

口径 (23.6) 底部一

058 第36図20 土師器斐 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 樫褐色 スコリア

器高 (10.8) 内面ヘラナデ
口径 (15目。) 底部

058 第36図21 土師器墾 40 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 暗赤褐色 スコリア

務高 (8.7) 内面ヘ三土ヨー
口径 16.0 底部ヘラケズリ

058 第36図22 土師器斐 60 底径 (5.3) 体部ヘラケズリ・ナデ 階赤褐色 雲母・スコリア

器高 23.1 内面ヘラナデ
口径 20.0 底部ヘラケズリ

058 第36図23 土師器褒 70 底径 6.3 体部ヘラケズリ・ナデ 褐色 石英・長石

器商 30.6 内面ヘラナデ
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土器観察表 (5) ( )推定値 ( )現存値

遺番 構号 挿図番号 器種 遺存(%度) 
計測値

調 整 色調 胎土 備 考
cm) 

口径 孔部へフケズリ・ナデ

058 第36図24 土師器甑 10 孔径
〈1(9083)〉

体部ヘラケズリ・ナデ 黄褐色 スコリア

器高 内面ヘラナデ

口径 2.7 底部ナデ

058 第36図35 ミニチュア土器 20 底径 2.4 体部ナデ 黒褐色 石英

器高 1.4 内面ナデ

口径 (12.0) 天井部ヘフケズリ・ナデ

059 第37図 1 須恵、器蓋 10 天井径 体部 明灰色 石英

器高 (3.3) 内面ナデ

口径 (13.6) 底部

059 第37図 2 土師器杯 20 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ・ミガキ 黒褐色 スコリア

器高 3.4 内面 ナデ・ミガキ

口径 13.3 底部

059 第37図 3 土師器杯 90 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 黒褐色 石英 内外面黒色処理

器高 3.8 内面ナデ

口径 (13.2) 底部

059 第37図 4 土師器杯 30 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 燈褐色 石英

器高 2.8 内面ナデ

口径 (14.0) 底部一

内外全体面黒に色摩処耗理059 第37図 5 土師器杯 40 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 黄褐色 白色針状物

器高 4.2 内面ナデ

口径 (14.2) 底部ー

059 第37図 6 士師器杯 30 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 糧褐色 砂粒

器高 (3.4) 内函ナデ

口径 12.2 底 部一

059 第37図 7 土師器杯 80 底径 体部 へラケズリ・ナデ 糧褐色 石英

器高 4.5 内面ナデ

口径 (19.0) 底部

059 第37図 8 土師器鉢 20 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 黒褐色 砂粒

器高 (6.0) 内面ナデ

口径 (13.4) 脚部ヘフケズリ・ヘ7ナデ

059 第37図 9 土師器高杯 60 裾径 (10.4) 体部 ヘラケズリ・ナデ・ミガキ 黒褐色 白色針状物 杯部内外面黒色処理

器高 9.8 内面 ナデ・ミガキ

口径 脚部ヘラケズリ・ヘラナデ
杯部内全外体面に黒摩色耗処理059 第37図10 土師器高杯 80 裾径 体部 ヘラケズリ・ナデ・ミガキ 黒褐色 白色針状物

器高 (6.9) 内面 ナデ・ミガキ

口径 脚部ヘラケズリ・ヘラナデ

059 第37図11 土師器高杯 20 裾径
1〈0426〉

体部ー 黒褐色 石英・スコリア

器高 内面

口径 14.8 底部

059 第38図12 土師器費 20 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 燈褐色 石英

器高 (8.9) 内面ヘラナデ

口径 (17.2) 底部

059 第38図13 土師器蔓 20 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 黄褐色 石英・長石

器高 (8.0) 内面ヘラナデ

口径 18.6 底部
石英・長石・

059 第38図14 土師器斐 30 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 櫨褐色
スコリア

器高 UL52 内面ヘラナデ

口径 19.4 底部一

059 第38図15 土師器愛 60 底径 体部 ヘラケズ 1)・ナデ 赤褐色 石英・長石

器高 (17.4) 内面ヘラナデ

口径 (10が 底部

白色石針英状・物101 第39図 1 土師器杯 20 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 黄褐色

器高 (4.0) 内面ナデ

口径 (12.0) 底部一

101 第39図 2 土師器杯 20 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 褐色 石英・スコリア

器高 (4.2) 内面ナデ

口径 14.0 脚部 ヘラケズリ・ヘラナデ

白色石針英状・物101 第39図 3 土師器高杯 80 裾径 体部 ヘラケズリ・ナデ 櫨褐色

器高 7.9 内面ナデ

口径 (20.6) 底部一

101 第39図 4 土師務費 20 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 糧褐色 石英・長石

器高 (6.1) 内面ヘラナデ

口径 (17.6) 底部
石英・長石・

101 第39図 5 土師器費 20 底径 体部 へラケズリ・ナデ 栂褐色
スコリア

器高 (6.9) 内面ヘラナデ

口径 (13.8) 底部一
石白英色・ス針コ状リ物ア・115 第40図 1 土師器杯 40 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 黄褐色

器高 5.2 内面ナデ

口径 底部ヘフケズリ・ナデ
石英・長石・

115 第40図 2 土師器賓 20 底径 8.2 体部ヘラケズ 1)・ナデ 黄褐色
スコリア

器高 I.lhll 内面 ヘラナデ
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土器観察表 (6) ( )推定値 ( )現存値

遺番 構号 挿図番号 器種 遺存(%度) 
計測値

調 整 色調 胎土 備 考cm) 

口径 (5.7) 底部ナデ

白ス色コ針リ状ア物・115 第40図 3 手控ね 20 底径 (3.0) 体部ナデ 黄褐色

務高 3.1 内面ナデ

口径 (13.0) 底部手持ちヘラケズリ
002 第41図 l 須恵器杯 30 底径 (6.4) 体部ヘラケズリ・ナデ 黒色 石英

器高 4.1 内面一士主
口径 12目5 底部全面回転ヘラケズリ

002 第41図 2 土師器杯 90 底径 7.4 体部ヘラケズリ・ナデ 糧褐色 石英

器高 3.6 内面ナデ

口径 (13.0) 底部手持ちヘラケズリ

002 第41図 3 士師器杯 10 底径 (6.8) 体部ヘラケズリ・ナデ 棒褐色 石英

器高 3.7 内面ナデ

口径 (13.0) 底部ー

002 第41図4 土師器杯 10 底径 体部ナデ 灰褐色 石英

器高 (3.7) 内面ナデ

口径 (12.8) 底部

002 第41図 5 土師器杯 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 黄褐色 スコリア

器高 {2，4) 内面二土デ
口径 (12.0) 底部一

002 第41図 6 土師器杯 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 スコリア 内外面赤彩

器高 (2.6) 内面ナデ

口径 13.5 底部全面回転ヘフケズリ

007 第41図 8 須恵、器杯 90 底径 8.0 体部ヘラケズリ・ナデ 黒褐色 石英

器高 4.9 内面ナデ

口径 (12.0) 底部ー

007 第41図 9 須恵、器杯 10 底径 体部ナデ 灰色 石英・スコリア

器高 (3目2) 内面ナデ

口径 (21.8) 底部

007 第41図10 土師器斐 20 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英

器高 (9.0) 内面 ナデ・ヘラナデ
口径 (20.1) 底部ー

007 第41図11 土師器費 30 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 糧褐色 石英・スコリア

器高 (21.0) 内面二土デ
口径 底部全面手持ちヘラケズリ

010 第42図 1 土師器杯 20 底径 (8.0) 体部ヘラケズリ・ナデ 権褐色 石英・スコリア

器高 (1.9) 内面ナデ

口径 (13.0) 底部手持ちヘラケズリ

010 第42図 2 土師器杯 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英

器高 3.9 内面ナデ

口径 21.6 底部手持ちヘラケズリ

010 第42図 3 土師器鉢 80 底径 (8.6) 体部ヘラケズリ・ナデ 授褐色 石英

器高 7.7 内面 ミガキ・ナデ
口径 孔部

010 第42図4 須恵、器甑 10 孔径 体部ナデ・タタキ 黒色 石英

器高 (12.3) 内面ナデ

口径 22.7 底部一

010 第42図 5 土師器斐 50 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 黄褐色 石英・長石

器高 16.4 内函 ナデ・ヘラナデ

口径 (22.0) 底部ー

010 第42図 6 土師器要 20 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英

器高 (12.2 内面ナデ

口径 12.3 底部 回転ヘラ切り・手持ちヘラケズリ
017 第44図 1 須恵器杯 90 底径 6.1 体部ヘラケズリ・ナデ 灰色 石英

器高 3.7 内面ナデ

口径 12.6 底部 回転ヘラ切り・回転ヘフケズリ
017 第44図 2 須恵、器杯 80 底径 6.9 体部ヘラケズリ・ナデ 黒灰色 石英

器商 4.1 内面ナデ

口径 12.5 底部全面手持ちヘラケズリ
017 第44図 3 須恵、器杯 60 底径 6.6 体部ヘラケズリ・ナデ 黒灰色 石英

器高 3.5 内面ナデ

口径 12.6 底部全面手持ちへラケズリ
017 第44図4 須恵器杯 30 底径 (6.0) 体部 ヘラケズリ・ナデ・ヘラナデ 黒褐色 石英・スコリア

器高 4.0 内面ナデ

口径 11.7 底部回転糸切り
017 第44図 5 須恵器杯 90 底径 6.4 体部ナデ 灰色 石英

器高 3.6 内面ナデ

口径 (13.0) 底部 回転ヘフ切り・手持ちヘラケズリ
017 第44図 6 須恵、器杯 60 底径 6.9 体部ヘラケズリ・ナデ 黒褐色 石英

器高 4.1 内面ナデ

口径 (12.6) 底部全面回転ヘラケズリ
017 第44図 7 須恵、器杯 50 底径 7.4 体部ヘラケズリ・ナデ 黒褐色 石英

器高 4.0 内面ナデ
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土器観察表 (7) ( )推定値 < >現存値

遺構 挿図番号 器種
遺存度 計損IJ 値

調 整 色調 胎士 備 考
番号 (%) (cm) 

口径 底部へフケズリ

017 第44図8 土師器斐 20 底径 6.0 体部ヘラケズリ 黒褐色 石英・スコリア

器高 <6.8) 内 面ヘラナデ

須短恵頚壷器

口径 (12.2) 底部

黒石色英粒・子017 第44図 9 20 底径 体部ナデ 灰白色

器高 _il3l2 内面ナデ

口径 孔部

017 第44図10 須恵器甑 10 孔径 (14.4) 体部 ヘラケズリ・タタキ 黒灰色 石英

器高 ~ 内面 ヘラケズリ・ヘラナデ

口径 底部ナデ

017 第44図11 須恵、器斐 10 底径 ((117.01〉) 体部ヘラケズリ・タタキ 黒灰色 石英・雲母

器高 O. 内 面ナデ

口径 (12.0) 底部全面回転ヘラケズリ

019 第45図 1 士師器杯 20 底径 (6.2) 体部ヘラケズリ・ナデ 樫褐色 スコリア

器高 3.7 内 面ナデ

口径 (12.6) 底部回転ヘフケズ1)

019 第45図 2 土師器杯 10 底径 (7.7) 体部ナデ 灰褐色 石英

器高 3.6 内 面ナデ

口径 (19.7) 底部

019 第45図 3 土師器斐 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 燈褐色 石英

器高 (4.1) 内 面ナデ

口径 孔部

019 第45図4 須恵、器甑 10 孔径 (14.0) 体部ヘラケズリ 灰褐色 石英

器高 i丘11 内面 ヘラケズリ・ヘラナデ

口径 孔部

019 第45図 5 須恵、器甑 10 孔径 (19.0) 体部ヘラケズリ 黒灰色 石英・スコリア

器高 (7.1) 内面 ヘラケズリ・ヘラナデ

口径 底部

020 第46図 1 須恵器愛 40 底径 体部 ヘラケズリ・タタキ・ナデ 黒灰色 石英

器高 (22.0) 内面ナデ

口径 (13.2) 底部全面回転へ7ケズリ
022 第46図 2 須恵器杯 40 底径 (9.2) 体部 ヘラケズリ・ナデ 灰白色 石英

器高 3.6 内 面ナデ

高須台恵付、器杯

口径 (14.2) 底部

022 第46図3 10 底径 体部ナデ 灰白色 石英

器高 3.9 内 面ナデ

口径 (19.0) 底部

022 第46図4 土師器皿 10 底径 体部 ヘラケズリ・ミガキ・ナデ 黄褐色 石英・スコリア

器高 (2.5) 内面 ミガキ・ナデ

口径 (23.4) 底部
石英雲・長母石・022 第46図 5 土師器斐 10 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ・ヘラナデ 黄褐色

器高 (5.3) 内 面ナデ

口径 22.0 底部

022 第46図 6 土師器斐 80 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 権褐色 石英・長石

器高 (27.4) 内面 ナデ・ヘラナデ
口径 12.4 底部全面手持ちヘラケズリ

023 第47図 l 土師器杯 90 底径 5.5 体部ヘラケズ 1)・ナデ 糧褐色 石英・スコリア
器高 4.2 内面ナデ

口径 (12.8) 底部ヘラケズリ
023 第47図 2 土師器杯 10 底径 (6.0) 体部ナデ 燈褐色 石英・スコリア

器高 2.7 内面ナデ

口径 底部
023 第47図 3 土師器斐 20 底径 体部ヘラケズリ 赤褐色 石英

器高 (18盆 内 面ヘラナデ
口径 (20.0) 底部一

023 第47図4 須恵、器斐 20 底径 体部 へラケズリ・ナデ 糧褐色 石英・スコリア

器高 (1主QI 内面 ナデ・ヘラナデ
口径 (19.2) 底部ー

023 第47図 5 須恵、器斐 10 底径 体部 ヘラケズリ・タタキ・ナデ 灰褐色 石英・スコリア
器高 三回i 内面 ナデ・ヘラナデ
口径 (2l.2) 底 部ー

023 第47図 6 須恵器斐 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 灰褐色 石英
器高 (5.7) 内面 ナデ・ヘラナデ
口径 (23.0) 底部

023 第47図 7 須恵、器褒 10 底径 体部 タタキ・ナデ 灰色 石英
器高 (4.7) 内面 ナデ・ヘラナデ
口径 (2l.8) 底部ー

023 第47図8 須恵、器賓 10 底径 体部ナデ 黒色 石英
器高 t1.:il 内面ナデ
口径 (15.0) 底部ー

023 第47図 9 須恵器斐 10 底径 体部ナデ 暗赤褐色 石英
器高 i4，5) 内面 ナデ・ヘラナデ
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土器観察表 (8) ( )推定値 ( )現存値

害警 挿図番号 器種 遺存(%度) 計測値
調 整 色調 胎土 備 考

岨)

口径 (14.2) 底部全面手持ちヘラケズリ
024 第48図 1 須恵器杯 50 底径

73五0 
体部ヘラケズリ・ナデ 黒色 石英

器商 内面ナデ

口径 (12.8) 底部全面手持ちへラケズリ
024 第48図2 須恵器杯 40 底径 6.6 体部ヘラケズリ・ナデ 灰色 石英

器高 4.5 内面ナデ

口径 (15.8) 底部回転ヘラケズリ

024 第48図3 土師器杯 40 底径 (7.8) 体部ヘラケズリ・ナデ 黄褐色 石英・スコリア

器高 4.6 内面ナデ

口径 (14.8) 底部ー

024 第48図4 土師器費 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英

器高 1生1l 内面 ナデ・ヘラナデ
口径 (22.8) 底部ー

024 第48図5 土師器費 10 底径 体部ナデ 赤褐色 石英・雲母

器高 (6.0) 内面 ナデ・ヘラナデ

口径 (22.2) 底部ー

024 第48図6 土師器費 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 極褐色 石英・スコリア

器高 (8.5) 内面 ナデ・ヘラナデ

口径 (30.4) 孔部ー

024 第48図7 須恵器甑 10 孔径 体部 タタキ・ナデ 黒色 石英

器高 (6.5) 内面 ナデ・ヘラナデ
口径 孔部

024 第48図8 須恵器甑 10 孔径
(i15盟.4)} 体部ヘラケズ 1)・タタキ 黒色 石英

器高 内面 タタキ・ナデ・ヘラナデ

口径 (37.6) 底部ー

024 第48図9 須恵器壷 10 底径 体部ナデ 黒色 石英・雲母

器高 mi.. 内面ナデ

口径 (30.6) 底部ー

024 第48図10 須恵器鉢 20 底径 体部ナデ 黒灰色 石英

器高 (12.5) 内面 ヘラケズリ・ナデ

口径 (28.6) 底部ー

024 第48図11 須恵器費 40 底径 体部 ヘラケズリ・タタキ・ナデ 灰褐色 石英・雲母

務高 (29.5) 内面 ナデ・ヘラナデ

口径 底部手持ちへラケズリ

025 第49図 1 須恵器杯 10 底径
((83 .. 24) 〉

体部ナデ 黒灰色 石英

器高 内面ナデ

口径 (21.6) 底部

025 第49図2 須恵器壷 10 底径 体部 タタキ・ナデ 黒灰色 石英

器高 (73) 内面ナデ

口径 (12.8) 底部

026 第50図 l 須恵器杯 10 底径 体部ナデ 黒色 石英・雲母

器高 (3.1) 内面ナデ

口径 (13.8) 底部ー

02渇 第50図2 土師器柄、 10 底径 体部ナデ 横褐色 石英・スコリア

器高 (3.2) 内面ナデ

口径 (112) 底部ー

026 第50図3 土師器杯 10 底径 体部ナデ 糧褐色 石英・雲母

器高 (3.5l 内面ナデ

諸島
口径 底部回転ヘラケズリ

02氾 第50図4 20 底径
〈(618.7)) 

体部ナデ 橿褐色 石英・雲母

器高 内面 ミガキ・ナデ

口径 底部手持ちヘラケズリ

026 第50図5 土師器聾 10 底径
i(4E.0i ) 

体部ヘラケズリ 黄褐色 石英・雲母

器高 内面ナデ

口径 (21.8) 底部

026 第50図6 土師器賓 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 澄褐色 石英・雲母

器高 (122) 内面 ナデ・ヘラナデ

口径 (21.8) 底部ー

026 第50図7 土師器賓 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 種褐色 石英・スコリア

器高 (10.2) 内面ナデ

口径 (28.2) 底部ー

026 第50図8 須恵器費 30 底径 体部タタキ 黒褐色 石英・雲母

器高 (123) 内面 ナデ・ヘラナデ

口径 底部

026 第50図9 須恵器費 10 底径 体部 タタキ・ナデ 暗灰褐色 石英・雲母

器高 (7.8) 内面ナ望

口径 孔部へラケズリ

026 第50図10 須恵器甑 40 孔径 ((11 3.4) 体部ヘラケズリ・タタキ 暗灰褐色 石英・スコリア

器高 5.9) 内面 ヘラケズリ・ヘラナデ

口径 (26.2) 底部無調整

026 第50図11 須恵器費 30 底径 (16.8) 体部 タタキ・ナデ 灰色 石英・スコリア 底部に敷物圧痕

器高 27:Z 内面ナデ
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土器観察表 (9) ( )推定値 ( )現存値

遺構
挿図番号 器種 遺存(%度) 

計測値
調 整 色調 胎土 備 考

番号 cm) 

口径 13.4 底部全面手持ちへラケズリ

027 第51図 l 須恵器杯 80 底径 6.4 体部ヘラケズリ・ナデ 黒褐色 石英・スコリア

器高 4.1 内面ナデ

口径 (15.0) 底部一

027 第51図2 土師器費 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 黒褐色 石英

器高 (11.1) 内面 ナデ・ヘラナデ

口径 底部ー

027 第51図 3 土師器費 40 底径 6.0 体部ヘラケズリ 赤褐色 石英

器高 (14.3) 内 面ヘラナデ

口径 (14.4) 底部ー

027 第51図4 須恵器費 10 底径 体部 タタキ・ナデ 赤褐色 石英・スコリア

器高 (10.3) 内面 ナデ・ヘラナデ

口径 (16.2) 底部

027 第51図 5 須恵器壷 20 底径 体部 タタキ・ナデ 黒灰色 石英

器高 (17.1) 内面 ナデ・ヘラナデ

口径 (22.8) 底部ー

027 第51図 6 須恵器壷 20 底径 体部 タタキ・ナデ 赤褐色 石英・雲母

器高 <15.8) 内面 ナデ・ヘラナデ

口径 (13.2) 底部手持ちへラケズリ

028 第52図 1 須恵、器杯 10 底径 (7.6) 体部ヘラケズリ・ナデ 黒褐色 石英・雲母

器高 3.5 内面ナデ

口径 12.2 底部 回転ヘラ切り・手持ちへラケズリ
石英・雲母・028 第52図 2 須恵器杯 80 底径 6.2 体部ヘラケズリ・ナデ 黒褐色
ス コ ア

器高 4.0 内面ナデ

口径 (12.8) 底部手持ちヘラケズリ
028 第52図3 須恵器杯 10 底径 (7.2) 体部 ヘラケズリ・ナデ 灰白色 石英

器高 (3.5) 内面ナデ

口径 底部手持ちヘラケズリ
028 第52図4 須恵器杯 10 底径 (7.0) 体部ヘラケズリ・ナデ 灰色 石英・スコリア

器高 (2.4) 内面ナデ

口径 底部全面手持ちヘラケズリ
028 第52図 5 土師器杯 20 底径 7.0 体部ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英・スコリア

器高 {l.3) 内面ナデ

灰長粕頚陶瓶器
口径 (10.2) 底部ー

028 第52図 6 10 底径
体部 ナナデデ

灰褐色 黒色粒子

器高 (6，6) 内面

口径 (20.0) 底部

028 第52図 7 士郎器費 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 暗茶褐色 石英・雲母

器高 (8.0) 内面ナデ

口径 12.1 底部全面回転ヘラケズリ
031 第53図 1 須恵器杯 80 底径 8.3 体部ナデ 灰白色 石英・雲母

器高 3.8 内面ナデ

口径 13.1 底部 回転ヘラ切り・手持ちヘラケズリ
031 第53図2 須恵器杯 90 底径 7.2 体部ナデ 赤褐色 石英・雲母

器高 3.8 内面ナデ

口径 12.3 底部全面手持ちヘラケズリ
031 第53図 3 須恵器杯 完形 底径 6.8 体部ヘラケズリ・ナデ 灰褐色 石英

器高 4.1 内面ナデ

口径 (33.0) 孔部

031 第53図4 須恵器甑 10 孔径 体部 タタキ・ナデ 赤褐色 石英

器高 三回} 内面 ナデ・ヘラナデ

口径 (14.0) 底部ー
034 第53図 5 土師器杯 20 底径 体部 手持ちへラケズリ・ナデ 黒褐色 石英・雲母

器高 (3.7) 内面ナデ

高土台師付器椀

口径 底部回転ヘラ切り
034 第53図 6 50 底径 7.7 体部ナデ 茶褐色 石英・スコリア

器高 (3.9) 内面 ミガキ・ナデ
口径 底部ー

034 第53図 7 土師器蔓 20 底径 8.1 体部ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英
器商 _{5.2) 内面 十ヂ・ヘラナデ

口径 12.0 底部全面手持ちヘラケズリ
石英・雲母・037 第54図 1 土師器杯 90 底径 6.9 体部手持ちヘラケズリ・ナデ 褐色
スコリア 墨書「庚口」

器高 4.2 内面 ミガキ・ナデ
口径 15.5 底部 回転糸切り・周縁回転ヘラケズリ

内墨面書黒色「国処」理037 第54図 2 土師器杯 卯 底径 8.5 体部 回転ヘラケズリ・ナデ 明褐色 石英
器高 5.8 内面ミガキ

口径 底部回転ヘラケズリ
037 第54図3 須恵、器杯 10 底径 8.4 体部ー 明灰色 石英・雲母

器高 内面ー

口径 底部ヘラケズリ
037 第54図4 土師器妻 40 底径 6.0 体部ヘラケズリ・ナデ 黒褐色 石英・雲母

器高 16.0) 内 面ヘラナデ
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土器観察表 (10) ( )推定値 ( )現存値

遺番 構号 挿図番号 器種 遺存(%度) 計測値
調 整 色調 胎土 備 考(cm) 

口径 底部ヘラケズリ
037 第54図5 土師器蓮 40 底径 6.8 体部 ヘラケズリ・ナデ 暗茶褐色 石英

器高 (11.5) 内面ヘラナデ

口径 (19.2) 底部

037 第54図6 土師器斐 10 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 茶褐色 石英

器高 (10.2) 内面ヘラナデ

口径 (21.0) 底部

037 第54図7 土師器楚 20 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 茶褐色 石英・長石

器高 (19.2) 内面ヘラナデ

口径 (12.4) 底部全面手持ちヘラケズリ

038 第54図8 土師器杯 40 底径 6.0 体部ナデ 樫褐色
石英・雲母・
スコリア

器高 3.9 内面ナデ

口径 13.2 底部全面手持ちへラケズリ

038 第54図9 土師器杯 90 底径 6.8 体部ナデ 糧褐色 石英・雲母

器高 3.8 内面ナデ

口径 (13.6) 底部全面手持ちへフケズリ

038 第54図10 土師器杯 30 底径 5.7 体部ナデ 黒褐色 石英・雲母

器高 4.5 内面ナデ

口径 (12.6) 底部手持ちヘラケズリ

038 第54図11 土師器皿 20 底径 (4.4) 体部手持ちへラケズリ・ナデ 明褐色 石英・雲母 墨書

器高 2.8 内面ナデ

口径 (12ω 底部全面回転ヘラケズリ

038 第54図12 須恵器杯 40 底径 7.4 体部ナデ 灰褐色 石英

器高 4.1 内面ナデ

口径 (13.0) 底部周縁手持ちへフケズリ

038 第54図13 須恵、器杯 30 底径 (6.6) 体部ナデ 黒褐色 石英・雲母

器高 4.2 内面ナデ

口径 (26.0) 底部

038 第54図14 須恵器楚 10 底径 体部 タタキ・ナデ 赤褐色 雲母

器高 (4.9) 内面 ナデ・ヘラナデ

口径 (16.7) 底部

038 第54図15 須恵、器蜜 10 底径 体部 タタキ・ナデ 赤褐色 石英・雲母

器高 (6.0) 内面 ナデ・ヘラナデ

口径 13.6 底部

038 第54図16 土師器費 50 底径 体部ナデ 糧褐色 石英

器高 (14.8) 内面 ナデ・ヘラナデ

口径 (13.0) 底部 回転ヘラ切り・全面手持ちヘラケズリ

039 第55図 1 須恵器杯 50 底径 8.0 体部 手ナ持デちヘラケズリ・ナデ 黒褐色 石英 線刻「仲」

器高 4.0 内面

口径 13.2 底部 回転ヘラ切り・手持ちヘラケズリ

039 第55図2 須恵器杯 80 底径 8.9 体部 手ナ持デちヘラケズリ・ナデ 黒褐色 石英・スコリア

器高 4.3 内面

口径 (12.0) 底部周縁手持ちヘラケズリ

039 第55図3 土師器杯 20 底径 (7.0) 体部ナデ 糧褐色 石英

器高 4.4 内面ナデ

口径 (11.9) 底部全面手持ちヘラケズリ

040 第55図4 須恵、器杯 30 底径 (6.8) 体部 手持ちへラケズリ・ナデ 黒褐色 石英

器高 3.6 内面ナデ

口径 (12.0) 底部全面手持ちヘラケズリ

040 第55図5 土師器杯 20 底径 (8.2) 体部手持ちへラケズリ・ナデ 樫褐色 石英・雲母

器高 3.9 内面ナデ

口径 底部全面手持ちヘラケズリ

040 第55図6 土師器杯 20 底径
(72.8 6〉

体部 手ナ持デちヘラケズリ・ナデ 褐色 石英・雲母

器高 内面

口径 13.8 底部回転糸切り無調整
石英・雲母・

042 第56図 I 土師器皿 広フ告i;jf:ク， 底径 5.9 体部ナデ 黒褐色
スコリア

ヘラ記号

器高 1.8 内面ナデ

口径 (14.4) 底部全面手持ちヘラケズリ

042 第56図2 土師器杯 70 底径 6.6 体部 ヘラケズリ・ナデ 黄褐色 石英・スコリア

器高 4.6 内面 ナデ・ミガキ

口径 (14β) 底部全面手持ちヘラケズリ

042 第56図3 土師器杯 70 底径 6.6 体部 ヘラケズリ・ナデ 黄褐色 石英

器高 4.8 内面 ナデ・ミガキ

口径 11.4 底部全面手持ちヘラケズリ
石英・雲母・

042 第56図4 土師器材、 90 底径 7.0 体部ヘラケズリ・ヘラナデ 黄褐色 スコリア
器高 4.2 内面 ヘラナデ・ミガキ

口径 (12.0) 底部全面手持ちヘラケズリ

042 第56図5 土師器杯 40 底径 6.4 体部ヘラケズリ・ナデ 燈褐色 石英・スコリア

器高 4.1 内面ナデ

口径 (12.2) 底部全面手持ちヘラケズリ

042 第56図6 土師器杯 40 底径 4.8 体部ヘラケズリ・ナデ 櫨褐色 石英・スコリア

器高 4.1 内面ナデ
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土器観察表(11) ( )推定値 ( )現存値

遺番構号 挿図番号 器種 遺存(%度) 
計測値

調 整 色調 胎土 備 考
C皿)

口径 13.2 底部全面手持ちヘラケズリ
042 第56図7 土師器皿 70 底径 6.4 体部 ヘラケズリ・ナデ 糧褐色 石英・スコリア

器高 2.0 内面ナデ

口径 (13.8) 底部

042 第56図8 土師器皿 30 底径 体部 手持ちヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英・雲母

器高 2.2 内面ナデ

口径 (20.4) 底部

042 第56図9 土師器賓 20 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 黄褐色 石英・雲母

器高 (6.0) 内面ヘラナデ

口径 (18.0) 底部一

042 第56図10 土師器費 10 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 暗褐色 石英・雲母

器高 (12.5) 内面ヘラナデ

口径 20.2 底部

042 第56図11 土師器費 40 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 櫨褐色 石英・スコリア

器高 (14.9) 内面ヘラナデ

口径 21.0 底部

042 第56図12 土師器斐 60 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 黄褐色 石英・スコリア

器高 {Z2.4) 内面ヘラナデ

口径 (20.8) 底部
石英・雲母・

042 第56図13 須恵器楚 20 底径 体部 タタキ・ケズリ 黒褐色

器高 (12.0) 内面 ナデ・ヘラナデ
スコリア

口径 (21.4) 底部
石英・雲母・

042 第56図14 須恵器費 20 底径 体部 タタキ・ケズリ 黒褐色
スコリア

器高 (16.9) 内面 ナデ・ヘラナデ

口径 (23.8) 底部

042 第56図15 須恵器吏 40 底径 (14.6) 体部 タタキ・ケズリ 暗褐色 石英・雲母

器高 (24.2) 内面 ナデ・ヘラナデ

口径 (15.0) 底部

044 第57図1 土師器杯 20 底径 (7.6) 体部ナデ 黄褐色 石英・雲母

器高 4.8 内面ナデ

口径 (14.8) 底部一

044 第57図2 土師器杯 20 底径 (8.2) 体部ナデ 黄褐色 石英

器高 4.2 内面ナデ

口径 (14.0) 底部回転ヘフケズリ

044 第57図3 土師器杯 10 底径 (6.6) 体部 回転ヘラケズリ・ナデ 暗褐色 石英・スコリア

器高 4.1 内面ナデ

口径 (14.0) 底部 へ7切り・回転ヘラケズリ
似4 第57図4 土師器杯 60 底径 7.0 体部 回転ヘラケズリ・ナデ 援褐色 石英・スコリア

器高 4.5 内面ナデ

口径 13.6 底部 ヘフ切り・手持ちへ7ケズリ

044 第57図5 土師器杯 90 底径 5.4 体部 手持ちヘラケズリ・ナデ 暗赤褐色 石英・スコリア

器高 4.5 内面ナデ

口径 (9.6) 底部ー

044 第57図6 土師器褒 10 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 黒褐色 石英・雲母

器高 (5.5) 内面ヘラナデ

口径 (13.8) 底部

044 第57図7 土師器斐 10 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英・スコリア

器高 (6.4) 内面ヘラナデ

口径 (13.6) 底部一

044 第57図8 土師器斐 10 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 暗褐色 石英・雲母

器高 (6.2) 内面ヘラナデ

口径 (12.3) 底部ヘフケズリ

044 第57図9 土師器蜜 70 底径 6.0 体部 ヘラケズリ・ナデ 黒褐色 石英・雲母

器高 13.5 内面ヘラナデ

口径 (25.6) 底部一

044 第57図10 土師器斐 10 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 樫褐色 石英・雲母

器高 (7.0) 内面ヘラナデ

口径 (19.0) 底部無調整

044 第57図11 須恵、器蔓 50 底径 (12.2) 体部 タタキ・ケズリ 黒褐色 石英・雲母 底部に敷物圧痕

器高 13.8 内面 ナデ・ヘラナデ
口径 (20.6) 底部

044 第57図12 須恵、器費 10 底径 体部 タタキ・ナデ 糧褐色 石英・スコリア

器高 (7.2) 内面 ナデ・ヘラナデ

口径 (25.8) 底部

044 第57図13 須恵器斐 30 底径 体部 タタキ・ヘラケズリ 黒褐色 石英・長石

器高 (23.3) 内面 ナデ・ヘラナデ

口径 26.2 底部ー

044 第57図14 須恵器斐 30 底径 体部 タタキ・ナデ 灰褐色 石英

器高 (15.2) 内面 ナデ・ヘラナデ

口径 (14.6) 底部

047 第58図1 士師器杯 10 底径 体部ナデ 澄褐色 石英・雲母

器高 {4，5l 内面ナデ
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土器観察表 (12) ( )推定値 ( >現存値

遺番 構号 挿図番号 器種 遺存(%度) 
計測値

調 整 色調 胎土 備 考cm) 

口径 (14.4) 底部

047 第58図 2 土師器杯 10 底径 体部ナデ 黒褐色 石英

器高 (4.0) 内面ナデ

口径 (12.8) 底部

047 第58図 3 須恵、器杯 10 底径 体部ナデ 桂褐色 石英・雲母

器高 (3.5) 内面ナデ

口径 (12.0) 底部一

047 第58図 4 須恵器杯 10 底径 体部ナデ 暗赤褐色 石英・雲母

器高 (2.8) 内面ナデ

口径 (18.4) 底部ー
石英・長石・

047 第58図 5 土師器聾 10 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 櫨褐色
スコリア

器高 (7.5) 内面ヘラナデ

口径 底部ナデ
石英雲・長母石・047 第58図 6 須恵、器楚 10 底径

(1(3503) 〉
体部ヘラケズリ・ナデ 赤褐色

器高 内面ヘラナデ
口径 孔部

石英雲・長母石・047 第58図 7 須恵、器甑 10 孔径 体部 タタキ・ナデ 赤褐色

器高 (5.9) 内面ナデ

口径 (21.9) 孔部ヘフケズリ
石英・長石・

047 第58図 8 須恵、器甑 10 
孔径 〈(11123)〉 体部 タタキ・ヘラケズリ・ナデ 樫褐色

スコリア
器高 6. 内面ヘラナデ

口径 (15.0) 天井部回転ヘラケズリ

048 第四図 1 須恵、器蓋 10 天井径 体部ー 灰色 石英

器高 (1.9) 内面ナデ

口径 (12.8) 底部ー

048 第59図 2 土師器杯 30 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 櫨褐色 石英・スコリア

器高 (3.2) 内面ナデ

口径 15.0 底部

048 第四図 3 土師器杯 90 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 積褐色 石英・スコリア

器高 2.9 内面 ナデ・ミガキ

口径 (12.6) 底部一
石英・雲母・048 第59図 4 土師器杯 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 糧褐色
スコリア

器高 (3.0> 内面 ナデ・ミガキ

口径 (14.6) 底部

048 第59図 5 須恵、器杯 20 底径 体部ナデ 灰色 石英・雲母

器高 (3.8) 内面ナデ

口径 (13.0) 底部

048 第59図 6 土師器杯 20 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 黒褐色 石英・スコリア 内外面黒色処理

器高 (3.5) 内面 ナデ・ミガキ

口径 (12.0) 底部

048 第59図 7 土師器杯 20 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英・スコリア 内外面赤彩

器高 5.0 内面ナデ

口径 (14.5) 底部一

048 第59図 8 土師器斐 20 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英・スコリア

器高 (9.4) 内面ヘラナデ

口径 (21.3) 底部

似8 第59図 9 土師器斐 10 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 澄褐色 石英・長石

器高 (8.9> 内面ヘラナデ

口径 13.0 底部 ヘラ切り・周縁手持ちへフケズリ
049 第61図 1 須恵器杯 70 底径 6.6 体部手持ちヘラケズリ・ナデ 黒褐色 石英

器高 4.1 内面ナデ

口径 13.1 底部 ヘラ切り・全面手持ちヘラケズリ
049 第61図 2 須恵器杯 80 底径 8.0 体部 手持ちへラケズリ・ナデ 黒褐色 石英

器高 4.2 内面ナデ

口径 14.1 底部 ヘラ切り・全面手持ちへフケズリ

049 第61図 3 須恵器杯 70 底径 6.6 体部 手持ちヘラケズリ・ナデ 黒褐色 石英

器商 4.7 内面ナデ

口径 (13.0) 底部周縁手持ちヘラケズリ

049 第61図 4 須恵器杯 40 底径 6.4 体部 手持ちヘラケズリ・ナデ 黒褐色 石英

器高 3.9 内面ナデ

口径 12.4 底部全面手持ちヘラケズリ
049 第61図 5 須恵、器杯 60 底径 6.6 体部 手持ちへラケズリ・ナデ 黒褐色 石英

器高 3.8 内面ナデ

口径 13.4 底部全面手持ちヘラケズリ
049 第61図 6 須恵、器杯 70 底径 6.5 体部手持ちへラケズリ・ナデ 黒褐色 石英

器高 4.5 内面ナデ

口径 (12.8) 底部手持ちへラケズリ

049 第61図 7 須恵器杯 20 底径 (6.4) 体部 手持ちヘラケズリ・ナデ 灰褐色 石英

器高 3.9 内面ナデ

口径 13.2 底部全面手持ちヘラケズリ
049 第61図 8 須恵器杯 完形 底径 6.2 体部 手持ちヘラケズリ・ナデ 灰色 石英・雲母

器高 4.5 内面ナデ
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土器観察表 (13) ( )推定値 ( )現存値

事号 挿図番号 器種 遺存(%度) 計 測 値
調 整 色調 胎土 備 考cm) 

口径 14目6 底部全面手持ちへラケズリ
049 第61図9 土師器杯 70 底径 6目8 体部手持ちヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英

器高 4ι8 内面ナデ

口径 12.5 底部全面回転ヘラケズリ
ω9 第61図10 土師器杯 ω 底径 7.0 体部 回転ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英

器高 4.3 内面ナデ

口径 (12.8) 底部全面手持ちヘラケズリ
似9 第61図11 土師器杯 40 底径 (6.2) 体部 手持ちヘラケズリ・ナデ 糧褐色 石英

器高 4.7 内面ナデ

口径 (11.5) 底部全面手持ちヘラケズリ

049 第61図12 土師器杯 40 底径 6.8 体部手持ちヘラケズリ・ナデ 栂褐色 石英・雲母

器高 4.4 内面ナデ

口径 (14.8) 底部

049 第61図13 土師器杯 30 底径 (8.2) 体部ナデ 糧褐色 石英・雲母

器高 4.1 内面ナデ

口径 底部全面手持ちヘラケズリ
049 第61図14 土師器杯 40 底径

〈63.85〉
体部手持ちへラケズリ・ナデ 赤褐色 石英・雲母

器高 内面ナデ・ミガキ

口径 底部手持ちへラケズリ

049 第61図15 土師器杯 10 底径
((73D.7) 〉

体部手持ちへラケズリ・ナデ 茶褐色 石英・スコリア 墨書「酒J
器高 内面ナデ

口径 13.4 底部全面手持ちへラケズリ
石英・雲母・049 第61図16 土師器皿 90 底径 6.3 体部 手持ちへラケズリ・ナデ 糧褐色
スコリア

器高 2.1 内面 ナデ・ミガキ

高土台師付器皿

口径 底部全面回転ヘラケズリ
049 第61図17 40 底径 6.8 体部 回転ヘラケズリ・ナデ 糧褐色 石英・雲母

器高 2.3 内面 ナデ・ミガキ

口径 (13.4) 底部全面回転ヘラケズリ
049 第61図18 土師器血 30 底径 (5.4) 体部 回転ヘラケズリ・ナデ 稽褐色 石英・雲母

器商 2.1 内面ナデ

口径 14.4 底部全面回転ヘラケズリ
石英・雲母・049 第61図19 土師器皿 80 底径 6.6 体部 回転ヘラケズリ・ナデ 橿褐色
スコリア

器商 2.1 内面ナデ

口径 (12.4) 底 部一

049 第61図20 土師器吏 10 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英・雲母

器高 (3.7) 内面ヘラナデ
口径 (20.8) 底部

石英雲・長母石・049 第61図21 土師器費 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 極褐色

器高 (62) 内面ヘラナデ

口径 底部ヘラケズリ
049 第61図22 土師器費 20 底径

〈77.82〉
体部ヘラケズリ・ナデ 暗褐色 石英・長石

器高 内面ヘラナデ

口径 (21.2) 底 部ー

049 第61図23 土師器聾 40 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 黄褐色 スコリア

器商 (12.6) 内面ヘラナデ

口径 (18.6) 底部ナデ

049 第61図24 須恵器鉢 60 底径 9.4 体部 タタキ・ヘラケズリ・ナデ 灰色 石英・長石 ヘラ記号

器高 10.7 内面ヘラナデ

口径 (21.6) 底 部ー

049 第61図25 須恵器費 10 底径 体部 タタキ・ナデ 赤褐色 石英

器高 (11.5) 内面ヘラナデ

口径 (28.0) 底 部ー

049 第61図26 須恵器蔓 10 底径 体部 タタキ・ナデ 黄褐色 石英・長石

器高 (14.0) 内面ヘラナデ

口径 (20.6) 底 部ー
石英雲・長母石・ω9 第61図27 須恵器費 20 底径 体部 タタキ・ナデ 赤褐色

器高 (17.7) 内面ヘラナデ

口径 孔部ヘラケズリ・ナデ

ω9 第61図28 須恵器甑 10 孔径 16.0 体部ヘラケズリ 黒褐色 石英・長石

器商 (5.4) 内面ヘラナデ

灰長紬頚陶瓶器
口径 底 部ー

049 第61図29 10 底径 体部ナデ 暗灰色 石英・長石

器高 (8.1) 内面ナデ

口径 11.4 底部全面手持ちヘラケズリ
051 第62図 1 須恵、器杯 70 底径 7.2 体部手持ちヘラケズリ・ナデ 灰色 石英・雲母

器高 3.9 内面 ナデ・ミガキ

口径 底部ヘラケズリ
051 第62図2 土師器費 日

底径 (1850 5〉
体部ヘラケズ 1)・ナデ 糧褐色 石英・雲母

器商 内面ヘラナデ

口径 (23.8) 底部ー
石英雲・長母石・051 第62図3 土師器聾 20 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 樫褐色

器高 (14.9) 内面ヘラナデ
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土器観察表(14) ( )推定値 ( )現存値

遺番 構号 挿図番号 器種 遺存(%度) 
計測値

調 整 色調 胎土 備 考cm) 

口径 (20.8) 底部
石英・長石・

051 第62図 4 土師器費 30 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 樫褐色

器高 (13.6) 内面ヘラナデ
スコリア

口径 18.7 底部ー
石英雲・長母石・051 第62図 5 土師器聾 50 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 樫褐色

器高 (23.9) 内面ヘラナデ
口径 (21.0) 底部

石英雲・長母石・051 第62図 6 土師器斐 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 褐色

器高 (11.3) 内面ヘラナデ

口径 12.4 底部全面手持ちへフケズリ

057 第64図 1 須恵器杯 完形 底径 6.0 体部手持ちヘラケズリ・ナデ 暗灰色 石英・スコリア

器高 4.3 内面ナデ

口径 (15.8) 天井部回転ヘラケズリ・ナデ

057 第64図 2 須恵器蓋 40 天井径 体部ー 暗灰色 石英

器高 3.8 内面ナデ

高須台恵付、器杯

口径 (14.7) 底部回転ヘフケズリ

057 第64図 3 30 底径 (9.2) 体部ナデ 灰色 石英・雲母

器高 4.6 内面ナデ

口径 (20.6) 底部ヘフケズリ

057 第64図 4 土師器斐 30 底径 体部ヘラケズリ 糧褐色 石英・スコリア

器高 (18.0) 内面ヘラナデ

口径 (20.0) 底部一

057 第64図 5 土師器聾 10 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英・雲母

器高 (5.8) 内面ヘラナデ

口径 (7.0) 底部ヘラナデ

057 第64図 6 手控ね 80 底径 6.4 体部ヘラナデ 黒褐色 石英

器高 4.0 内面ナデ

口径 (10.4) 底部ヘラナデ

057 第64図 7 手控ね 30 底径 (5.8) 体部ヘラナデ 暗褐色 白色針状物

器高 4.9 内面ナデ

口径 (10.6) 底部へ7ナデ

060 第65図 1 手控ね 40 底径 (5.2) 体部ヘラナデ 黄褐色 石英

器高 3.8 内面ナデ

口径 (16.6) 底部ヘラナデ
石英雲・長母石・060 第65図 2 土師器費 20 底径

〈187.01〉
体部ヘラケズリ 赤褐色

器高 内面ヘラナデ

口径 (10.8) 底部手持ちヘラケズリ

062 第66図 1 須恵器杯 20 底径 (4.8) 体部手持ちヘラケズリ・ナデ 暗灰色 石英・雲母

器高 3.9 内面ナデ

口径 (14.4) 底部全面回転ヘラケズリ
石英・雲母・

062 第66図 2 土師器杯 50 底径 6.8 体部 回転ヘラケズリ・ナデ 燈褐色
スコリア

器高 5.0 内面ナデ

口径 15.2 底部全面手持ちヘラケズリ
石英・雲母・062 第66図 3 土師器杯 完形 底径 6.4 体部手持ちヘラケズリ・ナデ 樫褐色
スコリア 墨書「笠下」

器高 5.2 内面ナデ

口径 (14.7) 底部全面手持ちへフケズリ
石英・雲母・

062 第66図 4 土師器皿 50 底径 5.6 体部手持ちへラケズリ・ナデ 種褐色
スコリア

器高 2.3 内面ナデ

口径 (14.6) 底部全面手持ちヘラケズリ
石英・雲母・

062 第66図 5 土師器皿 50 底径 5.6 体部手持ちへラケズリ・ナデ 澄褐色
スコリア

器高 2.8 内面ナデ

口径 (24.6) 底部
石英雲・母長石・062 第66図 6 須恵、器斐 30 底径 体部 タタキ・ナデ・ヘラケズリ 黒褐色

器高 (22.6) 内面ヘラナデ

口径 底部無調整
石英雲・母長石・062 第66図 7 須恵器甑 40 

底径 ((2155.66) 〉
体部 タタキ・ナデ・ヘラケズリ 黒褐色

器高 内面ヘラナデ

口径 (13.0) 底部ー
石英雲・母長石・064 第67図 l 土師器斐 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 樫褐色

器高 (5.5) 内面ナデ

口径 (21.8) 底部一

白色石針英状・物064 第67図 2 土師器斐 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 黄褐色

器高 (5.0) 内面ナデ

口径 16.0 底部全面手持ちヘラケズリ
066 第69図 1 須恵器杯 90 底径 7.6 体部 手持ちへラケズリ・ナデ 黒褐色 石英

器高 5.9 内商ナデ

口径 (16.4) 底部手持ちヘフケズリ

066 第69図 2 士師器杯 40 底径 (7.3) 体部 手持ちヘラケズリ・ナデ 糧褐色 石英・スコリア

器高 4.9 内面ナデ

口径 (17.6) 底部

066 第69図 3 土師器杯 40 底径 体部 手持ちヘラケズリ・ナデ 糧褐色 石英・雲母

器高 (5.9) 内面ナデ
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土器観察表 (15) ( )推定値 ( )現存値

遺番 構号 挿図番号 器種 遺存(%度) 
計測値

調 整 色調 胎士 備 考
C皿)

口径 (14.2) 底部 回転糸切り・周縁手持ちへフケズリ
066 第69図4 土師器杯 50 底径 7.2 体部手持ちへラケズリ・ナデ 糧褐色 石英・スコリア 墨書「法成」

器高 4.0 内面ナデ

口径 (13.2) 底部 回転糸切り・周縁手持ちヘラケズリ

066 第69図5 土師器杯 50 底径 6.3 体部 手持ちへラケズリ・ナデ 淡褐色 石英・スコリア 墨書「記号」

器高 4.7 内面ナデ

口径 底部手持ちへラケズリ

066 第69図6 土師器杯 10 底径
((72D7) 〉

体部 手持ちへラケズリ・ナデ 淡褐色 石英・スコリア 墨書「法成」

器高 内面ナデ

口径 (12.0) 底部全面手持ちへラケズリ

066 第69図7 土師器杯、 40 底径 6.2 体部手持ちヘラケズ 1)・ナデ 明褐色 石英・スコリア 墨書「千万」

器高 3.6 内面ナデ

口径 底部回転糸切り

066 第69図8 土師器杯 20 底径 6.0 体部 ナデ 淡褐色 石英 墨書「加」

器商 (1.2) 内面ナデ

口径 (13.4) 底部全面手持ちへフケズリ

066 第69図9 土師器皿 30 底径
〈(62.0) 体部手持ちへラケズリ・ナデ 赤褐色 石英・スコリア

器高 .0) 内面ナデ

口径 13.8 底部全面手持ちへラケズリ
066 第69図10 土師器皿 80 底径 5.7 体部 手持ちへラケズリ・ナデ 明褐色 石英・スコリア 墨書「千万」

器高 2.5 内面 ミガキ・ナデ

高土台師付器皿

口径 13.2 底部 ナデ

066 第69図11 60 底径 6.6 体部 ナデ 赤褐色 石英・雲母

器高 2.8 内面 ナデ・ミガキ

口径 (25.8) 底部

侃6 第69図12 土師器鉢 10 底径 体部 ヘラケズリ・ナデ 援褐色 石英・雲母

器高 (8.4) 内面ナデ

口径 (18.2) 底部一

066 第69図13 土師器費 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 糧褐色 石英

器商 (9.2) 内面ヘラナデ

口径 底部ヘラケズリ

066 第69図14 土師器斐 40 底径 7.2 体部ヘラケズリ・ナデ 燈褐色 石英

器高 (18.7) 内面ヘラナデ

口径 (21.0) 底部一

066 第69図15 須恵器斐 10 底径 体部 タタキ・ナデ 黒褐色 石英

器高 (6.9) 内面ヘラナデ

口径 (12.6) 底部手持ちヘフケズリ

068 第70図1 土師器杯 2日 底径 (6.0) 体部 手持ちへラケズリ・ナデ 権褐色 石英・雲母

器高 4.5 内面ナデ

口径 (12.0) 底部回転ヘフケズリ
石英・雲母・068 第70図2 土師器杯 30 底径 (5.6) 体部 回転ヘラケズリ・ナデ 黄褐色
スコリア

器高 4.1 内面ナデ

口径 (12.2) 底部

068 第70図3 土師器斐 10 底径 体部ヘラケズリ 黒褐色 石英・長石

器高 (5.4) 内面ヘラナデ

口径 (20.9) 底部ー
石英・雲母・

068 第70図4 須恵、器費 20 底径 体部 タタキ・ヘラケズリ 赤褐色

器高 (11.3) 内面ヘラナデ
スコリア

口径 (12.6) 底部全面回転ヘラケズリ

069 第71図l 須恵器杯 50 底径 7.6 体部 回転ヘラケズリ・ナデ 黒褐色 石英・雲母

器高 4.3 内面ナデ

口径 (20.1) 底部

069 第71図2 須恵、器斐 30 底径 体部ヘラナデ・ナデ 明灰色 石英・雲母

器高 (13.0) 内面ヘラナデ

口径 底部

070 第71図4 土師器杯 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 黄褐色 石英・雲母

器高 (2.3) 内面ナデ

口径 脚部ヘラケズリ・ナデ

070 第71図5 土師器高杯 30 裾径 体部 褐色 石英・雲母 内面黒色処理

器高 (7.9) 内面 ミガキ

口径 22.4 底部ヘフケズリ

070 第71図6 土師器斐 90 底径 5.2 体部 ヘラケズリ・ナデ 糧褐色 石英

器高 31.3 内面ヘラナデ

口径 13.1 底部全面回転ヘラケズリ

072 第72図1 土師器杯 80 底径 6.4 体部 回転ヘラケズリ・ナデ 樫褐色 石英・雲母

器高 4.3 内面ナデ

口径 14.1 底部全面手持ちヘラケズリ
072 第72図2 土師器杯 80 底径 6.6 体部 手持ちへラケズリ・ナデ 赤褐色 石英・スコリア

器高 4.6 内面ナデ

口径 (14.4) 底部 回転糸切り・周縁手持ちヘラケズリ
スコリア・

072 第72図3 土師器杯 70 底径 6.6 体部ナデ 糧褐色
白色針状物

器高 6.0 内面ナデ
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土器観察表 (16) ( )推定値 ( )現存値

遺番 構号 挿図番号 器種 遺存(%度) 
計測値

調 整 色調 胎土 備 考
cm) 

口径 11.6 底部全面手持ちヘラケズリ

072 第72図 4 土師器杯 70 底径 6.0 体部手持ちへラケズリ・ナデ 赤褐色 石英

器高 4.3 内面ナデ

口径 (13.0) 底部全面手持ちへラケズリ

072 第72図 5 土師器杯 60 底径 6.5 体部手持ちへラケズリ・ナデ 赤褐色 石英・スコリア

器高 4.3 内面ナデ

口径 (12.5) 底部全面手持ちへフケズリ

072 第72図 6 土師器杯 50 底径 5.2 体部 手持ちへラケズリ・ナデ 赤褐色 石英・雲母

器高 4.8 内面ナデ

口径 (13.4) 底部全面手持ちヘラケズリ

072 第72図7 土師器杯 50 底径 6.9 体部ナデ 赤褐色 石英

器高 4.1 内面ナデ

口径 (13.0) 底部一

072 第72図8 土師器杯 20 底径 体部ナデ 黄褐色 石英・スコリア

器高 (3.7) 内面ナデ

口径 12.1 底部全面手持ちヘラケズリ

072 第72図 9 土師器杯、 40 底径 6.2 体部手持ちへラケズリ・ナデ 樫褐色 石英・スコリア ヘラ記号

器高 4.1 内面ナデ

高土台師付器杯

口径 (15.0) 底部ナデ

072 第72図10 10 底径 (6目8) 体部ナデ 黄褐色 石英・スコリア 内面黒色処理

器高 4.9 内面 ミガキ

口径 (21.0) 底部

072 第72図11 須恵器壷 10 底径 体部ナデ 褐色 石英

器高 (8.0) 内面ナデ

口径 12.0 底部全面回転へフケズリ
石英・雲母・

073 第73図 1 土師器杯 完形 底径 8.0 体部 回転ヘラケズリ・ナデ 澄褐色
スコリア

器高 3.5 内面ナデ

口径 (12.9) 底部全面手持ちへラケズリ

073 第73図 2 士師器杯 50 底径 6.7 体部 手持ちヘラケズリ・ナデ 褐色 石英・スコリア

器高 4.2 内面ナデ

口径 (12.5) 底部全面手持ちへラケズリ
石英・雲母・

073 第73図3 土師器杯 40 底径 6.9 体部 手持ちヘラケズリ・ナデ 褐色
スコリア

器高 4.4 内面ナデ

口径 底部全面回転ヘラケズリ
石英・雲母・

073 第73図4 土師器杯 20 底径 7.0 体部 回転ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 スコリア
ヘラ記号

器高 (1.!iI 内面ナデ

口径 底部 回転糸切り・周縁回転ヘフケズリ
石英・雲母・ 内面ヘ黒ラ色記処号理073 第73図 5 土師器杯 30 底径 7.3 体部 回転ヘラケズリ・ナデ 権褐色
スコリア

器高 (3が 内面 ミガキ

口径 12.5 底部ヘラケズリ

073 第73図 6 土師器斐 70 底径 5.9 体部ヘラケズリ・ナデ 暗褐色 石英

器高 11.7 内面ヘラナデ

口径 (18.0) 底部
石英・長石・

073 第73図 7 土師器斐 20 底径 体部ヘラケズリ 種褐色
スコリア

器高 (15.1) 内面ヘラナデ

口径 (22.5) 底部

073 第73図 8 土師器楚 20 底径 体部ヘラケズリ 暗褐色 石英・長石

器高 (23必 内面ヘラナデ

口径 (20.2) 底部ヘラケズリ
石英・雲母・

073 第73図 9 土師器費 30 底径 4.9 体部 ヘラケズリ・ナデ 栂褐色

器高 (31.0) 内面ヘラナデ
スコリア

口径 底部ヘラケズリ
石英・長石・

073 第73図10 土師器褒 30 
底径 (2(65 .. 29) ) 

体部 ヘラケズリ・ナデ 暗褐色
スコリア

器高 内面ヘラナデ

口径 (23.4) 底部一

073 第74図11 須恵、器壷 10 底径 体部ナデ 灰褐色 石英・長石

器高 (7.5) 内面ナデ

口径 (26.0) 底部
石英雲・長母石・073 第74図12 須恵、器費 10 底径 体部 タタキ・ナデ 黒褐色

器高 (12.8) 内面ヘラナデ

口径 底部ー

073 第74図13 須恵器楚 10 底径 体部 タタキ・ヘラケズリ 灰褐色 石英・長石

器高 (23.5) 内面ヘラナデ

口径 (13.0) 底部一

110 第75図 1 須恵、器杯 10 底径 体部ナデ 灰色 石英

器高 (3.2) 内面ナデ

口径 12.4 底部 回転へ7切り・周縁手持ちヘラケズリ
石英・雲母・

III 第75図 2 士師器杯 80 底径 3.6 体部 手ナ持デちへラケズリ・ナデ 茶褐色
スコリア

器高 7.0 内面

口径 12.2 底部全面手持ちへラケズリ
石英・雲母・

112 第75図 3 土師器杯 70 底径 6.5 体部 手持ちへラケズリ・ナデ 糧褐色
スコリア

器高 3.8 内面ナデ
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土器観察表 (17) ( )推定値 ( )現存値

遺番構号 挿図番号 器種 遺存(%度) 
計測値

調 整 色調 胎士 備 考
C皿)

口径 (15.4) 底部

112 第75図4 土師器杯 20 底径 体部 手持ちヘラケズリ・ナデ 暗赤褐色 石英・スコリア

器高 (4.0) 内面ナデ

口径 孔部
長石・雲母・

112 第75図5 須恵、器甑 10 孔径 体部 タタキ・ナデ 赤褐色

器高 (16.2) 内面ヘラナデ
スコリア

口径 (12.6) 底部 回転ヘ7切り・手持ちへラケズリ
117 第76図1 須恵、器杯 40 底径 (6.2) 体部ナデ 灰色 石英・スコリア

器高 4.5 内面ナデ

口径 (12.8) 底部手持ちヘラケズリ

117 第76図2 土師器杯 20 底径 (6.2) 体部手持ちヘラケズリ・ナデ 黒褐色 石英・雲母

器高 4.5 内面 ミガキ

口径 12.9 底部ヘラ切り・全面手持ちへラケズリ
117 第76図3 土師器杯 60 底径 6.3 体部 手持ちへラケズリ・ナデ 樫褐色 石英・スコリア

器高 3.9 内面ナデ

口径 (15.0) 底部 回転糸切り・周縁手持ちへラケズリ
石英・雲母・

117 第76図4 士郎器皿 50 底径 (6.2) 体部 手持ちヘラケズリ・ナデ 櫨褐色
スコリア

器高 2.7 内面ナデ

口径 (22.0) 底部
石英・長石・

117 第76図5 須恵器斐 10 底径 体部 タタキ・ナデ 赤褐色

器高 (7.1) 内面ヘラナデ
スコリア

口径 20.8 底部
石英・長石-117 第76図6 土師器斐 20 底径 体部ヘラケズリ 黄褐色

器高 (10.5) 内面へラナデ
スコリア

口径 13.7 底部全面手持ちヘラケズリ

118 第76図7 須恵、器杯 80 底径 7.0 体部 手持ちへラケズリ・ナデ 黒褐色 石英・雲母

器高 4.1 内面ナデ

口径 (12.1) 底部手持ちへラケズリ
118 第76図8 須恵、器杯 20 底径 (7.0) 体部ナデ 黒褐色 石英

器高 3.7 内面ナデ

口径 (11.6) 底部回転ヘフケズリ

118 第76図9 須恵、器杯 20 底径 (7.4) 体部ナデ 明灰色 石英

器高 3.4 内面ナデ

口径 (11.6) 底部手持ちへラケズリ

118 第76図10 須恵器杯 10 底径 (6.2) 体部 手持ちへラケズリ・ナデ 黒褐色 石英・雲母

器高 3.8 内面ナデ

口径 底部無調整
石英・長石・ 底部ヘにラ敷記物号圧痕118 第76図11 須恵器斐 10 底径 (14.8) 体部ヘラケズリ 暗褐色
スコリア

器高 (2.7) 内面ヘラナデ

口径 (14.0) 底部手持ちヘラケズリ

122 第77図1 土師器皿 40 底径 5.5 体部手持ちへラケズリ・ナデ 褐色 石英・スコリア

器高 1.7 内面ナデ

口径 (13.9) 底部全面手持ちへフケズリ
122 第77図2 土師器皿 60 底径 5.8 体部手持ちへラケズリ・ナデ 燈褐色 石英・スコリア

器高 2.1 内面ナデ

口径 12.2 底部全面回転へ7ケズリ

122 第77図3 士師器杯 90 底径 7.0 体部 回転ヘラケズリ・ナデ 樟褐色 石英・雲母 内面スス付着

器高 3.8 内面ナデ

口径 12.4 底部全面子持ちヘラケズリ
122 第77図4 土師器杯 80 底径 5.0 体部 手持ちヘラケズ 1)・ナデ 栂褐色 石英・スコリア 墨書「記号」

器高 3.9 内面ナデ

口径 14.1 底部全面手持ちへフケズリ
122 第77図5 土師器杯 70 底径 7.0 体部 手持ちへラケズリ・ナデ 黒褐色 石英 線刻「方」

器高 5.2 内面ナデ

口径 底部 回転糸切り・周縁手持ちヘフケズリ
122 第77図6 土師器杯 10 底径

〈(6141)〉
体部 手持ちヘラケズリ・ナデ 淡褐色 石英・スコリア 墨書「千万」

器高 内面ナデ

口径 (17.2) 底部 回転糸切り・周縁手持ちヘラケズリ
石英・雲母・

122 第77図7 土師器杯 60 底径 5.6 体部 手持ちへラケズリ・ナデ 黒褐色
スコリア

器高 5.4 内面ミガキ

口径 (21.6) 底 部一

122 第77図8 須恵、器甑 10 底径 体部 タタキ・ナデ 赤褐色 石英

器高 (9.5) 内面ヘラナデ
口径 (22.0) 底部

石英雲・長母石・122 第77図9 土師器愛 20 底径 体部ヘラケズリ 糧褐色

器高 (9.6) 内面ヘラナデ

口径 13.2 天井部回転へ7ケズリ

123 第78図l 須恵、器蓋 90 天井径 体部ー 明灰色 石英・スコリア

器高 (2.7) 内面 ナデ

口径 (14.8) 天井部回転ヘラケズリ

123 第78図2 須恵器蓋 30 天井径 体部 明灰色 石英・スコリア

器高 (3.3) 内面 ナデ
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土器観察表 (18) ( )推定値 ( )現存値

遺番 構号 挿図番号 器種 遺存(%度) 
計測値

調 整 色調 胎土 備 考cm) 

諮葬F

口径 底部回転ヘラケズリ

123 第78図3 20 底径 9.4 体部ナデ 明灰色 石英・スコリア ヘラ記号

器高 (1.9) 内面ナデ

口径 (12.8) 底部回転ヘラケズリ

123 第78図4 須恵器杯 30 底径 (5.8) 体部 回転ヘラケズ 1)・ナデ 黒褐色 石英・スコリア

器高 3.7 内面ナデ

口径 (12.4) 底部 回転ヘラ切り・周縁手持ちヘラケズリ

123 第78図 5 須恵器杯 40 底径 7.0 体部手持ちへラケズリ・ナデ 黒褐色 石英・スコリア

器高 3.9 内面ナデ

須長恵類壷器

口径 底部回転ヘラケズリ

123 第78図 6 80 底径 7.5 体部 回ナ転デヘラケズリ・ナデ 灰白色 石英 頭部欠損

器高 (11.9) 内面

口径 (22.8) 底部
石英雲・長母石・123 第78図 7 土師器聾 20 底径 体部ヘラケズリ 暗褐色

器商 (17.4) 内面ヘラナデ

口径 (12.5) 底部 回転ヘラ切り・周縁手持ちヘラケズリ

129 第79図 1 須恵器杯 40 底径 7.0 体部手持ちへラケズ1)・ナデ 黒褐色 石英・スコリア

器商 3.5 内面ナデ

口径 (21.0) 底部ー
石英・長石・

129 第79図 2 土師器聾 10 底径 体部ヘラケズリ 櫨褐色
スコリア

器高 (12.m 内面全豆土ヨヲ

口径 (12.2) 底部

H-Ol 第85図 1 須恵器杯 10 底径 体部ナデ 暗灰色 石英 焼成堅鍛

器高 (3.81 内面ナデ

口径 (13.2) 底部手持ちへラケズリ

H-09 第85図 2 須恵器杯 20 底径 (8.0) 体部手持ちへラケズリ・ナデ 暗灰褐色 石英・スコリア

器高 4.5 内面ナデ

口径 (12.0) 底部手持ちヘラケズリ

H-I0 第85閲3 土師器杯 20 底径 (6.6) 体部手持ちヘラケズリ・ナデ 褐色 石英・雲母

器高 4.1 内面ナデ

口径 (20.0) 底部ー

H-Ol 第85図 4 土師器聾 10 底径 体部ナデ 黄褐色 石英・雲母

器高 (2.9) 内面ヘラナデ

口径 (29.0) 底部一

H-Ol 第85図 5 須恵器費 10 底径 体部 タタキ・ナデ 灰褐色 石英

器高 (3.7) 内面ナデ

口径 (32.0) 底部ー

H-Ol 第85図 6 須恵器費 10 底径 体部 タタキ・ナデ 灰色 石英・長石

器高 (13.21 内面ナデ

口径 孔部ヘラケズリ・ナデ
石英・長石・

H-02 第85図 7 須恵器甑 10 孔径
(1{23a.0i ) 

体部ヘラケズリ 黒褐色
スコリア

器高 内面へ号+ヂ

口径 (13.8) 底部ー

内外全体面黒に色摩処耗理052 第88図 1 土師器杯 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 燈褐色 石英・雲母

器高 (2.5) 内面 ナデ・ミガキ

口径 (12.4) 底部ー

内謀者島義 理052 第88図 2 土師器柄、 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 燈褐色 石英・雲母

器高 (2.0) 内面 ナデ・ミガキ

口径 (11.2) 底部ー

056 第88図 3 土師器杯 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英・雲母 内外面赤彩

器高 (3.0) 内面ナデ

口径 (12.2) 底部
石英・雲母・

056 第88図4 土師器杯 10 底径 体部ヘラケズ1)・ナデ 糧褐色
スコリア

全体に摩耗

器高 (3.8) 内面ナデ

口径 脚部ナデ

056 第88図 5 須恵器高杯 30 裾径 体部ー 明灰色 石英

器高 (5.7) 内面ナデ

口径 (11.0) 底部ー

P3 第88図6 土師器杯 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英・スコリア D3-03 

器高 (3.7) 内面ナデ

口径 裾部ヘラケズリ・ナデ
石英・雲母・

P3 第88図 7 土師器高杯 20 裾径
(1〈71A.5)) 

体部ー 黄褐色 スコア
C2-39 

器高 内面ー

口径 12.3 底部全面回転ヘラケズリ
石英・雲母・

Pl 第88図 8 土師器杯 ω 底径 6.4 体部 回転ヘラケズリ・ナデ 黄褐色 スコリア
C3-38 

器高 4.1 内面ナデ
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土器観察表 (19) ( )推定値 ( )現存値

遺番 構号 掃図番号 器種 遺存(%度) 
計測値 調 整 色調 胎土 備 考咽)

口径 (12.4) 底部手持ちへラケズリ

P37 第88図9 須恵器杯 10 底径 (7.0) 体部手持ちヘラケズリ・ナデ 灰褐色 石英 02-7l 
器高 4.2 内面ナデ

口径 (13.6) 底部手持ちヘラケズリ

P32 第88図10 須恵器杯 30 底径 (7.0) 体部手持ちへラケズリ・ナデ 黒色 石英 C3-ω 

器高 42 内面ナデ

口径 (19目6) 底 部ー

P15 第88図11 須恵、器費 10 底径 体部 タタキ・ナデ 赤褐色 石英・スコリア 02-31 

器高 (5.9) 内面ナデ

口径 (20.6) 底 部ー
石英・長石・P45 第88図12 土師器蔓 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 糧褐色 02-72 

器高 (6.5) 内面ヘラナデ
スコリア

口径 (12.6) 底 部ー

∞4 第92図 1 土師器杯 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英 内外面赤彩

器高 (3.2) 内面ナデ

口径 (12.8) 底部

∞4 第92図2 土師器杯 10 底径 体部ナデ 黄褐色 石英

器高 (4.8) 内面ナデ

口径 脚部ヘラケズリ・ナデ

∞4 第92図3 土師器高杯 40 裾径 9.8 体部ヘラケズリ・ナデ 澄褐色 石英・スコリア 内外面赤彩

器高 (5.6) 内面ナデ

口径 (12.0) 底部一

∞4 第92図4 須恵器杯 10 底径 体部手持ちヘラケズリ・ナデ 黒褐色 石英

器商 3.8 内面ナデ

口径 (12.0) 底部ー。ω 第92図5 須恵器材、 10 底径 体部ナデ 明灰色 石英

器高 (3.8) 内面 ナデ

口径 底部回転ヘラケズリ

∞4 第92図6 高須台恵付器杯 10 底径 (8.0) 体部ナデ 灰色 石英

器高 (1.3) 内面 ナデ

口径 脚部ヘラケズリ・ナデ

α16 第92図7 土師器商杯 10 裾径 体部ー 黄褐色 石英・スコリア 外面赤彩

器高 (7.4) 内面ー

口径 天井部回転ヘラケズリ

α16 第92図8 須恵器蓋 10 天井径 体部 灰色 石英

器高 (1.8) 内面 ナデ

口径 (11.6) 底部手持ちへラケズリ
石英・雲母・006 第92図9 土師器杯 10 底径 (6.8) 体部ナデ 黄褐色 スコリア

器高 3.7 内面 ナデ

口径 (11.7) 底部

白色石針英状・物lω 第92図10 土師器杯 30 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 黄褐色

器高 3.5 内面ナデ

口径 (14.3) 底部回転糸切り

lω 第92図11 土師器杯 20 底径 (5.8) 体部手持ちヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英・スコリア

器高 4.6 内面 ナデ

口径 (5.8) 底部ナデ

1ω 第92図12 手提ね 30 底径 (4.2) 体部ナデ 黄褐色 石英

器高 2.5 内面 ナデ

口径 (7.0) 底部ナデ

1ω 第92図13 手控ね 60 底径 体部ナデ 黄褐色 石英

器商 2.3 内面ナデ

遺構外
口径 12.8 底部ヘラケズリ

02-75 第94図 1 土師器杯 完形 底径 体部ナデ 黒褐色 石英・雲母

器高 4.2 内面ナデ

遺構外 口径 12.7 底部ヘラケズリ
石英・雲母・

02一75 第94図2 土師器杯 宅7金1:J臥b 底径 体部ナデ 黒褐色 スコリア
'85 器高 4.2 内面ナデ

遺構外
口径 13.8 底部ヘラケズリ・ナデ

内2E君島義理02ー75 第94図3 土師器杯 90 底径 体部ナデ 黄褐色 石英・スコリア

器高 3.7 内面ナデ

遺構外
口径 (15.4) 底部ヘラケズリ

~~理事案第94図4 土師器杯 30 底径 体部ナデ 糧褐色 石英・スコリア
E2一切

器高 (4.6) 内面ナデ

口径 脚部ヘラケズリ・ヘラナデ
遺構外 第94図5 土師器高杯 20 裾径 (且1) 体部ナデ 赤褐色 石英・スコリア 内外面赤彩
E2一日

器高 (4.3) 内面ナデ
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土器観察表 (20) ( )推定値 ( )現存値

遺番 構号 挿図番号 器種 遺存(%度) 計測値(cm) 調 整 色調 胎土 備 考

遺構外 口径 12.3 底部全面手持ちヘフケズリ
石英・雲母・D2-20 第94図6 土師器杯 60 底径 6.0 体部手持ちヘラケズリ・ナデ 褐色
スコリア

'30 器高 4.2 内面ナデ

遺構外
口径 12.0 底部ヘラケズリ・ナデ

D2-65 第94図7 土師器杯 80 底径 体部ナデ 赤褐色 石英

器高 3.7 内面ナデ

遺構外
口径 (12.6) 底部手持ちヘラケズリ

E2-45 第94図8 土師器杯 20 底径 (8.4) 体部ナデ 赤褐色 石英

器高 3.7 内面ナデ

遺構外
口径 (12.7) 底部全面回転ヘラケズリ

E4-00 第94図9 土師器杯、 60 底径 7.0 体部 回ナ転デヘラケズリ・ナデ 糧褐色 石英・スコリア 全体に摩耗

器高 3，3 内面

遺構外
口径 (12.6) 底部

石英・雲母・
第94図10 須恵、器杯 20 底径 体部ナデ 黒褐色E2-50 

器高 <4.3) 内面ナデ
スコリア

遺構外
口径 底部ナデ

第94図11 手控ね 50 底径 体部ナデ 赤褐色 石英・雲母C3-69 
器高 (5目1) 内面ナデ

遺構外
口径 底部ナデ

石英・長石・
第94図12 土師器賓 20 底径 (l (8.0) 体部 へラケズリ・ナデ 赤褐色E2-50 

器高 8.6) 内面ヘラナデ
スコリア

遺構外
口径 (25.0) 底部ー

石英雲・長母石・第94図13 須恵器楚 10 底径 体部 タタキ・ナデ 黒褐色E2-85 
器高 <4.1) 内面ヘラナデ
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